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  プロローグ　星が隠れる、その前に

  

  　この町では、七夕たなばたの日にいつもきまって雨が降る。

  　天気予報でいくら晴れマークが爛らん々らんと躍おどっていようとも。

  　前日まで都会では考えられないほどの星々の輝かがやきが夜空を燦さん々さんと飾ろうとも。

  　七月七日になると、星ほし無な町の空は必ずぶ厚い雲に覆おおわれて、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしが出会えないことを悲しむ涙雨――洒さい涙るい雨うが降り始める。

  　豊かな自然に囲まれていること以外、なんの変へん哲てつもない田舎町に「洒涙雨の町」などという幻げん想そうめいた呼び名が冠かんされているのはそのせいだ。

  

  「うわああああああ」

  　がさがささっ、ごろんごろろん。

  　少年の小さな身体からだが細い木々の生い茂った斜面を転ころがり落ちていく。なんとか体勢を整えようと枝に手を伸ばすが、手をすりむくばかりで勢いはとまらない。

  　このまま永遠に転がり続けるのかも、などと少年が思い始めたとき、唐とう突とつに斜面は終わり、その勢いのまま平地に投げだされた。

  「い、いっててててて」

  　七月七日、七夕生まれ。今日八歳の誕生日を迎えたばかり。

  　そして今日は、湊みなとが物もの心ごころついてから初めて雨が降らない七夕の夜だ。

  「あ……さ、さっきの、どこ行った!?」

  　はっとして、あたりをきょろきょろと見回す。少年が捜していたのは、ぼんやりとした緑色の光を瞬またたかせる不思議な球体だ。

  「い……いなくなっちゃった」

  　がっくりと肩を落とした少年の名は、秋あき坂さか湊。

  　湊が転がり落ちた先は、砂じや利りがごろつく川べりだった。

  　下流のほうは湊がよく遊び場にしている、とても澄んだ清流だ。

  　腹をふるわせる虫の声や、盛りを過ぎた蛙かえるのとぎれがちな合唱。

  　すでにふけきった夜の暗さは、いつも見慣れた川を妙に異質なものに感じさせた。

  　まるで得え体たいの知れない場所へ自分を誘いざなおうとする闇色の道であるかのように。

  「お～～い！　おぅぅ～～～い!!」

  　声変わりしていない少年特有のやわらかで高い声にも、当然のように返答はなく、むなしく川のせせらぎの上を滑すべるだけ。それが湊の心細さを倍増させる。

  　それでも、声が仲間に届くのを期待して何度も叫さけんでみる。

  「だいちゃ～ん！　みんな～！」

  　少年が呼びかけていたのは、一緒に山にはいった幼おさななじみの名だ。だが、彼らとも緑色の光を夢中で追いかけるうちに、いつのまにかはぐれてしまっていた。

  　ほのかな星明かりの下では色の判別はうまくつかなかったが、膝ひざ小こ僧ぞうや手はひどく擦すりむけて血がにじんでいるらしく、じくじくした痛みが走った。

  　両の手のひらをまじまじと見つめながら、湊みなとはあることに気がついた。

  「あ、懐かい中ちゆう電灯！　……な、なくしちゃった」

  　斜面を転ころげおちた途中でどこかに落としてしまったらしい。

  「うえぇ……またじいちゃんに怒おこられる」

  　湊の祖そ父ふは口数が少なく、とても厳きびしい人だった。

  　懐中電灯の頭をかちゃかちゃと回すだけで、灯あかりがついたり、消えたりするその感じが湊は無む性しように好きで、探たん険けんごっこと称してはよく持ちだしていた。

  　祖父はそれを見つけると決まって「そりゃおもちゃじゃない！　ほんまの非常時に役に立たなくなったらどうすんだ！　このイタズラ小僧めが！」などと烈れつ火かのごとく怒るのだ。

  　いつもならそんな祖父の顔を想像するだけで泣きたくなる湊だったが、今は脳のう裏りに浮かんだ祖父の怒いかり顔に、不思議と安あん堵ど感かんを覚える。

  「……うぇっ。じいちゃぁん、だれかあぁ……ぐすっ……」

  　湊は、ひどく泣き虫な少年であった。

  　のどの奥の奥。心臓の上あたりに住む弱気の虫が、湊の心をふるわせる。

  「……ぐすっ……ひぐっ……また、ひとりぼっち、じゃん」

  　その寂しさは、湊のもっとも恐れる気持ちだった。

  　普段ならば。このまま泣きわめいて、小さな身体からだを丸めて、うつむいて。

  　誰かが優しく声をかけてくれるのを、待っているだけだっただろう。

  　けれどそのとき、うつむいていた湊の足あし下もとに、ぼんやり緑色の光が落ちてきた。

  「……あ！」

  　はっと顔をあげると、湊の眼がん前ぜんをさっきの光がふわつきながら通り過ぎていった。

  　にじんだ視界の端はしをぬぐい、湊は立ちあがる。

  　そうだ、泣いている場合ではないのだ。

  　チャンスは今日しかない。晴れている今年の七夕たなばたの日にしか――。

  　七夕の日に必ず雨の降る星ほし無な町に、きっかり七年に一度巡めぐってくる〝晴れ七夕〟。

  　それにまつわる古い伝でん承しようが、この町にはある。

  　伝承、とは言っても、もったいつけて語ることすらはばかられるほどローカルで、地味街道まっしぐらな言い伝え。

  　この町に暮らしている大人おとなたちは、もちろんおとぎ話だと思っている。

  　だが、湊はそんな伝承を本気で信じていた。

  　だからこそ、膝の痛みも忘れ、飛び去りゆく光を追いかけた。

  　緑色の光は川の流れにさからうように、上流へ飛んでいく。

  　今度こそ見失わないように。幾度も躓つまずきながら走った。

  　川幅が徐じよ々じよに狭せばまり始めると、緑色の光は、ひとつ、ふたつ、三つと次第に数を増していった。

  　それらの光は川岸の岩いわ場ばに吸い込まれるように、唐とう突とつに姿を消した。

  　光が消えた場所までたどり着くと、岩場の側面にはぽっかりと黒い穴があいていた。

  　洞どう窟くつの入り口のように見える。

  　湊みなとは切れかけていた息を整えて、ごくんと生なま唾つばと一緒に恐きよう怖ふをのみこむと、洞窟の中に足を踏みいれた。数メートル歩くと、もう星明かりさえも届かなくなった。

  　空気はひんやりとしている。地面はぬめりがひどく足あし下もとがおぼつかない。

  　だが、上のぼり坂になっているその暗闇の先に、緑色の光が見えていたから怖こわくはなかった。

  　光を目指して一心に歩き続けると、ドーム状の広い空間に出た。

  「う、うわあ……なんだこれ」

  　感かん嘆たんの声が漏もれ、〝空〟を見あげる。

  　洞窟の中にいたはずなのに。

  　――満天の星が、そこにひろがっていた。

  　今まで見たどんな星空よりも優ゆう美びな光の明めい滅めつをたたえた、天あまの川がわ。

  　星が降ってきそうな〝空〟だった。

  　だが、それはたしかに洞窟の天井なのだ。

  　そう気づいてようやく緑色の光の正体がわかった。

  「……ほ、ほたる」

  　びっしりと、小さな洞窟の天井を埋め尽くしていたのは蛍だった。

  　互たがいに信号を送りあうようにして、光の瞬またたきを呼こ応おうさせている。

  　湊はがっくりと座りこんでしまう。

  「なんだぁ。ただのほたるだったのかぁ……ひくっ」

  　たしかに綺き麗れいではあるけれど、蛍ではダメなのだ。

  　喉のどがぐずつき、あふれてくる涙をとめることはできなかった。

  　洞窟の中を反響する湊の泣き声に驚いたのか、天井を埋め尽くしていた星くずたちは瞬きをやめて四し散さんした。周囲は闇の濃のう度どを高めていく。

  （やっぱり、ぼくはひとりぼっちなんだ）

  　言いようのない心細さが、忘れていた痛みも思いださせて。

  （このまま誰にも見つけてもらえなくて、死んじゃうんだ）

  　寂しくて、怖くて。どうしようもなくて。

  （父さん……母さん……なんで、ぼくを置いてきぼりにしたの？）

  　事故で急に逝いってしまった両親の葬式の光景が湊の頭をよぎる。

  「ぐずっ……」

  　そう消えいりそうな声でつぶやいたとき、

  『私の……声が、聞こえる……？』

  　急に声が聞こえて、湊みなとはびくっと身体からだを硬こう直ちよくさせる。

  　とてもとても優しい響き。頭の中に直接飛び込んでくるような、不思議な聞こえ方だった。　だが、声こそすれど、人の気配はない。

  　きょろきょろ周囲を見回してみるが、やはり誰もいない。

  　さっきは星空のような天井に気をとられて気づかなかったが、ドーム状の洞どう窟くつの中心に、ぽつんと鎮ちん座ざする小さな祠ほこらを見つけた。

  「えぐっ……だ、だれ……？　だれかいるの？」

  　涙と鼻水混じりの声こわ色いろで、湊が問いかける。

  『……君は私を心から信じてくれる人、なんだね』

  　目の前の小さな祠。声だけが聞こえる。信じて……。

  　はっと思い至いたった。

  〝星ほし無な町を囲む山の中には、七年に一度の〝晴れ七夕たなばた〟の日にだけ現れる神様がいて、その神様との約束を守ると、必ず願い事が叶う〟

  　それが星無町に伝わる、ありきたりな伝でん承しようの内容だった。

  「もしかして、か、神様!?」

  　すると、不思議な装しよう束ぞくを着た同い年くらいに見える子が、空間から浮かびあがるようにして唐とう突とつに湊の前に現れた。綺き麗れいな顔立ちをしていたが、男の子か女の子かはよくわからなかった。どこか人間離れした雰囲気をまとっている。

  「……あ……ほ、本当に、神様……？」

  『私の存在を心から信じてくれる人、あなたの願いはなんですか？』

  「あ、あの。ぼ、ぼくの……父さんと母さんを……生き返らせてほしいんだ！」

  　だが――。

  『……死者の復活。亡くなった人を生き返らせることは、できません』

  　整った顔をすこし歪ゆがめて、神様は悲しげな笑顔を浮かべた。

  「え、あ、……そ、んな」

  　再びぐっとこみあげてくる、涙。

  「ひぐっ。う、うぞだ。ねえ、神様、ぼくもうひとりぼっちはイヤなんだ！　お母さんとお父さんを助けてあげて！　なんでもずるから！　じゅくだいだってちゃんとやる！　お手伝いもちゃんとやるから！」

  　湊はしゃくりあげながら、そう叫さけんだ。

  『……ふたつ、約束してください。これからも、私のことを信じ続けてくれること……そして、泣き虫をやめること。君は、きっと笑顔でいたほうが人を幸せにできる』

  「うん、や、約束するよ！　絶対守る！　そ、そうすれば父さんと母さん、帰ってくる!?」

  　湊みなとは涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔で、にかっと笑った。

  　神様はそんな湊を包みこむように抱きしめた。

  『お父さんとお母さんを、生き返らせることはできません。でも――あなたはきっと、ひとりぼっちには、ならないから』

  「え？　か、神様、それってどういう――」

  　湊が言い終わるのを待たずに、蛍が再び緑色の光の瞬またたきを強めていく。

  　周囲が、まばゆい緑光に包まれ――。

  



  
    ★
  


  

  「おい、みなと！　……みなとっ！　大丈夫か!?　死んでないか!?」

  　ぺしぺしと頬ほおを叩たたかれて気がつくと、

  「あ、あれ……？　だいちゃん……みんな。なんで……」

  　自分の顔を覗のぞきこんでいる、四人の幼おさななじみたちがいた。

  「なんでじゃねえよ！　心配したんだぜ、みんな。お前が、変な光追いかけてって、急にいなくなるから」

  　と言ったのは、橙だい。

  「みなちゃん、ほんとに……大丈夫？」

  　横にいて、心配そうにしていたのは同じ家で暮らしている伊い緒おだ。

  「最低ですね。心配させるだけさせておいて。こんなところで居眠りだなんて。みなとさんらしいといえば、らしいですけど」

  　と、やや遠巻きに不平を漏もらしたのは、鈴すず。

  「わ、私はあんたのことなんて心配してないけど！」

  　と、フンと鼻を鳴らして顔をそむけたのは、あかり。

  　頭がようやく覚かく醒せいしてきて、がばっと起きあがる。

  　この四人は、同じ町で、同じ七夕たなばたの日に生まれた湊の幼なじみだ。

  　この町では七夕に生まれるのが縁起がいいとされていることもあり、七夕生まれの人が少なくないが、同じ年に五人も、というのは珍しいらしい。

  　そんな幼なじみ四人はいなくなってしまった湊をどうしても見つけられなくて、大人おとなに助けを求めようと山をおりたのだ。

  　するとなぜか、山への入り口となっている鳥とり居いの前で、湊は倒れていた。

  「だ、だいちゃん！　ぼく、ぼく……か、か、か、か」

  「ど、どうしたんだよ。蚊かの大群にでもおそわれたか？」

  「神様に会ったんだよ！」

  「……はぁ？　なにいってんだ、みなと。お前は今までここで」

  「ほんとだって！　あのね、きれいな洞どう窟くつがあって、ほたるがいっぱいで、それで！」

  　橙だいは三人の仲間と顔を見合わせる。

  「神様と約束して……そしたら、いつのまにか、ここにいたんだ」

  「みなと。本当にほんとなの？　うそ言ってたら、しょうちしないんだから！」

  「ほ、ほんとだよ！　なんだよ、あかり信じてくれてたんじゃなかったの？」

  「全然、信じてないわけじゃないけど……じゃあ、神様どんな顔してたの」

  「えっとね！　……あ、あれ？　どんな顔……だったかな」

  　なにがあったかは強きよう烈れつに覚えているのに、その声と顔にモヤがかかったみたいに、まったく思い出すことができない。

  「……で、肝かん心じんの願い事は、かなえてもらえたのか？」

  　橙がそう言うと、女の子三人は真剣な顔で息をのみ、湊みなとを見つめる。

  　湊は首を横に振って、言った。

  「死んだ人を生き返らせることはできないんだって……」

  　四人は湊の願い事を知っていたから。なんと声をかけていいかわからなくて黙りこくった。

  　湊より二回りくらい大きい橙が、年上の兄貴みたいに湊の頭をぽんぽんと叩たたく。

  「で、でもね！　ぼくがひとりぼっちがイヤだって泣いてたら、神様が約束してくれたんだ！　泣き虫をやめて、神様をずっと信じていれば、ひとりぼっちにはならないって！　でも、どういうことなのかなぁ……よく、わかんないや」

  「ぷっ。町で一番泣き虫のお前が、泣き虫やめられるのか？　その神様、最初から願い叶かなえる気ないんじゃねえのか？　なあ、あかり」

  「ほんとほんと。むりよ、アンタには絶対むり～」

  「みなとさんが泣き虫をやめられる確率は、鈴すずの占いによれば一パーセント以下です」

  　鈴はカードをきりながら、そうつぶやく。

  「な、なんだよー。伊い緒おは、ぼく泣き虫やめられると思うよね？」

  　助けを求めるような湊の目線に、伊緒は困こん惑わく気味にうろたえる。

  「え、わ、わたし？　う、うん。みなちゃんなら、だいじょうぶ」

  「ほ、ほらほら！」

  「伊緒はみなちゃんみなちゃんって、みなとにべったりだからなあ。参考になんない」

  　橙はからかうような笑顔を浮かべる。

  　伊緒は親を早くに亡くしていて、湊の祖そ父ふが営む民宿に引き取られて以来、ほとんど兄妹同然に育った関係だ。

  「それにさあ、みなと……お前はひとりぼっちなんかじゃないよ」

  「え？」

  「俺らがいるってのに。なあ？」

  「だいちゃん……」

  　橙だいの言葉に、湊みなとはきょとんとする。

  「みなちゃん、私、みなちゃんがさびしくならないように、もっとがんばる！」

  「伊い緒お……」

  　呆ほうけた顔のまま、四人の顔を順番に見つめる。

  「わ、私はどうでもいいんだから。みなとのことなんて！」

  「ええ!?」

  「右に同じです。予想では、みなとさんが神様に会ったというのがそもそも夢か幻まぼろしです」

  「えええええ!?」

  「こら、お前ら。俺のフォローが台なしじゃんか」

  　そんな橙の言葉を合図に、みんなは堪こらえきれずに笑いだした。

  　いつも通りの顔で、笑顔で、そばにいてくれる四人の幼おさななじみ。

  　このとき、湊は確信した。

  　これがきっと神様が約束してくれたものなんじゃないかって。

  　だから、湊はちょっと泣きそうになっていたのを我慢して、

  「あははははははっ！」

  　精一杯の笑顔と笑い声を、みんなに向けたのだ。
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  　星ほし無な中学、一学期の終業式当日。

  　三年生は、この日から中学生活最後の夏休みにはいる。

  　本格的に始まる受験シーズンに向けて、三年生のほとんどはすでに帰き路ろにつき、校内はひっそりと静まりかえっていたが、窓の外のミンミン蝉ぜみはやたらと騒そう々ぞうしかった。

  「先生、いろいろとお世話になりました」

  　下校時刻を過ぎた職員室で、瑠る璃り島じまあかりは担任に頭を下げた。

  　初老の担任教師は、どこか憮ぶ然ぜんとした顔つきでため息をつく。そのため息が揺らしたわけではないだろうが、窓際の風鈴がチリンチリンと、控ひかえめな音ね色いろを奏かなでる。

  「瑠璃島、本当にいいのか？　治療のことだけでなく、家庭の事情もあるだろうから、転校は仕方ないにしてもだな。クラスの……特に秋あき坂さかたちには、せめてお別れくらい――」

  「いいんです」

  　短い言葉で遮さえぎる。拒きよ絶ぜつの意志があらわな声こわ色いろだった。

  「……そうか。先生は瑠る璃り島じまの気持ちを尊重するしかないけれどな。でもみんな、悲しむぞ。進路のことだって、言ってないんだろう？」

  「先生、私もう決めたんです。今、どんなお別れの言葉を言っても、アイツらを余計に悲しませるだけだから……」

  　窓から射しこむ夕陽が、あかりの顔に影をつくる。

  「そうか。まあ……あれだな。元気でやれよ。先生、応援してるから。一緒に卒業できなくても、お前はずっと先生の生徒なんだからな。次のオリンピックにでも出場して、あの子は俺の教え子なんだって、周りに自慢させてくれ」

  　担任教師は、皺しわだらけの大きな手であかりの肩を叩たたいた。

  　月並みな言葉だったけれど、あかりは予想以上に胸がつまり、苦しくなる。

  　逡しゆん巡じゆんを無言のお辞儀で振り払ってから、職員室をあとにした。

  



  
    ★
  


  

  　秋あき坂さか湊みなとは、夢を見ていた。

  　夢といっても、それは過去の思い出そのものだった。

  　十五歳の誕生日。〝晴れ七夕たなばた〟の日に、みんなで誓い合ったこと。

  　あの洞どう窟くつに、七夕生まれの四人の幼なじみたちと一緒に。

  　子どものときみたいに、神様の声は聞こえなかったけれど。

  　湊は、神様がそこに絶対にいると信じて、祠ほこらに向かって、

  「これからも、ずっと一緒の、エイエンの仲間でいさせてください！」

  　そう願いを叫さけんだ。

  　ほかの四人も、目を閉じて願いをかけていた。

  

  　夢の内容はいつのまにか、想像上の未来の光景に移り変わっていた。

  　間近に迫せまった高校入試。五人とも地元の星せい条じよう高校を受験して、無事みんなで突とつ破ぱした。

  　中学の卒業式では、伊い緒おが始めに泣きだした。そんな伊緒を鈴すずが慰なぐさめて。泣くわけないでしょ、なんて言っていたあかりが、それを見てもらい泣きして。女の子同士で抱きあって。

  　高校の入学式の朝、校門前で立ちどまり、歩幅をそろえて高校生活の第一歩を踏みだして。

  　クラス割りが発表されている掲示板の前で。

  　五人は見事、通算十度目の一緒のクラスになっていて。

  「また全員一緒っ!?　ちょっとどういうこと!?」「ま、いいんじゃねえの？　一人ばらけたりするよりは」「鈴はこれ、国家機関の陰いん謀ぼうだと思います」「私は……うれしいよ、うん！」

  　そんなふうに始まった新しい高校生活。

  「へへ、やっぱりぼくらは特別な仲間なんだね！」

  　湊みなとは恥ずかしがるみんなの手を強ごう引いんに握にぎりあわせ、そう笑った。

  　昔からずっと変わらない関係で、このまま――。

  

  　ブブブ、ブブブ。

  　マナーモードにしていたケータイが机を振動させていた。

  　その音で夢から醒さめた湊の顔は、だらしなくゆるんでいた。

  　湊は、ようやく自分が夢を見ていたのだと気がついた。

  　頭はまだ半分、しあわせな夢がもたらすまどろみの中だったが。

  （これきっと正まさ夢ゆめってやつだよなぁ。へへ、みんなに話さなきゃ）

  　目をごしごしとこすって、身体を起こす。

  　机の上に置かれたカレンダー付きの時計は、七月三〇日午前九時を示していた。

  　寝ぼけ眼まなこのまま、枕元のケータイに手を伸ばし画面を見ると、橙だいからの新着メールが一通入っていた。なんだろうと思ってメールを開く。

  〝あかりが引っ越した。これから、その件で話が――〟

  （だいちゃん……なに言ってんの？）

  　橙は、こんな冗談を言うキャラではないのだが。

  　メールの短い文面には、あまりにも現実感が乏とぼしかった。

  （……あ、わかった）

  　湊は、昨日の夜見た夏休み特番を思いだした。

  （これドッキリだな。きっと、あかりがヒマ～とか言って、だいちゃん巻き込んだんだ。もう……だいちゃんはあかりに弱いんだから）

  　湊はケータイをぱたんと閉じた。

  （でも残念でした～。僕はそんなにバカじゃないですよーだ）

  　もう一度布団に潜もぐりこみ、湊は正夢の中に落ちていく。

  　夢ではきっかりと先ほどの続きから、五人での高校生活が始まった。

  

  　五人の特別な関係は、なにがあっても、絶対に変わらないものなんだから。

  　そんなはずはない。

  

  　そんなはずは、ないんだ――。
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  第一夜　再会

  

  「みなちゃん、起きて。起きてってば。学校、遅れちゃうよ？」

  　ゆさゆさと身体からだを揺らされて、うっすらと目を開ける。

  　初夏なのに冬用の長なが袖そで制服を着た幼おさななじみの白しろ琴こと音ね伊い緒おが覗のぞきこんでいた。

  　伊緒は親がおらず、子どもの頃に湊みなとの祖そ父ふが経営する民宿にひきとられ、家族同然に育った。

  　湊と同じ七夕たなばた生まれで、ほとんど本当の兄妹のような関係の幼なじみだ。

  「……も、もうちょっとぉ。今いいところだったのにぃ」

  　湊はふにゃふにゃした口く調ちようでそう言って、掛け布団にくるまる。

  「だーめ」

  　伊緒がさっと部屋のカーテンを開けた。

  　まばゆい日光が、湊の半開きの眼めに飛びこんでくる。

  「うにゃあ。ま、まぶしぃよ～。もうちょっとだけ寝かせてよぉ」

  「いつもそんなこと言って、ほんとに遅刻しちゃうんだから。この前先生にも怒おこられたばっかりなんだよ？」

  「……ん～……そうだっけ。大丈夫大丈夫。なんとかなる」

  　湊は布団から手だけ出して、ひらひらと振る。

  「むぅぅ。みなちゃんがそのつもりなら、実力行こう使しだよ、うん」

  　伊緒は、湊がくるまっている布団の端はしに手をかけ、がばっと一気にはぎ取った。

  「ひゃあっ！」

  　と、小さな悲鳴をあげたのは、なぜか伊緒だった。

  　寝ぼけ眼まなこをこすって見あげると、伊緒は頬ほおを紅こう潮ちようさせ、細い指で顔を覆おおっている。

  「うにゃ……ど、どしたの……伊緒」

  　湊がむっくりと起きあがろうとすると、

  「や、やあああああ！」

  　伊緒は顔を手で覆ったまま部屋から逃亡し、バタバタと階段を駆け降りていった。

  「……え？　な、なんで？」

  　昨晩、じめじめとした初夏の暑さにひどく寝苦しくなった湊は、普段のパジャマではなく、黒のタンクトップとボクサーパンツ一丁の姿で眠りこけていた。

  　とはいえ、子どもの頃からひとつ屋根の下で暮らしているのだ。このぐらいだったら多少なりとも見慣れているはずなのに、あの反応はなんなのだろう。

  　まだ半分寝ぼけたままで、ぽりぽりと腹をだらしなくかく湊。

  　部屋に置かれている縦たて長ながの鏡に映うつっている全身に何気なく目を向けると、

  「あ…………」

  　湊のあらぬところが、むっくりと盛大に起きあがっていた。

  



  
    ★
  


  

  「い～お～。いい加減、機嫌直してよ。わざとじゃないんだし」

  　午前中の授業が終わり、喧けん噪そうを取り戻した星せい条じよう高校の教室。

  　湊みなとは、ちゅ～っとパックの牛乳をストローですすりながら、真後ろの席にいる伊い緒おに椅い子すごと向き返った。

  　湊は「ね？」と親にほしいものをねだる子どものような、甘えた笑顔を浮かべる。

  　こういう湊の笑顔は、妙に子どもっぽく映うつる。

  「みなちゃんの、えっち」

  　だが、伊緒の反応はつっけんどんで、朝からずっとむくれたままだ。

  「ちょ、ちょっと。教室で人聞きの悪いこと言わないでよ。あれは生理現象なの！」

  「……みなちゃんがえっちな夢見てたからだもん。今いいところだったとか言ってたし。家いえ永ながくんなら、きっとそんなことないよ、うん」

  　じとーっと疑いの眼まな差ざしを向ける伊緒。

  「な、なんでだいちゃんの話が出てくるのさ！　とにかく違うって！」

  「じゃあ……どんな夢見てたの？」

  「そ、それは……あ、あれだよ。あのね、伊緒が作ってくれたおいしーいすき焼きを食べる直前だった、とか……じゃないかなー」

  　正直に言えば、湊は夢の内容など伊緒の悲鳴を聞いた瞬間にすっぽりと忘れていたのだけれど。湊があまりにきょどりながら言うので、伊緒はますます頬ほおをふくらませ、疑いの眼差しを崩くずしてはくれなかった。

  「すっごく……わざとらしいです」

  「う……」

  「みなちゃんは嘘うそつくとき絶対目が泳ぐんだから、すぐわかるもん」

  「ほ、ほんとだって！　とにかく、あれは生理現象！　不ふ可か抗こう力りよく！　そういう伊緒だってさ、毎月生理とかく――」

  　ばこーん！　と、なにか堅かたいものが湊の鼻はな頭がしらにヒットとした。

  「ふぎゃっ」

  「み、みなちゃんのバカ！　やっぱりえっちえっち！」

  　と叫さけびながら、

  「ぶごっ」

  　今度はうずくまっている湊のこめかみに、追加の一撃がすこーんと直撃した。

  　飛んできたのは、ずっしり伊緒お手製の昼ひる飯めしがつまった弁当箱だった。

  「いつつつつぅぅ。本気で痛いよ！　なにすんだ……よ」

  　湊みなとがつーんと痛む鼻とこめかみを押さえながら顔をあげると、伊い緒おは顔を真っ赤にして目に涙を浮かべていた。

  「……ちょ、まって。泣かないで」

  　予想外の展開にオドオドする湊をよそに、

  「ばかばかっ！」

  　伊緒は涙を目にため、それがあふれかえる直前、教室から走り去ってしまった。

  「お～い秋あき坂さか。あんまし教室で修しゆ羅ら場ば展開すんなよ」

  「その年でかわいい嫁さん泣かせてえ。この女たらしぃ」

  　クラスメイトの男子数人がはやしたてると、どっと教室が笑いに包まれる。

  　このクラスでは二人の仲の良さは、格かつ好こうのからかいネタなのだ。

  「うるさいなぁ！　人の家庭の事情に首つっこまないでよ！」

  　だが、当の湊にとって、そう見られるのはひどく心外だった。

  　だから、からかわれるたびにムキになって言いかえすのだが、

  「家庭の情事だって！　昼ドラ展開に確かく変へん突入!?」

  　たいていは、その反応を余計にからかわれ、やぶ蛇へびに終わってしまうのだった。

  「走れ秋坂！　一心不乱に追いかけてやれ！　アイツ……きっと待ってるぜ」

  　芝居がかったクラスメイトの口く調ちように、教室がもう一度笑い声に包まれる。

  「だーかーら、伊緒は幼おさななじみで、兄きよう妹だいみたいなもんだっていつも言ってるだろ！」

  　伊緒はたしかにかわいい。病弱なことで自然とかもすはかなげな雰囲気も手伝い、学校の中でも一番と断言してもいいくらいの美少女だ。

  　そんな伊緒の一番近くにいるのが自分であること。

  　それが誇ほこらしくもある。

  　でも、伊緒は小さい頃から一緒の家で育った妹みたいな、いや、それ以上に大切な、もう二度と絶対に失いたくない特別な仲間なのだから。

  　そういう邪よこしまな目で見たことはけっしてない。

  　ぢゅぅぅぅずるるるる。

  　湊はあからさまに不ふ遜そんげな姿勢のまま、パックに残った牛乳を一気にすすりきった。

  （なんだよ……食べ物粗そ末まつにしちゃいけないっていつも自分で言ってるくせに）

  　クラスメイトたちの興味は早くも二人へのからかいから、もうそれぞれのグループ同士の会話に移っており、めいめいで昼ひる飯めしの算さん段だんをたてているようだ。

  　湊は一人バツ悪く、ひっくりかえって床ゆかに落ちているふたつの弁当箱を拾いあげた。

  　ひとつは湊用、もうひとつは、ひと回り小ぶりの伊緒用だ。

  　秋坂家のご飯は、いつも伊緒が作ってくれている。朝あんなことがあっても、お弁当だけはしっかり準備してくれていたのだ。

  　ただ、あまりにも近しい間あいだ柄がらだからこそ。こうやってたまに自分でも信じられないくらい気軽に、ほかの女の子には絶対言えないようなことを口走ってしまうのだ。

  　とはいえ、先ほどのはさすがに言い過ぎた。

  　まさにデリカシーゼロ。いや、マイナス一〇〇くらいかもしれない。

  　湊みなとはため息とともに反省し、

  （昼ひる飯めし、どうするつもりなんだよ……）

  　仕方ないなぁ、と内心で一応の体面を保ちつつ、ふたつの弁当箱を抱かかえて教室を出た。

  　と、そこにちょうど通りすがった一人の男子生徒が目に入った。

  「あ、だいちゃん」

  　廊下を歩きながら、なにやら難しそうなタイトルの本に目を落としていたが、湊に気がつくと、中指で眼鏡めがねをくっと直して本を閉じた。

  「……湊。どうした、弁当ふたつも抱えて。てか、さっき伊い緒おとすれ違ったけど、様子変だったぞ。お前なんかやったんだろ」

  　その男子生徒の名前は家いえ永なが橙だい。低身長、低成績の湊と違い、高身長で成績は入学以来、学年トップを維い持じし続ける秀才だ。今は生徒会の副会長を務め、次期生徒会長の最有力候補ともっぱらの噂うわさになっている。

  　表情を変えることは少なく、口く調ちようはぶっきらぼうだが、それがミステリアスでクールな印象を与えるらしく、女の子の人気もすごい。

  　伊緒にもよく比ひ較かくされるのだが、あらゆる点で湊とは正反対。それでも、橙は湊にとって大切な友達だ。気が合うとか、趣味が一緒とか、そういうものを越えた親友なのだと思っている。

  　そして、橙もまた同じ七夕たなばた生まれの幼おさななじみで、特別な仲間の一人である。

  「いやぁ、あはは、ちょっとね」

  　バツが悪そうに頭をかきながら笑ってごまかす湊に、

  「ちょっとね、じゃねえよ。鈴すずにバレる前に、さっさと謝って仲直りしとけ」

  　と、表情を変えずに直言した。

  「す、鈴には絶対言わないでね！」

  　湊はぶるるっと条件反射的に身み震ぶるいする。

  「言わねえよ。とばっちり食らいたくねえし。あいつ見み境さかいねえからな、伊緒のことになると」

  　鈴も、特別な仲間の一人だ。ちょっと不思議な女の子で、性しよう根ねが悪いわけではないのだが、伊緒のこととなると、なぜだか妙に凶きよう悪あくな行動に出るのだ。

  　伊緒を泣かせようものなら、どんな陰いん険けんな復ふく讐しゆうが待っているかわからない。

  「まあ、俺が言わなくても鈴のことだから、もう黒魔術センサーで察さつ知ちしてるかもしれんけどな。そしたらご愁しゆう傷しよう様さま。じゃ、俺いくぜ」

  　橙だいは躊ちゆう躇ちよもなく、再び本に目を落として歩きだそうとした。

  「あ、だいちゃん！」

  　湊みなとは、表情を満面の笑顔に切り替えた。

  「ん、なんだ？　英訳の宿題だったら写させねえぞ。自分でやれ」

  「違うよ！　あのさ、今日の放課後ヒマだったら、久しぶりに――」

  「悪い。今日は予定あるから」

  　湊が遊びの誘さそいを言い終わる前に、橙はそっけなく断ことわりを入れた。

  　湊の笑顔が、そのまま固かたまる。

  「あ……そ、そう」

  「お前も遊んでばっかいねえで、ちょっとくらい勉強しとけよ。二年生なんだからな、受験なんてすぐきちまうぞ。お前、べつに就職組じゃねえんだし」

  　橙は同い年のくせに昔から兄貴っぽくて、よくこんなふうに湊を諭さとすような物言いをする。

  「うぇぇ、だいちゃんまで勉強の話しないでよ。そんなの伊い緒おの小こ言ごとだけで十分」

  　心底いやそうな顔をして、湊はがっくりとうなだれる。

  　その表情を見た橙は、表情をゆるめて、すこしだけ右眉まゆと口の端はをあげた。

  　それは一見しただけではひどくわかりにくい、橙の笑顔の形だ。

  「んじゃな。伊緒にはちゃんと謝れよ」

  　背を向けてから右手をあげてそう言うと、橙は教室の脇わきにある階段を降りていった。

  （……だいちゃん、最近ほんとつれないんだから）

  　湊は橙の後ろ姿を物もの憂うげに見送ってから、口をとがらせる。

  　湊の誘いに橙がのってくることは、最近頓とみにすくなくなっていた。

  （ちぇっ。つまんないの）

  　不意に、いつも五人そろって遊んでいた頃の光景が脳のう裏りをよぎる。

  　そんなに昔ではないのに、ひどく懐なつかしいものに感じてしまう。

  　とりわけ仲が悪くなったわけではなく、一見昔と変わらない。

  　橙は頭がいいし、勉強が忙しいのもわかっている。単純に、一緒に遊ぶ時間が減ったのが寂しいというのもあった。

  　でも、それ以上に不安なのは、感情の歯車が食い違ってしまっているのではないか、そんなことで。いつからか、どこかお互たがいに踏みこめない一線ができてしまった気がして。

  　それは、たぶんあのときからだ。

  　何でも気き兼がねせずに言い合える、お互いのことなら、子どものときからなんでも知っていると信じていた特別な五人の関係ペンタゴンの一いつ角かくが、突然に崩くずれたあの日から……。

  「なにぼーっと間抜け面づらで突っ立ってるんですか、湊さん」

  「うわっ！」

  　物思いにふけっていたとき、背後からかけられた声に湊みなとは素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげてしまう。

  　振り返ると、そこにいたのは手て前まえ塚づか鈴すずだ。

  　今一番ダントツで会いたくない相手だったのに。

  「な、なんだよ鈴かあ。はは、び、びっくりしたじゃないかあ」

  　湊は内心の狼ろう狽ばいを悟さとられないように、笑顔を向ける。

  「あ、これは失礼しました」

  　鈴は妙に殊しゆ勝しようにぺこりと頭を下げる。

  「え……？　あ、う、うん」

  「間抜け面づらはいつものことでしたね」

  「謝るのそこっ!?」

  　つっこみにはなんの感かん慨がいも示さず、鈴は感情の読めない眼まな差ざしで湊を見下ろした。

  　容姿だけみれば、八頭身のすらりとしたモデル体型だし、間違いなく美人の部類なのだが〝黒魔術〟などという趣味のおかげで、あまり男子が寄りつかない。

  　中学までは五人で遊んでいた仲間だったが、高校に入ってからは、鈴の周りに女の子のとりまきができて、彼女たちと日々を過ごすようになっている。得意の黒魔術を活用した占いも大評判らしく、周囲にかつぎあげられる形で、占い同好会なるものの会長にまで就しゆう任にんしている。

  　今も制服の上から、ルーンの刺し繍しゆうが施ほどこされた濃のう紺こんのマントをはおり、それを首の下の髑どく髏ろのペンダントでとめている。女の子がするアクセサリーにしては、ずいぶんとおどろおどろしいというか、黒魔術的というか、とにかく魔女っぽい雰囲気を醸かもしだしている。

  　さらに、鈴は一七二センチと女の子の中ではとりわけ身長が高い。

  　身長一六五センチの湊にとっては、いまだに鈴の身長を抜けずにいるのがコンプレックスのひとつになっていた。

  「さておき、湊さん」

  　鈴は湊に対してだけでなく、誰にでも〝さん〟づけで、常に敬語を使う。他人行儀だからというわけではなく、これが鈴のスタイルなのだ。

  「は、はい……なんでしょう」

  　蛇へびににらまれたカエルのごとく、身体からだをぴきんと硬こう直ちよくさせる湊。

  　鈴の口く調ちようは変な威圧感を与えることが多い。

  「伊い緒おさん、教室にいないみたいなのですけど、見かけませんでしたか？　ちょっと用事があって」

  　ぶわっと全身から汗あせが吹きでる。

  「し、知らないなぁ」

  「そうですか……それなら、湊さん。そのふたつ抱かかえたお弁当箱はなんです？　それ……伊緒さんのお弁当箱ですよね、たしか」

  「うえ？　あ、あ、これはね、あの、伊い緒お調子悪くて保健室にいるから、お昼届けてあげようと思って持ってきたの！」

  「さっきは知らないって言ったのに？」

  「ふえぇ？」

  　見事なまでに突とつ貫かん工事の墓ぼ穴けつを掘る。

  「それはその……あの、はははははは。お、おかしいねぇ」

  　不自然な空から笑わらいの裏側で、もはや湊みなとの全身は冷や汗の大だい洪こう水ずいだ。

  「おかしいのは湊さんですよ。でも、私も謝らないといけないです」

  「え？　なにが？」

  「実はさっき伊緒さんとすれ違いました。私、声かけたんですけど、気づいてもらえなくて。いえ、それはいいんです。なにより悲しかったのは、伊緒さんが泣いていたこと……」

  「ひっ！」

  　よりによって一番知られたくない人にばっちり目撃ドキュン。

  「まさかとは思いますけど。原因が湊さん……」

  　にたあぁぁあと、それまで能のう面めんのようだった鈴すずの表情に、地獄の底から召しよう還かんされた悪魔が乗り移ったような、ブラックな笑顔が浮かびあがる。

  「……なんてことはないですよね？」

  　いや、それは笑顔などと呼称できるシロモノではなかった。

  　ぷるぷると首を横に振るしかない湊。

  「私、嘘うそつく人は嫌いです。伊緒さんを泣かせる人は、もっと嫌いです」

  「ちょっと待って！　誤解誤解！　これにはワケが！」

  「言い訳ですか？　見苦しいですね。伊緒さんにかわって、鈴が鉄てつ槌ついをくだしてあげます」

  　鈴はマントを大げさに翻ひるがえすと、中から手のひら大の木で偶く人形を取りだした。

  　右手には太めの針が握にぎられている。

  　人形の身体部分は木とフェルト布でできていて、それぞれのパーツが細縄でつながれていた。

  「な……なにそれ」

  　ぷすっ。

  「いっってええええええ！」

  　鈴が人形の右手に針を刺すと同時に、湊の右手に激痛が走った。

  「あら。効果てきめんのようですね」

  　よく見ると、人形の顔には湊の顔写真――しかも、撮影者の恣し意いが垣かい間ま見える超だらしなくゆるんだ間抜けな笑顔――が貼りこまれていた。

  「ななななんなの、それ！」

  　ぷすっ。

  「いったいたいたい！　マジで痛いから！」

  「鈴すず特製のバカアホ間ま抜ぬけ面づら変態男お仕置き人形です」

  「いろんな意味でヒドい！」

  　ぷすっ。

  「ひぎぃぃぃ」

  　今度は（人形の）どたまに針を打ちこまれ、珍ちん妙みような悲鳴をあげて悶もん絶ぜつする湊みなと。

  　これこそが湊が鈴を恐れる理由だった。しかも鈴の復ふく讐しゆう手段は、年を追うごとに非科学的な力を増していくのだからタチが悪い。

  「な、なんでそんなの作っちゃうかなあ！」

  「……昨日占いをしていたところ、湊さんが伊い緒おさんに……ふ、ふふふふらちなことをすると出たんです。だから、こんなこともあろうかと。ふふ、徹夜した甲か斐いがありましたね」

  　と、美び形けいの地じ顔がおを台なしにする、恍こう惚こつの陰いん惨さん笑顔を浮かべる鈴。

  　小学生の時分は、まだおかしな色のクッキーを食べさせられ、それから一週間ほど原因不明の高熱と腹痛に悩まされるくらいだったのだが（あれも十分にひどい仕打ちだったけど）。

  　それでも湊は虚きよ勢せいを張って、

  「や、やめてくれよ。ぼくも男だ。女の子に手て荒あらな真似はしたくぎゃああ」

  　ぷすっと、湊が言い終わる前に躊ちゆう躇ちよなく針を突き立てる鈴。

  「手荒な真似？　妄もう言げんはせめて鈴の身長抜かしてからぬかしなさい」

  　湊の一番気にしている言葉と針攻撃で一〇〇倍返しにする鈴。

  「身長のこと言うなあああ！　こうなったらあ！」

  　湊は叫さけびながら眉み間けんに皺しわを寄せて意気込んだ。

  「な、なんですか……」

  　根拠のない意気込みに鈴が若じやつ干かんひるんだ瞬間に、

  「……あ」

  　だだだだだっと、逃げの一いつ手てを打った。

  「に、逃げるんですか！　卑ひ怯きようです。男らしくないですよ！」

  「知るもんか！　そんなの使うほうが卑怯じゃないか！」

  　結構な距離があいてから鈴のほうを振り返ると、人形に針を突き立てている。

  　だが、湊にはさっきのような激痛は走らなかった。

  「ちぃっ……」

  　女の子から発せられたものとは信じがたいような、鈴の大きな舌打ちがここまで聞こえる。

  　だが、どうやら呪のろいの効果には射しや程てい距離があったらしい。

  　助かった！　と判断した湊は、

  「へへーん。鬼さんこちらー。ここまでおいで！」

  　おしりぺんぺんでも始めかねない、まるっきりガキまるだしの言動を発はつ揮きしてしまう。

  　すぐ調子に乗るのは湊みなとの悪い癖くせである。

  　その行為はひどく鈴すずのカンにさわったらしく、

  「……これで手て心ごころを加える必要なくなりましたね」

  　にたあぁあとドス黒い笑顔を浮かべた鈴は、

  「……へ？」

  　どひゅんっと一瞬で湊に肉にく薄はくした。

  「うわぁぁぁあ！」

  　あまりの勢いに、湊もあわてて再び逃げを打つが――。

  　ぷすっ。

  「いってぇ！」

  　だだだだだ。ぷすっ！　ぷすっ！

  「ひぎぃ。や、やめて鈴！　謝る！　謝るから！」

  　走りながらも、人形に針が打たれるたびに、湊に激痛が走る。

  「死んで詫わびなさい！」

  　ぷすすすすすすす！

  「ぎゃあああああ」

  　墓ぼ穴けつ掘りの名人はすっかり忘れていたのだ。

  　鈴は不思議系のくせして、陸上部に熱心に勧誘されるほどの俊しゆん足そくを誇ほこるということを。

  　それからしばらく昼休みの校内に響き渡った珍ちん妙みような悲鳴は、のちに尾ひれがつきまくった形で、星せい条じよう高校七不思議のひとつに名を連つらねることになる。

  　だが、当の湊はそれを知る由よしも……ていうか、知りたくもなかった。
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  「ひ……ひどい目にあった」

  　湊が逃げ込んだのは、屋おく上じようだった。

  　肩で息をしながら、校務員の趣味で設もうけられた花壇を囲んでいる煉れん瓦がに腰を落とす。

  　花壇は土盛りされているだけで、まだなにも植えられていない。

  　花壇の土に大の字に寝ころび、澄みきった青空を見あげて、深呼吸した。

  　からめすぎた綿菓子みたいにモコモコした雲が、風でゆっくりと流れていく。

  　真昼なのに、蒼あお白じろい三日月がぽっかりと浮かんでいた。

  　湊は、かわいた土のにおいを吸い込んで、目を閉じた。

  　特別教室が集められた別べつ棟むねの屋上にある屋外プールから、男女入り交じった楽しげな声と、はじける水音が聞こえてくる。

  　本校舎のほうが階数が多いので、ここからはプールを一望できる。

  　午後、水泳の授業があるクラスが一足早くプールに出向いているようだ。

  「ふぅぅぅ。なにやってんだろ、ぼく。これじゃ伊い緒おも捜せないよ」

  　自分の理想と現状がちぐはぐ過ぎて、なんだか心がむずむずする。

  　でも、こんなふうに自然を感じて、その中に包まれていれば。

  　自分の寂しさとか、悩みとか。なんだかすべてが小さなものに感じられるから。

  　湊みなとは悩みがあるときには、地面に大の字になって空を見あげるのだ。

  　伊緒のこと。橙だいのこと。鈴すずのこと。そして……今はいない、あかりのこと。

  　昔みたいに、五人はいつも一緒にいるわけじゃない。

  　橙だって、鈴だって、あかりだって、それぞれに夢や目標や、好きなこと、やりたいことがあって。それぞれの道を歩みながら、それぞれの道にいる人に出会いながら、その人たちとの時間を過ごしている。

  　でも、今の自分にはまだ、明確な夢や、目標がない。

  　まだ、五人で一緒に過ごした時間以上に楽しいものに出会えていないのに、みんながそこから離れていって、まるで自分だけが置き去りになってしまったみたいで、ときどきどうしようもなく不安になる。

  　そんなことを考えながら、気持ちのよい陽光に包まれてうとうとし始めたとき。

  「みなちゃん？」

  　声をかけられ、ぱっと上半身を起こすと、季節外はずれの長なが袖そでの制服に、スカイブルーのじょうろを手にした伊緒がいた。

  「い、伊緒！　その、捜してたんだ。伊緒のこと！」

  　半分は鈴から逃げるためだったけど、半分は本当だ。

  「そうなんだ。でも見つからなくて、ここで寝てたの？　みなちゃんは」

  　伊緒はふうんと思わせぶりな相づちをうつと、手に持ったじょうろを煉れん瓦がの上において、湊の隣となりに腰掛けた。

  「う……うん。そんなところ、かな」

  「……もう、背中土だらけだよ。それに、だめだよ。ここにはもう、ちゃんと種を植えてあるんだから。つぶれちゃう」

  　伊緒は、ぱんぱんと湊の背中についた土をはたき落とす。

  「あ、ありがと」

  「……こういう子どもっぽいところ、いつまでたっても直らないね、みなちゃんは。昔っからいやなことあるたびに、でーんて地面に寝ね転ころんでたっけなぁ。家いえ永ながくんならそんなことしないよ、きっと」

  　伊い緒おはくすりと笑う。

  　気のせいかもしれないけれど、その表情はずいぶんと和やわらいでいて、湊みなとは安あん堵どした。

  「な、なんだよ～。どうせだいちゃんに比べたら俺はガキです～。ちぇ。伊緒もだいちゃんみたく、落ち着いた大人おとなっぽい男が好きなんだろ？」

  「すねないの。みなちゃんの、そういう子どもっぽいところがいいって言ってくれる人が、この世界のどこかにいるんだから。うん……いつか……みなちゃんにもきっと現れちゃうんだろうなぁ、そういう人が」

  　伊緒はそう言いながら、腕をちょっと伸ばして、物もの憂うげな顔で空を見あげた。

  　見あげた先には、真昼の月。

  「そんなこと言われても……そういうの全然想像できないよ」

  　ぽりぽりと頭をかく湊。

  「……あの月だってね、今私たちからは欠けてるように見えても、本当はそんなことないでしょ？　みなちゃんも、同じだよ。いいところも、悪いところも、同じ場所が、光ったり、影になったりするだけで。いいところも、悪いところも、引き離せないものなんだから」

  「そうなのかなぁ……ぼく、そういうのよくわかんないんだ。ほら、友達同士でもさ、あいつのああいうとこ嫌いなんだよなーとか言うことあるじゃん？　その人が好きだなーって思ったら、その人全部好きになっちゃうから、いやなとことか、よくわかんなくなる。たとえば鈴すずの黒魔術攻撃が苦にが手てでもさ、ぼくは鈴のこと絶対嫌いになったりしないわけだし。人だけじゃなくて、歌とか、ゲームとかでもそうだけど、ここはいいけど、ここはだめなんだよなーとか、なんか言えないんだ。はは、ただバカなだけかもしれないけど」

  「ううん……それがみなちゃんのいいところだよ。すっごく素直で、安心させてくれる。大切なものを、本当に丸ごと大事に思ってるって気持ちが、人にそのまま伝わるの。だから私は安心してみなちゃんの隣となりにいられるんだもん。鈴ちゃんだって、そんなみなちゃんだから、ちょっと過激になっちゃうんだと思うよ？　鈴ちゃん、よく言ってるもん。湊さんには、なんだか言わなくてもいいことまで言ってしまえるんです……って」

  「そうなの……鈴が」

  「素直すぎて、ちょっとデリカシーが足りないけどね」

  「……どうせぼくは、だいちゃんみたくデリカシーのかたまりじゃありませんよーだ」

  「ふふ、でも、家いえ永ながくんは素敵な人だけど、みなちゃんが急に家永くんみたいになるほうが変だもん。みなちゃんはみなちゃんのままで、いいんだよ」

  「伊緒……」

  　ふと伊緒が、すごく優しげな表情で自分を見ていたのに気づく。

  「それに……もし、他に誰もいなかったら、仕方ないから私が立候補してあげてもいいよ？」

  　そう微ほほ笑えんだ伊緒はやたらかわいらしくて、湊の胸は、不意にキュゥンと締しまった。

  （はっ……！　な、ないない！　違う！　今のナシ！）

  　湊みなとは唐とう突とつに浮かびあがった自分の感情を打ち消した。

  「な、なんだよそれ！　からかわないでよ！」

  「あれ、もしかしてみなちゃん、本気にしちゃったの？」

  「す、するわけないだろ！」

  　だって、相手は伊い緒おなのだ。伊緒は幼おさななじみでもあり、本当の家族みたいな存在で。

  　むずがゆい感情を押し殺すように「は、はい、お弁当！」と、持ってきた伊緒の手作り弁当を差しだした。

  　弁当を受け取った伊緒がフタを開けると、

  「あーあ、ぐっちゃぐちゃだね」

  　普段なら彩いろどりも美しく整然とよりわけられている弁当は、おかずとご飯がまぜこぜになっていて、ひどく見み栄ばえの悪い状態だった。

  「あ……ごめん」

  「ううん、私が投げちゃったからだもんね、うん」

  　と、伊緒はぺろっと舌をだした。

  　おそらくは、それが主因ではなく、湊が必死に逃げるときに振り回したからなのだが。

  「ほら、もう食べちゃお？　時間あんまり残ってないし」

  「え？　あ、うん」

  　促うながされるままに、湊も自分の弁当箱を開ける。やっぱりぐちゃぐちゃだ。

  　中身は豚ぶたのショウガ焼きに、韓国風ナムルに、ひじきのおひたし。それぞれの汁と具がご飯に混ざり、カオスな混ぜご飯みたくなっている。

  「唐から揚あげとかだし巻きとか、崩くずれないものにすればよかったなぁ」

  　シュンとする伊緒をよそに、湊はかかかっと弁当をかっこむ。

  「ん、だいじょぶ。……これはこれでおいひい！　さっすが伊緒の料理！」

  　湊は心からそう言って、にかっと笑みを浮かべた。

  　すると、なぜだか伊緒は顔を真っ赤にして、そっぽをむいてしまう。

  （あ、あら？……なんかまた失敗した？）

  　なぜか伊緒は黙りこくってしまった。

  　そして、ぷるっと身体からだを震ふるわせると「こほっ、けほっ」と何度か咳せきをする。

  　今は初夏。すこし蒸むし暑いくらいの気温だ。

  　だが、伊緒にとっては、夏でさえも寒いのである。

  　元来病弱なうえ、体温調節がうまくできない体質。最近では、それがひどくなっているようで、こうして季節を問わず長なが袖そでの服を着こんでいるのだ。

  「はい、これ着ていいよ」

  　湊みなとはシャツを脱いでＴシャツ一枚になり、伊い緒おに着せる。

  　薄手なので、気休め程度ではあったが。

  「あ……ありがと。へへ、なんかちょっと汗くさいけど」

  　伊緒は妙にうれしそうに言って、羽は織おった湊のシャツの裾すそをきゅっと握にぎる。

  「あ、ご、ごめん！　さっき走りまくったから」

  「みなちゃんこそ、さっきぶつけちゃったところ大丈夫？　こぶになってない？」

  　伊緒は心配そうに、湊の額にそっと手を当てた。

  「へっ!?」

  　湊は思わず、身体からだを硬こう直ちよくさせてしまう。

  「だ、だだだだ大丈夫だよ！　全然！　ほら、ほら」

  　その手をわざとらしく振り払うようにして、湊はまたすっくと立ちあがる。そして、くるくると腕を回したり屈くつ伸しんしたりして、元気だということを大げさにアピールした。

  「……そ、そう？　み、みなちゃん……ほんとに大丈夫？」

  　伊緒が湊の珍ちん妙みような行動に、訝いぶかしげな表情を浮かべたとき。

  「いけいけー！」「これ勝負になんのかよ！」「がんばれ～～！」

  　屋おく上じようから一望できる場所にあるプールから、ひときわ大きな歓かん声せいが巻きおこった。

  「……なんだろ？」

  　伊緒と湊は顔を見合わせて、屋上の端はしの金かな網あみのところまで歩み寄る。

  　編あみ目からプールを見下ろすと、なにやら勝負の真っ最中のようだった。

  　プールサイドをギャラリーが取り囲んで、やんやと騒ぎ立てている。

  　男子と女子の自由形一いつ騎き打ち。

  「あ、あれ。白しら根ねくんじゃないかな。うちの水泳部のエース」

  　伊緒がぽつりと言った。

  　たしかにそうだ。あのひときわ目立つ蛍けい光こう色しよくの競泳水着に、水泳キャップからはみ出してなびくロン毛。水泳の授業でも、学校指定の水着を「だせぇから」の一言で使わない。

  　ただ、水泳の記録は先輩たちを軽く越えて、入学以来トップを維い持じしている。

  　スポーツマンで顔もいいので結構なモテ男らしく、いつもギャル系の女子を何人も引き連れていて、それを湊も見かけたことがある。

  　湊に直接の面めん識しきはないが、ひどくプライドが高い男として有名で、聞いたところによると、同じく女子に人気のある橙だいにも妙なライバル心を抱いているらしい。

  「それじゃ勝負になんないじゃん。だって、相手は女子でしょ？」

  　現に、今も身体ひとつ分くらいリードしている。白根が一足先に二五メートルの折り返し地点で、綺き麗れいにターンした。このままでは差が広がっていくばかりだろう。

  「ほらぁ。勝負にならないって」

  「うーん、でもなんだか……そうでもないみたい」

  「え？」

  　言われてもう一度目を落とすと、たしかにターンした瞬間、一気に白しら根ねとの距離が縮ちぢまった気がする。

  　女子のほうは、さらにぐんぐんとスピードをあげた。

  　あっという間に追い上げ、追い抜き、五〇メートルのタッチラインに届く直前には、もう身体からだひとつ分抜き返していた。

  　そして、あまりにも美しいターン。白根のターンも十分に早いが、比較してみるとその差は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。勝負は一〇〇メートルで行おこなわれているらしい。その女子は、ボルテージの上がるプールサイドの声援に応こたえるように、さらに加速していく。

  「い、伊い緒お……あれって」

  　湊みなとは白根の競争相手になっている女子に、いつのまにか釘くぎづけになっていた。

  　白根さえよせつけない、圧倒的な速さ。

  　伸びのあるストローク。水そのものを味方につけるような流りゆう麗れいなフォーム。

  　それは、あまりにも……忘れがたい、見覚えのあるフォームだったから。

  「うん……」

  　伊緒もきっと同じことを感じたのだろう。固かた唾ずをのんで、その光景を見守っている。

  　その間にも、二人の差はぐんぐんと広がり……結果、勝負は白根に同情したくなるくらい大差をもって女の子の勝利に終わった。

  　女子がすでにゴールし、プールサイドに身を乗りださせたときには、白根はようやく七五メートルのタッチラインを折り返したところだった。

  　彼女は息ひとつ乱さず、白根がゴールするのを待っているらしい。

  　湊は視力二・○の両目をこらしてみるが、この遠目からでは、顔の雰囲気まではさすがにわからない。さらに、ゴーグルとキャップをつけたままだったから、なおさらだ。

  　白根がようやくゴールしたときには、ぜいぜいと身体からだ全身で息を吸い込んでいた。どれだけ必死だったのかが伝わってくる。

  　ギャラリーがわーっと沸いて、盛大な拍手が屋おく上じようまで聞こえた。

  　勝負に勝った女の子は、そのまま授業には参加しないのか。特に感かん慨がいもなさげに、歓かん声せいどよめく中、更こう衣い室しつの方向に一人で歩いていった。

  「みなちゃん……あ、あの女の子！　ねえ！　きっとそうだよ！」

  　呆ぼう然ぜんと見つめる湊の肩を、伊緒が揺らした。

  「でも、違うよ……アイツなわけない。だって、アイツがこんなところで」

  　今すぐにでも走り出しそうな自分がいた。

  　でも、心のどこかにひっかかって躊ちゆう躇ちよする。

  　本当にあの女の子が、仮にアイツなのだとして。

  　いったいどんな顔をして。どんな言葉をかければいいのだろうか。

  　アイツのいない二年間にためこんだ、整理のつかないいろいろな気持ちが、一気に頭の中にひっくり返されて、散らばった。

  「みなちゃん！」

  　伊い緒おの声に、はっとする。

  「……ぼくが行ってみるから、伊緒は教室戻ってて！」

  「あ、み、みなちゃん！」
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  　結果から言うと、その女の子には会えなかった。

  　プールサイドにたどり着いた瞬間、無情にも授業開始の予よ鈴れいがなってしまったのだ。

  　水泳の授業を受け持つ強こわ面もての体育教師が、クラスが違うはずの湊みなとを見つけ、さっさと教室に戻れ！　と追い返されてしまった。

  　教室に戻ると五時限目の英語の授業はすでに始まっていた。授業に遅刻したうえに、英語の宿題を忘れてきた罰ばつとして、湊は廊下に立たされてしまった。

  （さっきの女の子……やっぱアイツなのかなぁ）

  　湊は、掲示物の貼ってある教室の壁に寄りかかりながら、廊下の反対側にある窓から見える空をぼーっと眺ながめて、そんなことを思う。

  　今は授業中なので、当然廊下に人ひと気けはない。

  　時折、遠くの教室から笑い声が響いたり、先生の大きな声が聞こえたりするだけだ。

  （あんな速く泳げるの……アイツ以外いないもんなぁ）

  　彼女が中学最後の全国大会で優勝した瞬間。

  　もちろんその場には、湊、橙だい、伊緒、鈴すずも応援にかけつけていて。

  　ぐんぐんとほかの選手たちを追い抜いていく姿を目まの当たりにして、声が嗄かれるまで、いや嗄れても大声を出し続けた。あのときの感覚は今でも鮮せん明めいに思い起こせる。

  　鮮明だけれど、それはしばらくぶりに思いだしたものでもあった。

  　瑠る璃り島じまあかり。

  　男おとこ勝まさりな性格。バカがつくほどの健康優良児。類たぐい希まれなる運動神経を誇ほこる。

  　特に水泳は全国大会を制せい覇はするほどで、将来を嘱しよく望ぼうされていた。

  　同じ七月七日生まれの幼おさななじみで、自慢の友達。

  　なのに、二年前の中学最後の夏休み。

  　子どもの頃から一緒に育った仲間になにも言わず、彼女は忽こつ然ぜんと町から姿を消してしまった。

  　その話を聞いても、彼女の家がもぬけの殻からになったのを実際に見るまで信じられなかった。

  　あかりはケータイを持っていなかったので、連絡のとりようもなかった。

  　彼女が遠い首都圏にある中高一貫の水泳強きよう豪ごう校こうに進学したと知ったのは、ずいぶん時間がたってからのことだった。それも本人から連絡があったわけではなく、雑誌にとりあげられているのを見たからだ。今では、あかりはずいぶんと有名人になっていて、オリンピックの候補選手にまでのぼりつめている。雑誌や新聞でも定期的に取りあげられたりするくらいで。

  　そういうのを見るたびに、うれしいような、誇らしいような。でも、遠い存在になってしまった寂しさも一緒くたに絡からみあって、なんとも言えない気分になる。

  　目の前から急にいなくなったことを、あれこれ責めたいわけではない。

  　ただ、あれはとても、とてつもなく寂しい出来事だったことは間違いなくて。

  　二年前の〝晴れ七夕たなばた〟に、一緒にエイエンの仲間だと約束をしたばかりだったのに。

  　そんな関係だと信じていたものが、あの日を境さかいにして唐とう突とつに崩くずれてしまったから。

  　もし、あの女の子があかりなのだしたら。

  　なぜ今になって、戻ってきたのだろうか。

  （もう……ワケわかんない）

  　小こ難むずかしいことを考えるのは、湊みなとにとってあまり得意なことではなかった。

  　くしゃくしゃと頭をかきむしりながら、

  「あ～～、もうこういうのヤなんだよなぁ！」

  　思わず声に出してしまう。

  　すると、すぐさま教室のドアが開いた。

  「なにがいやなんだ！　遅刻して宿題まで忘れてくるお前が悪いんだろうが！」

  　湊を廊下に立たせた英語教師が、にゅっと顔を出して叫さけぶ。

  「ご、ごめんなさあい！」

  　教室がドッと沸わきあがったとき、

  （……あっ！）

  　教室のドアからにょきっと飛びでた英語教師の向こう。

  　二年生の教室とは同じ階にある職員室のドアから、一人の女の子が、お辞儀をしながら出てきた。それが目に飛び込んできたのだ。

  　女の子は、すぐにこちらに背を向け、逆方向に歩いていく。

  　その方向に教室はなく、思い当たる行き先といえば下駄箱のある昇降口しかない。

  　顔はここからではほとんど見えなかった。

  　そもそもさっきプールから見たときも、水泳キャップにゴーグルをしていたし、距離も遠かったので、あの女の子がプールにいた子と同一人物なのかはわからない。

  　でも、すくなくとも、あの髪型をした同級生の女子を湊は知らない。

  　なにひとつ根拠はなくても、湊みなとの直感がそれを肯こう定ていする。

  （直接たしかめよう！　違うなら違うでいいし！）

  　湊は彼女を追いかけてみることにした。
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  　湊がようやく女の子に追いついたのは、校門のところだった。

  「あ、あかり！」

  　彼女がまさに校舎を出ようという間ま際ぎわに、湊は力任せに叫さけんだ。

  　まだなんの確証もないのに、名前を呼んでみる。

  　違ったら恥ずかしいけど、そうしたら謝ればいい。

  　その呼びかけはちゃんと耳に届いたらしく、女の子はぴたっと歩みをとめた。

  「…………」

  　でも、こちらを振り返ってはくれない。

  　そのままの姿勢で、とまっていた。

  　髪は左右でくるんと結ゆいあげている。動くときに邪魔にならなそうで、それでいて結構おしゃれに気をつかっている感じもある。

  　中学までのあかりは、本物の男子みたいなボーイッシュ全開のショートカットだったから、もし彼女があかりなら、ずいぶん雰囲気が違うことはたしかだったが。

  「……その」

  　彼女がもし湊の知らない人だったら、きっとこんな反応はしないと確信する。

  「……あかり、だよね？」

  　女の子は、湊の問いに応こたえず、脱だつ兎とのごとく走りだした。

  「…………あ、ま、待って！」

  　校舎を出て、校門から連つらなる砂じや利りっぽい坂道を駆けてゆく。

  　授業時間内に校舎外にでるのは校則違反だ。見つかったら大目玉。

  　でも、今はそんなことを気にしていられない。湊も走って追いかける。

  「あかりなんだろ！　なんで逃げるんだよ！　と～ま～れ～～！」

  　だが、全然とまってくれない。

  　湊の呼びかけに一いつ切さい応えないまま、女の子は走り続ける。

  　あかりはたしかに運動神経抜群だったが、短距離走なら、さすがに男子たる湊のほうが速いはずだ。はずなのだが……。

  　五〇メートル。一〇〇メートル。さらに走っても、一向に追いつけそうにない。

  　坂道をくだりきって、両りよう脇わきを田んぼに囲まれた二車線の狭せまい道にでる。

  　縮ちぢまった差はわずかだ。

  （さ、さすがオリンピック候補ってこと!?）

  　そうだ。こっちはバリバリの帰宅部。翻ひるがえって、彼女があかりなのだとしたら、水泳強きよう豪ごう校こうでならし、オリンピックの強化選手にまで選ばれているバリバリ体育会系アスリートなのだ。

  　それでも、ここで足をとめるわけにはいかない。

  （くそう……帰宅部の意地、見せてやるっ！）

  　湊みなとはそう決意すると、

  「あかり！　スカートめくれてパンツ見えてる！」

  　と、手でメガホンをつくり、大声で叫さけんだ。

  「え！　う、嘘うそ!?」

  　思わずスカートを後うしろ手で押さえたことで、あかりのスピードは急減速。

  （やりぃ！　作戦成功！）

  　なんとも情なさけない帰宅部の意地ではあったが、効果はたしかだった。

  　そして、残り少ない体力（＋帰宅部の意地）を振り絞しぼって加速。

  　それに気づいた女の子は再び走りだそうとするが、時すでに遅し。

  　むんずと、あかりの腕を掴つかむことに成功した湊。

  「つ、つかまえ――って、うわ！」

  　走りだしのタイミングで腕を掴まれ、バランスを崩くずしたあかりは足がもつれる。

  「きゃぁっ!?」

  　その勢いで前のめりに倒れそうになる二人。湊は彼女を咄とつ嗟さにかばい、くるんと自分の身体からだを滑すべり込ませて、自分が下敷きになるような格かつ好こうで一緒に倒れこんだ。

  　ゴッと嫌いやな音がする。

  　二人分の体重が加わった勢いで、後こう頭とう部ぶを地面にしこたまぶつけたのだ。

  　その瞬間、意識が飛んでいた。

  

  「……と！　湊っ！　ちょっとしっかりしなさいよ！」

  　湊が目を開けると、目の前に薄ぼやけた顔があった。

  「ぅぅん……い、てて」

  　視界は、加速度的に鮮せん明めいさを増していく。

  「あかり……？」

  　湊はそこでようやく瑠る璃り島じまあかりの顔を正面からはっきり捉とらえることができた。

  　あかりはひどく深刻な表情を浮かべている。

  　目はわずかに潤うるみ、顔も紅こう潮ちようしている。あれだけ走ったからだろうか。

  「……やっぱ、あかりじゃん。全然とまってくれないんだもん。ひどいよ」

  「な、なによ……」

  「はは……その……おかえり」

  　湊みなとは力なく笑いながら、そう言った。

  　それは用意した言葉ではなかった。

  　ただ、痛みでぼんやりした頭が自動的に発した言葉が、それだったのだ。

  「……い、いいから、はやく離して」

  　あかりは、かあぁっと、いっそう顔を朱しゆ色いろに染めあげた。

  「……て、うわっ。ご、ごめん！」

  　そういえば、妙にあかりの顔が近かったのに湊は気がついた。

  　倒れたとき無意識にではあったが、湊はあかりの身体からだをぎゅうと抱きとめていたのだ。

  　湊は、ぱっと腕の力をゆるめる。

  　あかりは、はじかれるように立ちあがり、湊と身体を離した。

  　湊は身を起こしながら、ぱんぱんと足についた小さな砂じや利りを払い、あかりを見る。

  　田んぼに両りよう脇わきを挟はさまれた、人ひと気けのない道の真ん中で、二人はしばらく無言のままだった。

  　いざ口を開こうとしても、なかなか次の言葉が出てこなかったのだ。

  （あかり……やっぱなんか雰囲気変わったなぁ）

  　右手を左肘ひじに添えるようにして、目をふせているあかり。

  　相変わらず健康優良児そうな印象は残っているが、街でなにも知らずにすれ違ったら素通りしてしまいそうなほど、女の子らしくなっていたのだ。

  　髪型もそうだけど、体型もそうだ。

  　さっき不意に押しつけられた胸のふくらみも、湊の印象を変えるには十分だった。

  　ケンカしてチビ！　と言われたら、ぺったんこ！　なんて決まり文句のように言い返していたが、もうそれは使えなさそうだ。

  「な、なんなのよ。おかえり……って。ほかに言うことあるんじゃないの」

  　あかりがそう言って、下した唇くちびるを噛かみしめた。

  「えっと……その制服さ……これから、ウチの高校通うってことだよね」

  「……そうよ。わ、悪い？」

  　やや逡しゆん巡じゆんするように間を置いてから、あかりは答えた。

  「やっぱりそっか……そっかぁ。へへ、じゃあこれで、また五人で一緒に遊べるんだね！」

  　湊はへへへと無邪気丸出しの子どもっぽい笑顔を浮かべる。

  「そ、そういう問題じゃない！　あ、アンタ、相変わらず心底お気楽おっぺけぺーね！」

  　あかりは地じ団だん駄だを踏みならさんばかりの勢いで、じたばたしながら叫さけんだ。

  「おっぺけ……ぺ？　久しぶりに聞いたよ、その単語……前の高校で流は行やってたの？」

  「う、うるさいうるさい！　そんなわけないでしょ！　そうじゃなくって……なんで、そんなにお気楽に私に笑いかけられるのよ！　ふつう、まず聞かない？　気にならない？　怒おこらない!?　なんで戻ってきたんだとか、それ以前に、なんで何も言わずにいなくなったんだとか」

  　見た目の印象こそ変わっていたが、その口く調ちようはたしかに昔のままのあかりだった。

  　湊みなとはそのことにすこしほっとした。

  「うん。気になるよ。すっげー気になる」

  　あっけらかんと言う。

  「ほ……ほらやっぱりね。無理して笑顔なんて作らなくていいのよ。私をなじればいいじゃない！　私は……あんたが大切にしてた約束を破やぶったんだから！」

  　あかりは、怒ど気きをはらんだ声で叫さけぶが、湊はぽりぽりと頭をかいてから、

  「……ごめん。ぼく今、そういうのすっげーどうでもいいや」

  　ただ一言、真顔でそう言った。

  「…………はぁ？」

  「単純にさ、ぼく的にはあかりが戻ってきてくれて、すっげぇうれしいんだ。はは、これって自分勝手だよね、ごめん」

  「…………」

  「あかり、水泳のオリンピック候補に選ばれてたんでしょ？　……それは」

  「……強化選手の件は、辞退したの。水泳が嫌いになったわけじゃないけど、期待は重いし、変な逆さか恨うらみも買うし。要するにドロップアウトよ。でも、そうしたら、前の学校にはいられない。それでおめおめと戻ってきたわけ。軽けい蔑べつしたいならしなさい」

  　あかりは、いっそう目を伏せて、

  「結局…………面倒になったのよ。なんかいろいろ。リセットしたくなったの」

  　ぽつっと、投げやりげにつぶやいた。

  「でも、勘かん違ちがいしないで。私はあんたたちに、昔の友達に癒いやしてもらおうなんて思ってるわけじゃない。今いま更さら、昔みたいにみんなの輪に戻れるとも思ってない。昔なじみだからって、無理して私なんかにつきあわなくたっていいの。むしろ邪魔よ」

  　あかりは突き放すように、そう告げた。

  　でも、それは嘘うそなんじゃないかと、湊は思う。

  　寂しげに陰かげるあかりの目が、そうつぶさに訴うつたえているように感じたのだ。

  「それでもさ、今あかりがこうして目の前にいて、戻ってきてくれた。ぼくは、それがなによりうれしいんだよ。また昔みたいにみんなで楽しく過ごせるって思えた！」

  　湊は子どもっぽく、にかっと迷いのない笑顔を浮かべる。

  「…………あんた、私の言ってること聞いてた？」

  「聞いてたよ。これはぼくが思ってるだけ」

  「…………」

  「だからさ。あかり、戻ってきてくれて……ありがと」

  　とたんに子どもっぽかった湊みなとの笑顔が、妙に大人おとなびた優しい微ほほ笑えみに変わる。

  「……なによ、それ。カ、カッコつけないでよ！」

  　ぼんっと頭から湯ゆ気げが出そうになるほどに、一気にあかりの顔がん面めんが朱しゆに染まった。

  「かっこつけてなんかいないんだけど……」

  「つけてるわよ！　ばかっ！」

  　そんなに怒おこらせることを言っただろうか、と湊は困こん惑わくする。

  　あかりは顔を隠かくすようにして、慌あわててまた湊に背を向けてしまった。

  「失敗したわ……まさか、いきなりあんたに見つかるなんて。てゆーか、なんで私がいるのわかったのよ！」

  「あかり、プールで男子と勝負してたでしょ？　だから、もしかして……って思ってさ」

  「み、見られてたの……」

  「なんで勝負なんてしてたのさ。あれ、知り合い？」

  「私は知らないわよ。先生に許可もらって、休み時間ならってことで泳いでたら、いきなりあのバカロン毛が近寄ってきて、私のこと知ってたらしくて、挑ちよう発はつしてきたのよ！　最初は相手にしてなかったんだけど、いつのまにかギャラリーまであおってきて、ひっこみつかなくって……バッカみたい。思いだしたらまた腹立ってきた。ウッザ」

  　あかりはあからさまな悪あく態たいをつき、気分悪いからこの話やめやめと、首を左右に振って打ち切った。

  「……ぷっ」

  　湊はそんなあかりを見て、思わず吹きだしてしまう。

  「な、なにがおかしいのよ！」

  　あかりはそこで、もう一度湊に向き直った。

  「だってさ、あかり、やっぱなーんも変わってないなって。安心しちゃった」

  　にかっと白い歯を見せて、あかりに笑顔を向ける。

  「……たかが二年でそう変わらないわよ、ばか」

  「でもさぁ、ほらあかりが有名になって、高たか飛び車しやなやつとかになってたらどうしようって……あ、でも高飛車なのは元々か」

  「あ、あんたケンカ売ってんの!?」

  　湊はごめんごめんと悪わる気ぎなさげに、にへらと笑った。

  「とにかく！　あんたは学校戻りなさいよ。今日は手続きをしにきただけで、正式に転入するの、明日からなんだから。私はまだ引っ越しの荷物整理とか残ってるのよ」

  「あ、なんだったら、放課後手伝いに行くよ！　男手、必要でしょ！　お母さんたしか身体からだ弱かったもんね？」

  「いいわよ！　それに、お母さん、もう死んじゃったのよ……。向こうの水泳部で監督してたのが、お父さんなの。お父さんも、一緒に戻ってきてるから」

  「……え？　あ、そう……だったの。ごめん……ぼく、知らなくて」

  　あかりのお母さんは、あかりとは正反対におしとやかで、入退院を繰り返していた病弱な人だった。でも、亡くなったなんていう話は初めて聞いた。父親は小さいころに離婚して町を出ていたはずで、湊みなとも会った記憶がない。

  「いいわよ、言ってなかったの私だし。そ、それに、あ、あんたに私の荷物なんか触さわらせてやるもんですか！　湊のおっぺけぺーがうつる未知の菌きんでも混入したらどうすんのよ！」

  　暗くなりそうな雰囲気を打ち消してくれたのは、あかりのほうだった。

  「な、なんだよそれ!?　ぼく、ばいきんかよ！」

  「ふん。明日からイヤになるくらい、顔会わせることになるんだから、べつにいいじゃない」

  「そっか。そだよね……あ、ちなみにさ、クラスって決まってる？」

  「……三組」

  「ぼくと伊い緒おと同じじゃん！　すっげえ！　これ、夢じゃないよね？」

  　ぐいっと自分の頬ほおを自分でつねる湊。はは、いてぇ。やっぱ夢じゃないね！　と、両手を広げて喜びを全身で表現しようとするが……。

  「大丈夫だよね……ほんと、だよね？」

  　普段人一倍明るく、悩なやみなんてなさそうに振る舞うくせに。

  　本当は人一倍寂しがりやの湊が、時折覗のぞかせる表情。

  「ほ、ほんとよ」

  「もう、どこにも行かない？」

  　帰ってこない親を待つ、子どもみたいな顔で。

  　湊はたしかめるように、そう聞いた。

  「……行かないわよ、バカ」

  　すると湊は、すっとあかりの手をとり、自分の小指を絡からめる。

  「なっ、なにすんのよ!?」

  「へへ。約束！　これから……また、よろしくね！」

  　ぶんぶんっと、小指を絡めたまま縦たてに二、三度大きく振った。

  

  　湊と別れて一人帰き路ろについたあかりは、

  「変わってない……？　そんなわけ、ないじゃない」

  　小指に残った湊の手の感かん触しよくを思い起こしながら、そうつぶやいた。

  　ああいうことを無邪気にしてしまうところなど、本当に湊みなとは昔のままだった。

  　あかりは遮さえぎるものがない、だだっ広い空を見あげる。

  　懐なつかしい空気を、思い切り吸い込んだ。

  　生まれ育った街に戻ることに決めたけれど。

  　本当はすごくすごく怖こわかった。

  　今までの自分を、大切なものを、二年前、自分から捨ててしまったから。

  　そのまま受けいれてくれるなんて、ありえないことだ。

  　なにひとつ期待しちゃいけない、と自分に言い聞かせて。

  　それでも、行き場のない気持ちを抱かかえることになったとき。

  　真っ先に頭に浮かんだのは、ああやって笑いかけてくれる湊の顔。

  　だから、もう後こう悔かいしたくない――ただ、強く、そう思ったのだ。

  　たとえそれが、どれだけ卑ひ怯きようなことだとしても。

  「……もうちょっと成長してなさいよ。変わってなさすぎよ」

  　あかりは、あえて湊を試すようなことを口にした。

  　だけど実際に、本当に記憶そのままの湊で、受けいれてくれた。

  「……ちょとは、大人っぽくなったかな……背も伸びてて……」

  　さっき湊が見せた微ほほ笑えみを、ぶんぶんっと首を振って頭の中から打ち消す。

  「でも、ホント、バカよ……。ガキのまま」

  　湊の言葉が、あかりの気持ちにビターなチョコレートを塗ぬりたくっていた。

  　ほろ苦にがさが心の器うつわを満たして、胸焼けを起こしそうなほどに。

  「どこにも行かない、なんて……言わせないでよ」

  　すうっと、いつのまにか頬ほおから流れ落ちた涙は、苦しさからなのか、うれしさからなのか。

  　あかり自身にも、よくわからなかった。
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  第二夜　流星群と、ぼくらの関係

  

  「き、緊張したぁ。改まった自己紹介って、なんか苦にが手てなのよね……」

  　転入生の紹介を兼かねた朝礼が終わって自席に戻ったあかりは机でうなだれる。

  「そんなことないよ。ばっちり猫かぶれてた！」

  　親指をたててグーサインを送ったのは湊みなとだ。あかりの自己紹介は妙に殊しゆ勝しような感じで、男おとこ勝まさりな性格を知っている湊にはなんだかおかしかったのだ。

  「……あんた、ケンカ売ってんの？　猫かぶってんじゃなくて、緊張してただけよ！」

  「でもさぁ、なんかおかしくって――って、うわっ!?」

  　湊は横からすごい力でドンッとはじき飛ばされた。

  「ねえねえ！　瑠る璃り島じまさんって昔こっちにいたってホント!?」

  「ねえねえ！　水泳で有名な選手なんでしょ!?　島しま北きた選手にあったこととかあるっ!?」

  「ねえねえ！　それなのに、なんで戻ってきたの!?」

  　湊をはじきとばしたのは、クラスの女子たちだった。

  　複数人であかりの机をやいのやいのと取り囲み、ねえねえ質問波は状じよう攻撃を浴びせかける。

  　さすがのあかりも、怒ど濤とうの攻勢にタジタジといった具合だ。

  　転入生が珍しいということもあるが、元々有名人ということも手伝って、教室の外にも、ほかのクラスからの見物客がやってきていた。

  「ありゃ……これじゃ、しばらく話しかけるの無理そうだなあ」

  　しばらく待ってみたが、どうやら湊の入り込む余地はなさそうだった。

  　湊はぽりぽり頭をかき、あかりに話しかけるのを諦あきらめ、自分の席に戻る。

  「ふふ、あかりちゃん、さっそく大人気だね」

  「あ、伊い緒お」

  「ほかのクラスでも噂うわさになってるみたい。美少女転校生がきたぞ！　って」

  「び、美少女～～!?　うへっ、あかりにそれほど似合わない言葉もないよね」

  「そんなことないよ。あかりちゃん、すっごくかわいくなってるもん。昨日は遠目だったからわからなかったけど、私びっくりしちゃった」

  　伊緒は真顔でそんなことを言う。

  「まあ……たしかに、雰囲気は変わったよなぁ」

  　ショートカットのイメージが抜けきれない湊には、いまだに違和感さえある。

  「でもよかった。あかりちゃんが元気そうで、うん」

  「だね。これで五人でまた一緒に遊べるかなぁ。最近は、だいちゃんと鈴すずとはあんまり遊んでなかったけどさ。せっかくみんなそろったんだから、また昔みたいに戻りたいんだ」

  「うん……そう、だね」

  　伊緒は、にこりと笑った。

  　そこに、

  「瑠る璃り島じまあかり！」

  　教室のドアを開け、いきなり大声でそう叫さけんだ男子が現れ、衆しゆう目もくの視線を集めた。

  （あ。……昨日の人だ）

  　水泳部の白しら根ねだった。昨日プールであかりに惨ざん敗ぱいした水泳部のエース。

  　ギャル系の女の子数人を引き連れている。

  　クラスの女子たちも、いい男の登場に目を輝かがやかせていろめきたつ。

  　まさか昨日恥をかかされたことを根ねに持って、お礼参りでもしにきたのだろうか。

  　湊みなとはいつでもとめに入れるように中ちゆう腰ごしの体たい勢せいをとる。

  「昨日の勝負では油ゆ断だんした！　あれは俺の本来の実力ではない！」

  「ウッザ。いきなりなによ、バカロン毛！」

  　あかりのカウンターパンチが入った。白根の取り巻きの女子たちは、今にもあかりに噛かみつかんばかりに「なにこいつー」「マジありえないんだけどー」などと冷たい声を投げかける。

  「ば……ばかろんげ……だと？」

  　わなわなと身体からだを震ふるわせるバカロン毛白根。プライドがいたく傷ついたご様子だ。

  　白根はさっと右手を振りあげた。

  （や、やばい！）

  　湊は白根をとめるために駆け寄ろうとするが、

  「瑠璃島あかり！　お前に再戦を申しこむ！」

  　白根は、びしぃっ！　とあかりを指さしただけだった。

  　飛びかかろうとしていた湊は、ずさぁぁぁと盛大にずっこけた。

  「来週ちょうど校内の水泳大会がある。舞台としては不足だが、仕方ないな」

  「ちょ、ちょっと！　いきなりなに言ってんだよ、お前！」

  　割って入ったのは、ずっこけから立ちあがった湊だ。

  「なんだ、お前は？」

  「やめろよ！　あかりが迷めい惑わくしてるだろ！」

  「迷惑だと……ふっ、そんなことはありえんな。おい、瑠璃島なんなのだ、このチビは。まさか、彼氏とか言いだすわけではないだろうな？」

  　さらっとナルシスト全開の流し目で髪をかきあげる白根。

  「お……幼おさななじみよ」

  「ふん、なるほどな。いわゆる今となっては形けい骸がい化かした腐くされ縁というやつか。それだけでチビがいっぱしのナイトを気取るつもりか。迷惑なのは、お前のほうではないのか？」

  「く、腐れ縁なんかじゃない！　あかりは大切な仲間だ！　ていうか、チビとかいうな！」

  　湊は頭に来て、身長はゆうに一八〇を越える白根の胸むなぐらに掴つかみかかる。

  　取り巻きのギャル系女子たちが「やめろよ、チビー」「わきまえろっつの！」などと、湊に口こう撃げきの矛ほこ先さきを向けた。

  「ふん……どうも見覚えがあると思ったが、お前、あの家いえ永ながの幼おさななじみではなかったか？」

  「だ、だいちゃんがどうしたんだよ！」

  「やはりそうか……好こう都つ合ごうだ。では、こうしよう。お前と家永と瑠る璃り島じま。三人で俺を含めた水泳部とで勝負をしないか？　当然……逃げたりしないよな？」

  　そういえば、白しら根ねは橙だいにもライバル心を持っていたのを思い出す。

  　いくらあかりがいるとはいえ、水泳部と勝負だなんて無む謀ぼうだということくらい、湊みなとにもわかる。それでも、ここまで挑ちよう発はつされては湊も引くに引けない。

  「い、いいよ！　お前なんかに絶対に負けないからな、ぼくたちは！」

  「ちょ、ちょっと湊！」

  「いい度ど胸きようだ。もし俺たちが勝ったら……瑠璃島はもらうからな！」

  　シーン。あまりに唐とう突とつで不ぶ躾しつけな申し出に教室が静まりかえった。

  「……はぁ？　ちょ、ちょっと。もらうって……」

  「瑠璃島は俺と交際する、ということだ！　俺にはお前のような強い女がふさわしいからな。お前にとっても、こんなチビよりは俺のほうがいいだろう？」

  　きらきらっ！　と、花でも周囲に飾られそうな顔で、ウィンクをなげかける白根。

  「…………」

  　あかりは、どうやら開いた口がふさがらないみたいだった。

  　それは、白根の取り巻きのギャル系女子たちも同じだったようで、「どういうこと？　今の」「わかんないけど、とりあえずマジありえなーい」などと言いあっている。

  　白根は唐突にデジカメを懐ふところからとりだし、胸むなぐらを掴つかんでいる湊にパシャっとフラッシュを一いつ閃せんした。その拍子に手を離してしまう。

  　さらに、あかりにもレンズを向けてパシャリ。

  「ふははは、では当日を楽しみにしているぞ！」

  　呆ぼう然ぜんとする周囲をよそに、白根は誇ほこらしげに高笑いしながら教室を出て行った。

  



  
    ★
  


  

  「……この学校、あんなヤツばっかりじゃないでしょうね」

  　至し極ごく不機嫌そうに弁当をつつき始めるあかり。

  「すごかったね、白根くん。直球で……しかも、思いこみ激しいよね、うん」

  　伊い緒おと湊は、昼休みになって、あかりの席に自分の机をよせて昼食をともにしていた。

  「あの手のタイプには情じよう緒ちよってものがないのよ、デリカシーゼロ。あんたと同類」

  　箸はしをぴっと湊に向ける。

  「……ど、同類？　ひどい！」

  「あんな安っぽい挑ちよう発はつに乗っちゃってさ。十分同類よ」

  「でもさ、腐くされ縁なんて言われたら我慢できなくって……でもほら、大丈夫だよ、もしイベントが提案されてもだいちゃんが却きやつ下かしてくれるって！　あ、だいちゃんはね、なんと生徒会の副会長なんだよ！　次期生徒会長も間違いなし！　すごいでしょ！」

  　湊みなとはえっへんと、まるで自分のことのように誇ほこらしげに言う。

  　と、そこに、

  「湊はいるかっ!?」

  　三組の教室に、当の本人が肩を怒いからせてやってきた。

  「あ、だいちゃん！　ちょうどいいところにきた！」

  　まだ橙だいはあかりと会っていないはずだからと、湊はのんきに立ちあがり、

  「へへ……じゃーん、あかりですっ！」

  　じゃーんと言うのにあわせて手を広げ、あかりを紹介した。

  「……それは、言われなくてもわかる」

  　橙は、眼鏡めがねをくいっとなおした。

  「橙……その……ひ、ひさしぶりね」

  「おう……ひさしぶり。本当に、戻ってきたんだな」

  「…………」

  「…………」

  　沈黙。

  （あ、あり……？）

  　なんだか、湊が思っていた反応と違った。

  「だ、だいちゃん。なんかほら、あかりに言うことないの？　ずいぶん変わったなーとか、会えてよかったーとか、これでまたみんなで遊べるなーとか」

  「…………お前、大丈夫なのか？　よかったって、言っていいのか？」

  「ん……いいんじゃない、かな？」

  「……そうか。なら、いいんだが」

  　橙はなんだかあからさまに気まずそうな困り顔になった。

  　湊には、その理由がよくわからない。大丈夫かとは、一体どういうことだろう。

  「ていうか……橙、ごめんね。このお気楽バカが」

  「まあ、それには慣れてるが」

  「は？　なんでぼくがバカ扱いされてんの!?」

  　ぶーと、湊は口をとがらせた。

  「って、用件はそれだ、バカ！　お前と俺とあかりの三人が、水泳大会で白しら根ねと勝負するなんてイベントが水泳部から生徒会に申しん請せいされたぞ！　白しら根ねは、お前が勝負に同意したとかぬかしてたが、一体どうなってるんだ！」

  　橙だいは、ばんっと申請された書類を机に叩たたきつけた。

  「あ、あはは。や、やっぱ本当に申請したんだ、あの人……」

  「で、でも、橙は副会長なんでしょ？　……も、もちろん却きやつ下かしてくれたのよね？」

  　あかりのすがるような言葉に、橙は言いにくそうにしていたが、

  「……俺は必死に反対したんだが。元々このイベント、水泳部が主導だし、生徒会のほかの役員も先生もノリノリで、すでに通っちまった。こういうの多数決なんだよ」

  「たはは……。困ったねぇ」

  　湊みなとは頭をぽりぽりかいてごまかし笑いを浮かべるが、

  「「たははじゃない！」」

  　橙とあかりのシンクロした怒ど声せいが湊に浴びせかけられた。

  「どうしたんですか？　そんな大声をだして」

  　そこに現れたのは、鈴すずだった。

  「あ、鈴ちゃん！」

  「伊い緒おさん！　鈴は悲しいです。クラスが違うと伊緒さんのお顔が見られなくて。でも、それも天が用意した障しよう害がいなのかもしれませんね。ええ、きっとそうです！」

  　鈴はわざとらしくオーバーなリアクションをして、伊緒をハグした。

  「私もそう思うよ～、鈴ちゃん！」

  　伊緒もそれに応こたえて鈴をぎゅーっとする。この二人は最近会うといつもこんな調子だ。

  　湊、橙、伊緒、あかり、鈴。

  　はからずも、その場に五人がそろったことは、湊の顔をゆるめさせた。

  「なによ、湊。へらへらして気持ち悪いわね。こっちの気も知らずに」

  「……あら。そのお声はもしかして、あかりさん？」

  　と、今いま更さらあかりの存在に気づいたらしい鈴。

  「……久しぶりね、鈴ちゃん。なんか相変わらずみたいで」

  「ええ。まあ、おかげさまで」

  「…………」

  「…………」

  　沈黙。

  （あ、あり？　また？）

  　こんな気まずい沈黙は昔なら絶対になかったはずなのに。

  「でも……それではやはり廊下に貼ってあるポスターは本当だったんですね」

  「ポ、ポスター？」

  「あら。知らなかったんですか？　水泳大会でみなさんが対決するっていう宣伝ポスターが」

  「はあぁああああ!?　ど、どこに!?」

  　あかりは絶ぜつ叫きようしてガタンッと椅い子すを倒して教室を飛びだした。

  　四人もそれを追う。だが、ポスターは探す必要すらなかった。

  　廊下の窓側の柱に等とう間かん隔かくでびっしりとポスターが貼りまくられていたのだ。

  　ポスターのメインコピーには、こうあった。

  

  〝水泳界のマーメイド　瑠る璃り島じまあかり　ＶＳ　星せい条じよう高校のビッグスター　白しら根ね圭けい介すけ　二年生水泳大会にて直接対決実現！〟

  

  　なんという用意周しゆう到とうぶりだろうか。ポスターは写真入りだ。

  　三対三の対決ではあったが、主役はあくまで白根とあかりという構図で、湊みなとと橙だいと、水泳部の男子二名の写真は隅すみっこに、ほとんどお慰なぐさみ程度で貼りつけられている。

  　湊とあかりのそれは、さっきどさくさまぎれに撮られた写真が使われていたが、白根のほうは、ばっちり決まっている水着写真だった。

  「白根のやつ……俺の生徒会選挙用のポスター写真無断で使ったな……」

  「なんなのよ。なんで私が転校早々こんな仕し打うちを受けるのよ……！」

  　あかりは恥ずかしさからか、怒いかりからなのか、顔を真っ赤にしてぷるぷる震ふるえている。

  　それにしても、このポスターを白根が用意したのだとしたらすごい。

  　自分の裸ら体たいを恥ずかしげもなくポスターにしてしまうところや、自分のことをビッグスターなどと称しようする神経もそうだが、

  「ま、マーメイドって……ぷふっ」

  　そっちのほうが湊のツボに入った。

  「あんた……ケンカ売ってる？　あんたのせいなのよ！　どうすんのよ！」

  　ギロリとあかりに睨にらまれて、湊は怖こわ々ごわと肩をすくめた。

  「この人、女の子たちからは人気ありますからね。よくも悪くも、間違いなく学年中の注目の的になりますよ、これ」

  「わ、私はなんにも了りよう承しようしてないの！　湊が勝手に受けちゃったの！」

  「い、いいじゃないか！　だって、ぼくたちのこと腐くされ縁なんて言ったんだよ!?　ぼくたちの幼おさななじみパワーを見せつけて、あいつの鼻はなっ柱ぱしら折ってやろうよ！」

  「湊……お前なあ……そういう問題じゃないだろ」

  「それでは、ここは鈴すずがちょっと占ってみましょうか」

  　鈴は懐ふところからタロットカードを取りだし、床ゆかに並べ始めた。

  　しばらくカードとにらめっこしたあと、おもむろに顔をあげる。

  「……そうですね。私の占いですと、たしかにこの勝負は受けたほうがいいと出てます。というよりは、断ことわるとあまりよくないという結果が出ていますね。どうします？」

  「ほ、ほらほら！」

  「で、でも――ううん。す、鈴すずちゃんの占いにそう言われると怖こわいなぁ……」

  　鈴の占いはよく当たるので昔から有名だ。あかりが真剣に迷っていると、

  「あ、やべ。俺、生徒会に呼び出されてるんだった」

  　と、橙だいが腕時計を見やってから「誰かさんのおかげで、余計な用件が入ったからな」と言って、湊みなとをぎろっと睨にらんだ。

  「う……」

  「俺、行くな。一応もう一度交渉はしてみるが、あまり期待はしないでくれ」

  　だが、湊はこのまま微妙な空気のまま別れてしまうのがイヤで、

  「あ、あのさ！　今日、放課後にみんなでどっか遊びに行こうよ！　ね？　五人再会記念！」

  　橙と鈴は、ちょっと申し訳なさそうな顔を見合わせた。

  「……すまん、今日は予定があるから、ちと無理なんだ」

  「鈴も後輩の子たちから占い依頼がびっしり入ってまして。残念ですけど、またの機会に」

  「じゃあ、今週のどっかで！　それなら、大丈夫でしょ？」

  「湊……俺、マジで忙しいんだよ」

  「鈴もです。前もって戻ってくるって教えていただければ予定あけてたんですけど」

  「そ、そう……」

  「行ってしまうときも、戻ってくるときも突然なんですから、あかりさんは」

  　あかりの目に、一瞬暗い影が落ちた。

  「す、鈴ちゃん！」

  「あ、あら。ごめんなさい。べつに嫌いやみじゃないんですよ」

  「じゃ、じゃあすまんが、俺行くな」

  　橙は、そのまま足早に去っていった。

  「鈴も行きますね。あかりさん、お気を悪くなさらず」

  　鈴は優雅にマントを翻ひるがえして去っていった。

  　取り残された格かつ好こうになった、三人はやおら目を見合わせる。

  「湊……あんま無理しなくていいよ。みんなさ、昔のままじゃないんだから」

  「そ、そんなことない！」

  　思わず強い口く調ちようで、湊はそう叫さけんでいた。

  「そんなこと……」

  「……みなちゃん。あ、あかりちゃんも、本当に気にしないでね」

  「ま、いいのよ、私は。言ったでしょ。こういうの覚かく悟ごしてたし」

  　あかりはそっけなく言うが、その目には寂しさがたしかに宿っているのだ。

  　湊はあかりにそんな目をさせてしまったのが無む性しように悔くやしくて、よりいっそう「絶対に昔みたいに戻ってみせる！」という思いを強くした。

  「そんなことより、今の問題はこの対決よ！　あんのバカロン毛、絶対に許ゆるさないんだから！もし勝負することになったら、ぎったぎたにぶちのめして、もう二度と男として立ちあがれないほどの恥ち辱じよくを味わわせてやるわ！」

  　ぎったぎたなんて、ジャイアンしか言わないと思っていた。

  「絶・対・に後こう悔かいさせてやるんだから！」

  　一転して、ごおおおと燃えさかったあかりの目が、湊みなとはちょっと本気で怖こわかった。
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  「うぅ……やっぱ、いいなぁ。このシリーズのシナリオ」

  　湊は目をうるうるとさせながら、自宅のテレビ画面に躍おどるゲームに見入っていた。

  　伊い緒おが夕飯の買い物に出ている時間を利用して、気分転換にとテレビの前に座ってゲームに興きようじていたのだ。アドベンチャーとＲＰＧを混ぜたような内容で、選せん択たく肢しや行動した内容によってエンディングがマルチに変わっていくもの。

  　今はちょうど重要な登場人物が、自分の命を犠ぎ牲せいにして仲間を救い出すシーンだ。攻略本によればこのイベントは不ふ可か避ひなのだが、噂うわさではこれを回かい避ひすることもできるらしい。

  　その噂の真しん偽ぎはともかくとして、湊はこの手の感動するゲームにひどく弱かった。

  「あ！　みなちゃん、まだゲームやってる！」

  　と、背後から現れたのは、パンパンに膨ふくれた買い物袋をさげた伊緒だ。

  　伊緒は夏なのに厚着で長なが袖そでの私服に着替えている。胸のところには、石でできた星形のペンダントを下げていた。それは、伊緒が昔から大切にしている品だ。

  「あ、い、伊緒もう帰ってきちゃったの!?」

  「このあいだも言ったでしょ？　ゲームは一日一時間です！」

  　伊緒はつかつかとゲーム機に近寄り、問もん答どう無む用ようでスイッチを切ってしまった。ゲームの電源が切られたことで、テレビの画面は見たくもないニュース番組に切り替わる。

  「あ……あああああ！　ま、まだセーブしてなかったのに！」

  「きちんと約束を守らないみなちゃんが悪いんです」

  「うぅぅぅぅ、ひどいよ～。ぼくの二時間ぶんのプレイがぁ」

  「それより宿題ちゃんとしたの？　明日もまた英語の授業あるんだよ？」

  「ま……まだ」

  「もう……しょうがないなぁ。私もまだちょっと残ってるから、あとで一緒にやる？」

  　その伊緒の言葉に、湊の表情がぱぁぁあっと明るくなった。

  「へへ、さすが伊緒！」

  「で、でも私も英語得意じゃないんだから。一緒に考えてね、みなちゃんも」

  「もっちろん！」

  　考えるつもりはなかった。なんだかんだ言って伊い緒おはやさしく教えてくれるだろうと甘えきっていた湊みなとであった。伊緒は「じゃあ夕飯の準備するからね」と、買ってきたばかりの材料をひろげて、台所で夕飯を作り始める。

  　湊はそのままテレビの前で大の字に寝ころんだ。

  「あ、伊緒ー。今日じいちゃん仕事先の飲み会で遅くなるって」

  「うん、知ってるー」

  　湊の祖そ父ふは昔民宿をやっていたが、ずいぶん前にそれをたたんで、高齢にも拘かかわらず仕事に出てくれている。その元民宿〝七夕たなばた荘そう〟が湊と伊緒の自宅だ。元々民宿だったこともあり、無駄に部屋数だけは多く、今は使っていない物置部屋もたくさんある。

  　だが、テレビがあるのは昔、食堂だったこの場所だけ。今は台所とのしきりは取り外はずされているので、ひと続きになっていた。

  「ねぇ、伊緒ぉ」

  「なにー？」

  「ぼく、あかりに悪いことしちゃったかな……あんな勝負受けるなんて言ってさ」

  「ん～……でもね、みなちゃんの気持ちそのものは、あかりちゃんもうれしかったと思うよ。勝負のことは家いえ永ながくんがなんとかしてくれるといいんだけどね、うん」

  「ちぇっ、どうせだいちゃんにはいつもフォローしてもらっちゃってます～」

  「すねないの！　もう、みなちゃんはそういうところ、本当に子どもなんだもん」

  「でも……あかりもさあ。だいちゃんとも鈴すずとも、なんかまだぎこちなかったよね」

  「鈴ちゃんも、家永くんも、ちょっと戸と惑まどってるだけだと思うよ。いきなりだったもん」

  　ぱちぱちっと、油を熱する音がし始めた。同時に卵を手て際ぎわよくとく音がする。

  「なんで戸惑う必要があるのさぁ。だって相手は、あかりだよ？」

  「ん～……みなちゃんみたいな人にはわからないかもなぁ」

  　じゃーと、フライパンにとき卵が流し込まれた。今日はオムレツだろうか。

  「なにそれ!?　ぼくが馴なれ馴れしすぎるってこと？」

  　湊はむくりと起きあがって、伊緒のほうを向いた。

  「自分を知ることが成長の第一歩ですよ、みなちゃん？」

  　伊緒はふざけるような口く調ちようで言いながらも、手際よくフライパンの取っ手をとんとんと叩たたいて、卵を丸めている。

  　やっぱり今日はオムレツだ。近所のファミレスで出されるオムレツが伊緒の大好物で、それを家でも再現したいと特訓して身につけた伊緒のオムレツは、箸をいれるだけで、とろとろーとなめらかにとろけだす絶品だ。

  　湊みなとの口の中にはひとりでにじゅるりと唾だ液えきが出てくる。

  「ん～、でも、勝負のことだけじゃなくて、ほんとなんとかしなきゃなぁ……みんながさ、元通りに戻れるようなイベントって、なんかないかなぁ」

  　と、そのとき、湊のふと目に入ったのはニュース番組の画面だった。

  　テレビには、時間をかけて撮影されたのであろう、放射状の星空の写真が映うつっている。

  『このポン・ウィンネッケ流星群がもっとも多く見られる極きよく大だいとなるのは、来週日曜日の〇時ごろ。天気は全国的に快晴となる模様で、盛大な夜空の天体ショーは、天体観測マニアにとっても大きな注目を集めるイベントとなりそうです。それでは、次のニュース――』

  　女性アナの読みあげる原稿と画面に、湊は釘くぎづけになっていた。

  「はーい、みなちゃん。オムレツできまし――」

  「こ、これだあああああああああ！」

  「ひあっ!?」

  　ガッシャーン！　べちょ。

  　湊の発した大声に仰ぎよう天てんした伊い緒おは、両手に持っていたオムレツの皿を真まっ逆さかさまに落としてしまった。箸はしをいれてとろけるはずだったオムレツは、床ゆかでぐちゃぐちゃに潰つぶれていた。

  「あ……ご……ごめん」

  「む～～～。みなちゃんの、ばか……。ばかばか！　もう今日はご飯抜き！」

  「ええええええええ!?」
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  　あれから数日。橙だいの抵抗むなしく、白しら根ねとあかりの対決は正式に水泳大会の大トリイベントに決定していた。今は、水泳大会を明日に控ひかえた複数クラス合同練習会の真っ最中だ。

  　男子の練習を終えた湊は体操着に着替えていた。これから女子の練習が始まる。結局、リレーの練習自体はほとんどできていないのが不安ではあったが。

  「あ、だいちゃん！」

  「湊か。明日の対決は絶対ぬかるなよ。あかりをかけて勝負だなんて気は進まないが、こうなったら、あんなやつに負けるわけにいかない」

  「もちろん！」

  　湊は、橙の横に並んで座った。

  「あ、次、あかりが泳ぐ番みたいだね」

  　あかりは自じ前まえの競泳用水着ではなく、学校指定のスクール水着を着ている。

  　体育座りをすこし崩くずしたような格かつ好こうで、湊があかりの様子を眺ながめていると、

  「それにしても……あかり、ずいぶん女っぽくなったな」

  　泳いでいるあかりを見ながら、橙だいがふとそんなことを口にした。

  「あ、だいちゃんもそう思ったの？　もうファンクラブまでできちゃったらしいよ～。みんな本ほん性しよう知らないからかなぁ。かわいいなんて、あかりに一番似合わないよね！　あははははは」

  「あかりは昔からかわいかったぞ」

  「はははは…………へ？」

  　橙がぼそっとつぶやいた言葉に、湊みなとは目を白黒させる。

  「…………」

  「…………」

  　一見、憮ぶ然ぜんとした無表情を保ったままの橙だったが、湊は気がついてしまった。

  　橙の顔がゆでたタコみたいに、みるみると紅こう潮ちようしていることに。

  「……聞かなかったことにしろ」

  　予想だにしていなかった橙の反応に、湊はにまぁといやらしい笑顔を浮かべた。

  「レアだ！　恥ずかしがるだいちゃん！　激レア！」

  　湊は嬉き々きとして体操服のポケットからケータイを取りだし、決定的瞬間を激写した。

  　ぴろりろりん、と音がして、頬ほおを赤らめた橙のレア顔が写メとしてケータイに収まる。

  「ばっ――な、なに言って！　やめろ！」

  「へへ。やだねー。みんなともこのレアものを共有しな――」

  　と言いかけたところで、橙に胸むなぐらを掴つかまれた。

  「お、おろ」

  　眼鏡めがねの奥に隠かくれた眼がん光こうが、ギラリと怪あやしく光る。

  「湊…………貴様、今すぐそれ消せ。そして忘れろ。お前の記憶からも未来永えい劫ごう抹まつ消しようしろ」

  「はは、だいちゃん？　ちょと……マジで怖こわいんですけど」

  　ただでさえ低い声こわ色いろをさらに低くした、すごみのある声でドスをきかせる。

  　空から笑わらいを浮かべる湊をよそに、橙は大マジで湊にいっそう詰め寄る。

  「それができないなら……お前ごと、消す」

  　この人マジだ……湊の首筋に、たらりと汗あせが流れ落ちる。

  「そ、そしたら交換条件でどう？　あのね――」

  「却きやつ下か」

  「ひどい！　内容くらい聞いてくれたっていいのに！」

  「どうせまた面倒なことだろ？　俺は忙しいんだって」

  「知ってるよ。だいちゃんさ、明後日の夜も予定あるでしょ？」

  　くふふと妙に顔をにやけさせる湊に、湊は怪け訝げんな表情を返した。

  「明後日……？　まあ、たしかにあるが。って、ふつうは予定ないかどうか聞くもんじゃないか……？　お前、なにを企たくらんで――」

  「そのだいちゃんの予定には、五人全員で行くことにしました！」

  　橙だいが鋭するどい目を見開く。

  「し、しましたって……俺の予定がなんだかわかってるのか？」

  「どうせ、流星群を泊まりがけで観測しに行くんでしょ？」

  「な、なんでそれを！　湊みなと、星に興味なんてなかっただろ」

  「たまたまテレビで見ちゃった。で、ピンときてさ。あ、絶対にだいちゃん行くな、って」

  「……くっ。テレビめ、余計なニュースを……」

  　橙はこうみえて無む類るいの星好き、天体マニアなのだ。自分の部屋の壁中に天体の写真を貼っており、湊には違いがさっぱりわからない天体望遠鏡がいくつも並んでいる。

  　夢はなんと〝ＮＡＳＡ〟勤務。意外とロマンチストな一面もあるというわけだ。

  「ほかのやつには別の予定あるかもしれないだろ。明後日だぞ？」

  「あ、大丈夫。みんなにはもう予定あけといてって先週のうちに言ってあるから。もちろん、あかりもオッケーだって！」

  「じゃあ、お前最初から――ふ、ふつう、順番逆だろうが」

  「だいちゃんが悪いんだよ。ぼくはもっと早く言うつもりだったのに全然つかまらないんだもん。まあ今いま更さらイヤって言われても、強ごう引いんについてっちゃうつもりだから、よろしく！」

  　湊はにかっと笑ってＶサインをする。

  　橙はため息をついてから「わかったよ……」と諦あきらめてうなだれるしかなかった。

  　こういうときの湊にはなにを言っても無駄だと、経験で知っていたからだ。
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  　水泳大会、当日。夏らしい陽光が燦さん々さんと照りつける絶好の水泳日和びよりになった。

  　行事は滞とどこおりなく進み、すでに優勝クラスも決定していたが、プールサイドに集つどう観衆のボルテージは高まっていた。その原因はもちろん、大トリのイベントだ。

  『さーて、みなさんお待ちかね！　最後に本日のメインイベントだ！　急きゆう遽きよ開催されることになった一〇〇メートル自由形の特別リレー！　水泳部チーム対幼おさななじみ三人の急造チーム。水泳部のエース白しら根ねを擁ようする相手に無む謀ぼうとも思える対決だが、幼なじみチームの瑠る璃り島じま選手はオリンピック候補にもなっていた逸いつ材ざいだ！』

  　放送部による熱の入った実じつ況きようにあわせて、歓かん声せいがあがった。

  『勝負はアンカーとなる白根選手と瑠璃島選手が五〇メートルずつを泳ぎ、その前の二人の選手が二五メートルを泳ぐ一〇〇メートルの対決！　展開次第では、どんでん返しもありうるかっ!?』

  　湊は二コースの飛び込み台で、スタートを待っていた。水泳は苦にが手てではないが、相手が水泳部では分ぶが悪いことは間違いない。それでも、できる限り小さな差で、向こう側の飛び込み台にいる橙だいに繋つなぎたい。

  『さらに、関係者筋から入にゆう手しゆした情報によると、白しら根ね選手はこの勝負に勝ったら、瑠る璃り島じま選手をもらうと教室で宣言したとかしないとか!?』

  　きゃー、嘘うそー、などと一部の女子から黄色い悲鳴があがった。

  『さー、スターターが右手をあげたぁ。いよいよ……世紀の対決の幕が』

  　湊みなとは、ぐっと身体からだを曲げて、神経を耳に集中させる。

  　ぱぁぁぁんっ！

  『切っておとされたぁあああああ！』

  　だが、湊はスタートから若じやつ干かん出遅れた。やはり水泳部の鍛きたえられたスタートは違う。

  （くそっ！）

  　湊も必死に追いすがるが、差はどんどんと離れて、身体ふたつ分くらいになったところで二五メートルラインに到達した。湊が壁にタッチした瞬間に、橙が飛びこむ。

  　自分が水をかく音しか聞こえていなかった湊の耳に、歓かん声せいが戻ってきた。

  　プールサイドにあがりながら橙の泳ぎを見る。スピードは水泳部のやつと比べても遜そん色しよくなかったが、差を縮ちぢめるには至いたらない。向こう側の飛び込み台から、白根が一足先に飛び込む。

  『レースはアンカーの勝負に入ったぁ！　やはり水泳部は早いが、幼おさななじみチームも予想外に健けん闘とうしているぞ！　果たしてこの差を逆転できるのかっ!?』

  　そして、あかりもプールに飛び込んだ。

  　それは、あまりにも流りゆう麗れいなフォームだった。

  『な、ながーい！　潜せん水すいが長いぞおおおお！　これは見事なドルフィンキックだぁああ！』

  　湊はこの前「マーメイドなんて」と笑ってしまったけれど、泳いでいるときのあかりは、まさにそう形容するにふさわしい存在感と輝かがやきを放はなっていた。

  　そして、かなりの差に思えていた距離は、みるみるうちに縮まっていく。

  　静せい寂じやく。誰もが固かた唾ずをのんで、あかりの泳ぎに見入っている。

  　最早その場にいる誰もが、あかりの逆転を信じて疑わなかっただろう。

  　七五メートルラインで、ほぼ並んだ。残りは最後の二五メートル。

  「あかり！　がんばれ！」

  　プールサイドで併へい走そうしながら、湊はあかりに応援の声をかけた。

  　そして、あかりが頭一個抜けだしたと思ったとき、

  （……あかり？）

  　あかりの様子がどこかおかしい。

  　あれほど見事だったフォームが、急激にばらつき減げん速そくする。

  　その隙すきを突いて、白根が再度逆転した。

  『おおっと！　これはどうしたことだ！　瑠る璃り島じま選手、スタミナ切れか!?』

  　あかりはそのあと、なんとか持ち直そうとしていたが、結局身体からだひとつ分ほど差が開いた状態でゴールすることになってしまった。

  『白しら根ね選手が接戦を制しました！　勝者は水泳部チームだああああ！』

  　ゴールの瞬間、ひときわの大だい歓かん声せいがあがった。

  　白根がプールからあがってくる。白根は勝利に歓かん喜きし、水泳部の二人と共に高たか々だかと右手を突きあげ、やたらと興奮している様子だった。

  　興奮冷めやらぬ歓声がとどろく中、プールからあがろうとしていたあかりだったが、飛び込み台のところに手をかけたところで、なぜか動かなくなってしまった。

  　最初はそれだけ悔しかったのだろうかと、思った。

  　だが、肩だけが大きく上下し、ぜいぜいと息を荒らげている。

  （あかり？）

  　そして、身体が不自然にぐらついた。

  　直後、ざぶんっ！　と、プールにその身を落とした。

  「……くそっ！」

  　真っ先にプールに飛び込んだのは橙だいだった。橙はあかりに近寄ると、その身体を抱きかかえた。あかりの身体は完全に力が抜けた状態のようで、水の抵抗もあって思うように進まないが、橙も歯を食いしばって、どうにかプールサイドまで運んでいく。

  「だ、だいちゃん！」

  「気を失ってる！　保健室まで運んでやってくれ！」

  「わかった！」

  　湊みなとはプールサイドであかりの身体を引き揚げると、お姫様だっこの格かつ好こうで抱きかかえた。

  　あかりは目を閉じていて、たしかに完全に気を失っているみたいだった。

  　湊の素肌と薄い水着一枚で隔へだてられたあかりの肌が、ぴったりとくっつく。水着の女の子を抱きかかえるなんてこと、もちろん湊には初めてだった。

  （うぅ……って、今は変なこと気にしてる場合じゃない！）

  　逡しゆん巡じゆんを振り払って、保健室を目指して走った。その光景に観衆はあっけにとられていたが、橙がプールからあがると、周囲もようやく事態を認識したのかざわめきだす。

  　だというのに、一番近くにいた白根は興奮冷めやらず、その状況に気づかないまま、バカみたいに騒ぎたてている。

  　橙は度つきのゴーグルを外はずし、白根につかつかと近づいた。

  「おい、白根……お前、喜んでる場合か？」

  「あ？　おや、負け犬の副会長さんではないか。なんだ？　遠とお吠ぼえしにきたのか？　瑠璃島はどこに行ったんだ？　恥ずかしくて隠かくれてしまったのかな」

  　くくっと笑う白しら根ねの喉のどを、橙だいはガッと掴つかみあげた。

  「うっ……ぐ、ぐるじ。いいのか、じ、次期生徒会長がこんな乱暴を……ぐっ」

  「知るか……。とにかく、この勝負は無効だ」

  「な、なんで――ぐっ」

  　普段は眼鏡めがねの奥に隠かくれた鋭するどい視線が、白根に容よう赦しやなく突き刺さっていた。

  　元々低い声こわ色いろをさらに低くして、有無を言わさぬ語調で詰め寄る。

  「もとはといえば、全部お前のせいだ。金こん輪りん際ざい、あかりには近づくな……いいな？」

  　その一言は、白根に恐きよう怖ふを感じさせるに十分だった。

  　白根は橙だいの言葉にこくこくっと、頭をただ上下させるしかなかった。

  　それからようやく橙は白根の首から手を外はずし、保健室に走って行った。

  　あのクールな副会長が……誰もが信じられない光景を目まの当たりにして、ただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった。
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  「……貧血？　ただの？」

  「そ。ちょっと、気を張り過ぎちゃったのかな」

  　白はく衣いを着た保健室の先生が、薬を戸棚に片づけながら言う。

  「そっか。よかったぁ。もう、びっくりさせないでよ」

  　湊みなとは、ほっと胸をなで下ろした。

  「…………」

  　だが、湊がほっとしている横で、橙は妙に深刻そうに顔を強こわ張ばらせていた。

  　湊と橙は制服に着替えてから、あかりが目覚めるまで待っていたのだが、そのあいだ中ずっと橙はそんな表情を崩くずさなかった。

  「……悪かった、わよ。情なさけないとこ、見せちゃったわね……」

  　保健室のベッドで、掛け布ぶ団とんからちょこんと顔だけ出して恥ずかしそうにするあかり。

  　髪だけはまだ乾ききっていないが、今はあかりも身体からだを拭ふかれてジャージに着替えている。

  　あかりを着替えさせるあいだ二人は外で待たされていたのだが、保健室から届く、あかりの水着を着替えさせる音に、湊は妙な想像力をかきたてられてしまい、なんだか心配とは別に、居心地の悪さを感じていた。橙は意に介した様子もなく、隣となりでずっと怖い顔をしていたけれど。

  「でも……勝負が……あ、あんなやつに負けるなんて」

  「それは気にすんな。白根とはもう、話はつけたから」

  「え、つ、つけたって……ほんとに？」

  「ああ」

  「いいわねぇ、かっこいいナイトが二人もいてくれて」

  　保健の先生の思わせぶりな冷やかしは、あかりの顔を真っ赤にさせた。

  「ち、ち、違います！　この二人はただの幼おさななじみで」

  「はいはい。まあでも、お礼ぐらいはしなさいね。二人ともびっしょびしょのまま、あなたを大急ぎで運んできてくれたんだから」

  「ふん……い、一応感謝してあげてもいいわよ」

  　あかりは顔を赤くさせたままそっぽを向く。

  　なんだかこういう反応は、やっぱり変わっていなくて、昔通りだった。

  「あ、そうだ。明日の天体観測はどうする？　中止にしようかと思ってるんだけど」

  「だ、大丈夫よ！　ただの貧血なんだから。そんなので休んでたらなにもできなくなっちゃうじゃない」

  「あかり……」

  　橙だいがつぶやき、湊みなとと目を見合わせる。

  「で、でもなぁ、無理しないほうが」

  「うるさいうるさい！　わ、私が行くったら絶対行くの！」

  　あかりはだだっ子みたいな口く調ちようで言い張った。この元気さだし、ただの貧血なら大丈夫だろうと、湊はそれ以上は気にすることはなかった。
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  　湊は伊い緒おに報告するために一足先に教室に戻り、保健の先生もなにやら職員会議があるとかで出て行ってしまい、保健室には橙とあかりが二人きりで残されていた。

  　橙は、カーテンをシャッと閉める。

  「……あかり、お前やっぱり……身体、治ってなかったのか？」

  　橙はカーテンを握りながら、あかりを見ずに言った。

  「そんなこと……ない……だ、大丈夫よ。まだ、大丈夫」

  「今のだって本当は……貧血なんかじゃないんだろ？　なあ、あかりどうして……」

  「わ……私はね、後こう悔かいだけは……もうしないって、決めたの。そのために戻ってきて……だから、行きたいのよ、明日も。お願い……」

  「でもな、俺は……」

  「できれば、私に気をつかったりしないで、なにも知らないふりしてて。お願い……」

  「……善ぜん処しよは、する」

  「ごめんね……勝手ばっかり言って……あのときも、今も」

  「ふん……勝手な行動には慣れてるよ。明日、体調だけはしっかり整えておけよ。特別扱いはしないからな」

  「う、うん！」
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  「いっただきまーす！　うっめ！　さすが伊い緒おの料理！」

  「た、ただのおにぎりだよ、みなちゃん」

  　すでに夜も更けきった午後九時。五人は日付が変わるタイミングで本格的に始まる予定の流星観測を前に、協力して張ったテントで、伊緒お手製の夜食をひろげていた。

  　大きめのテントではあったが、さすがに五人が入ると手て狭ぜまでぎゅうぎゅう詰めだ。

  　ここは、あの神様のいる山で、正規のハイキングコースからは、すこし外れたところにある開けた場所だ。ここからかなり下ったところに、清流がある。

  「でもさ、なんか懐なつかしいなあ。昔もここでさ、秘密基地だーってテント張ったり、段ボールで家をつくったりして遊んでたよね。おもちゃもいっぱい持ち込んでさ」

  「そのときは、こんな夜遅くまでいられなかったけどね、うん」

  　と、湊みなとの言葉に伊緒はくすりと笑う。

  　橙だいが観測を行おこなっているこの場所は、湊たちにも昔なじみの秘密基地だったのだ。

  「橙は、いつもここで天体観測してるの？」

  　あかりが聞くと、橙はすこし気恥ずかしげに「ん……まあ、思い入れある場所だから、な」と、頬ほおをかきながら言った。

  「ね、だいちゃん。これからみんなで流星観測、毎年恒こう例れいのイベントにしようよ！」

  「毎年は無理だな。この流星群はだいたい六年に一回しかこない。まあ別の流星ならあるが」

  「ろ、六年かあ。なんか星ほし無な町の晴れ七夕たなばたみたいだね。一年足りないけど」

  　湊が笑うと、橙はおもむろに語りだした。

  「それだけじゃない。この流星群はな、しばらく忘れられた存在だったんだ」

  「忘れられた……？　どういうこと、家いえ永ながくん」

  　伊緒が、可哀想……と言いたげに、胸の星形ペンダントを握にぎりしめながら訊きいた。

  「流星群にもいろいろ種類がある。毎年必ずくる定常群の群流星とか、突然おこる突発群とかな。ポン・ウィネッケは定期的にやってくる周期群だ。その周期が、六年」

  「でもさ、二十何年ぶりの流星群とかよくあるじゃん。なんで忘れられちゃったの？」

  「こなかったんだよ。七十年以上」

  「七十年も！」

  「最後に観測されたのは一九二七年の六月。だからもう過去のもんだと思われてた。それが一九九八年になって、突発的に復活したんだ。すごくないか？　人間はもうとっくの昔に、それがなくなったと思いこんでた。でも、あの流星たちは変わらずに、広い宇宙を巡めぐり続けてたんだよな。人間にとっては長い時間でも、星にとってはたぶん一瞬みたいなもんで。だけど、そんな一瞬の中にしかいられない俺らだって、長い命をもった星をつかまえられる」

  　橙だいは星のことになると、子どもみたいに目を煌きらめかせて語る。

  　そんな橙は、湊みなとから見ても結構格かつ好こういい。

  「へへっ、でもそれ聞くとさ、ぼくたちの離れてた二年なんて、ほんっと短いよね！」

  　四人は湊の言葉に、はっとしたような顔になる。

  「だからさ……ぼく、本当にうれしいよ。またこうやって、みんなで……。やっぱり、この五人なら、どんなに時間がたってもさ、ずっと一緒にいられるって……そう、思って」

  　湊はそこまで言って目を伏せ、言葉を詰まらせる。

  　そんな湊を、橙も、伊い緒おも、鈴すずも、優しい眼まな差ざしで見つめていた。湊がこの関係をどれほど大切にしているのか。もちろん頭では知っていたけれど、改めて心に伝わってきたから。

  　あかりは湊のほうをじっと熱く見つめてから、

  「湊……みんな。その……あ……あのときはごめんね。私……」

  　そうやって、素直な気持ちで頭を下げた。

  「やめろよ、あかり。それこそ他人行儀くさい」

  「ええ！　それに感動するのはまだ早いですよ、湊さん、例のもの忘れてないでしょうね？」

  「あ、うん！　もちろん！」

  「な、なんだよ。例のものって」

  　湊は自分のリュックをまさぐり、じゃーん！　と、分ぶ厚あついアルバムを三冊も掲かかげた。それは、小学校と中学校の卒業アルバムと、自分で作ったらしいアルバムだった。

  「うは……お、お前そういう恥ずかしいものを……」

  　湊は嬉き々きとしてそれを広げた。事情を知らず最初は恥ずかしがっていた三人も、やがて写真を見ながら、楽しい思い出話に花を咲かせた。特に中学の卒業アルバムは、あかりは初めて見るらしく、とても愛いとおしそうに見ていた。

  　その写真は、みんなの笑顔は、離れていた時間を埋めていく。とまりかけていた歯車を噛かみあわせてくれる。湊にはそう感じられて、本当にうれしかった。

  「私、中学の卒アルもらいそこねてたから……見られてよかった」

  「全部懐なつかしいね……大切な思い出ばっかり。ね、みなちゃん。ほかにもないの？」

  　伊緒がそう湊に聞いたところに、鈴が割りこむ。

  「ふふ、ご安心ください伊緒さん。鈴も持ってきましたよ。さ、刮かつ目もくして見なさい！」

  　鈴もそう言って、お手製のオリジナルアルバムを誇ほこらしげに広げた。

  「どうですか？　見ているだけで涙がこみあげてくるほどお美しいでしょう？」

  　四人がそれを覗のぞきこむと、

  「な、なんか鈴すずの持ってきた写真って、写ってるの伊い緒おばっかじゃん……」

  「だな……俺らはなんかオマケみたいな構図だ」

  「は、はは……」

  　伊緒はさすがに苦にが笑わらい。

  「こんなものじゃありません！　特におすすめは特選のこちらの写真たちで……あら？」

  　懐ふところから取り出そうとした写真を見て、鈴は動きをとめた。

  「鈴、どしたの？」

  「い、いえ。おかしいですね……勘かん違ちがいして伊緒さんの写っていない写真を持ってきてしまったみたいです……私としたことが……ご、ごめんなさいね、伊緒さぁああん」

  　鈴は、ふざけるようにして伊緒に抱きついた。

  　伊緒は、そんな鈴の頭を撫なでてヨシヨシしている。

  「なにやってんだよー、鈴。らしくないなぁ」

  　湊みなとがにやぁっと、からかい顔を浮かべる。

  「あ、あなたはどうなんですか、湊さん！　弘こう法ぼうも筆は誤あやまりますが、いつも誤ってばっかりの湊さんにだけは言われたくありませんっ！」

  　珍しく顔を赤くして怒おこる鈴がおかしくて、四人は一いつ斉せいに笑った。

  　流星群がやってくる予定の時間まで、しばらくそうやって賑にぎやかに過ごした。

  

  「ね、だいちゃん。流星まだ？　その、ポンケッケ流星群」

  「…………ポン・ウィンネッケだ」

  「あ、それそれ。まだこない？」

  「…………」

  「ねぇってば」

  「…………うるさい！　ちっとは我慢ってものを知れ」

  　橙だいは覗のぞきこんでいたカメラのファインダーから顔を外はずして、湊を怒ど鳴なりつけた。

  「……お、怒ることないじゃん。ほら、お詫わびに飴あめあげるから」

  「…………ん」

  　橙は湊が差しだした袋から飴玉を一粒抜き取り、口に入れてみるが、

  「うげ……まじぃ。なんの飴だこれ」

  「ほうれんそう飴」

  　橙は、ほうれんそう飴の袋をぺいっとはたき落とした。

  「あ……ひ、ひどい！」

  「変なもん食わせやがって……どうすれば、そこまでクソマズそうな飴を買えるんだ」

  「元々はあかりのために買ったんだよ～。貧血には鉄分がいいっていうから」

  「ん……そう、だったのか。悪かった」

  　湊みなとの気持ちに気づいてやれなかったことを若じやつ干かん後こう悔かいした橙だいは、飴あめの袋を拾いあげてやる。

  　だが、橙は裏側の成分表を見て気づいた。

  「……鉄分は含まれておりませんって、書いてあるんだが……」

  「え？　あ……ほんとだ。あはは、おかしいねぇ」

  　橙は、ぽいっと飴を袋ごと放り投げた。

  「た、食べ物は大切に！」

  　橙は、今度はドでかい天体望遠鏡を覗のぞきこんでしまった。

  「……ねー、だいちゃんもトランプ一緒にしようよ」

  　橙が振り返ると、大きめのテントの中では、あかり、伊い緒お、鈴すずが七並べに興きようじていた。

  「……お前らは、いったいなにをしにきたんだよ」

  「みんなで仲良く楽しく昔に戻ろう作戦」

  「星を見ろ！　だから、イヤだったんだ俺は……これじゃただのキャンプじゃねえか」

  　ぶつぶつと愚ぐ痴ちを吐はく橙。

  「ちょと、湊！　あんたの番よ！」

  　あかりが湊を呼ぼうと、テントの中から顔を出したとき。

  「あ！　今、星が流れた！」

  　その叫さけびに呼こ応おうして、湊も橙も空を見あげる。

  　伊緒も鈴も、はじかれるようにテントから飛び出してきた。

  「ど、どこですか？」

  「どこどこ？　ぼくもはやく見たい！」

  「あ、あそこでも流れたよ！　みなちゃん」

  「うわあ、想像してた以上に綺き麗れいね……なんか、感動」

  　やがて夜空には、次々と流星が舞い降り始めた。

  　五人一緒に夜空を見あげ、しばし時も言葉も忘れて、はるか上空の天体ショーに見入った。
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  「……あれ？　あかりちゃんと、みなちゃんは？」

  　伊緒が、あたりをきょろきょろと見回した。

  　伊緒がテントから出ると、いつのまにか二人の姿が消えていたのだ。

  　テントの外に出て、自分のための観測を行おこなっていた橙も顔をあげて、周囲を見回してみるが、結果は同じ。

  「ん？　中にいるんじゃなかったのか。なにやってんだ、あいつら。……まったく、流星だけが星じゃないんだぞ」

  　ぶつぶつとつぶやきながら、三さん脚きやくにのせたカメラのファインダーを覗のぞきこんでいる橙だいがふんと鼻を鳴らす。

  「どこ行っちゃったんだろう……ね、家いえ永ながくん。捜しに行ったほうがよくないかな。みなちゃん結構方向オンチだし、迷っちゃったりしてたら」

  「俺は行かない。伊い緒おもここにいろ。どうせすぐ戻ってくる。入れ違いになっても面倒だ」

  「そ、そうだけど……」

  「あ、私が二人にちょっとした用事を頼んだのです。心配無用ですよ」

  「え？　そ、そうなの？」

  　そのとき一いち陣じんの風が吹き、テントがぱたぱたと音をたててはためいた。

  　初夏の湿しつ気けを含んだ生なま暖あたたかい風だったが、伊緒は身をぶるっと震ふるわせる。

  「はい。だから伊緒さんはなんの心配もなく、鈴すずと天体観測を楽しみましょうよ」

  　鈴はやさしくそう囁ささやき、伊緒に自分のストールをかける。

  「う、うん……」
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  　あかりは湊みなとの服を引っ張って、行き先も告げずに山道を突き進んでいた。

  　周囲にはこれといった光こう源げんのない暗がりばかりで、わずかな星明かりだけが頼りだ。

  「ど、どうしたのさ。あかりぃ。だいちゃんに怒おこられちゃうよ」

  　あかりは答えてくれない。

  　突き進みながら、「ねえ、どうしたの～」と何度も聞き続ける湊にしびれを切らして、あかりはぱっと手を離して、くるりと湊のほうに向き直った。

  「うるさいわね！　お手洗いよ！　暗いし一人じゃ怖こわいから。いいからついてきなさいよ！」

  「といれぇ!?　そんなの伊緒か鈴についてきてもらえばいいのに！」

  「う、うるさい！　いいから黙ってついてきなさい！　男でしょ！」

  　問もん答どう無む用ようとばかりに言い放はなって、足を速めるあかり。

  　男だからダメだと思うんだけど、と湊は不条理を感じるが、

  「……へぇぃ」

  　聞きいれてくれる雰囲気でもないので、とりあえず生返事した。

  　ずんずん、ずんずんと、あかりは大おお股またで足早に突き進む。

  　湊みなとはついていくだけでやっとなくらいだ。

  「おぉぃ。ほんとにどこまで行くのさ」

  　ずいぶんと歩いてから、あかりはようやく足をとめた。

  　天井のように生おい茂っていた木々が途切れていて、ここからなら夜空を望むことができる。

  「……ここまでくれば、いいかな」

  「そう。ここでするの？　しょんべん。じゃあ、ぼく向こうで――」

  　ぱぁん！

  「ひ、ひだぃ！」

  　痛いとヒドいが混ざった。

  　あかりが顔を真っ赤にしながら、湊の頬ほおを張った。

  「な、なにがしょんべんよ！　この変態！」

  「え……？　ま、まさか、うんこだったの？」

  　ぱああんっ！

  「ぶふぅっ！」

  　湊のデリカシーマイナス一〇〇な発言に、あかりの右手が一いつ閃せん。

  　湊の身体からだが半回転して宙を舞った。

  

  「ぃだぃんれすけど……」

  　腫はれた頬をさすりながら、湊はじとーっとあかりを見つめる。

  「トイレって言ったの、自分のくせに……」

  「わ、忘れてたのよ！　悪かったわよ！」

  　なんだそれ、と内心で思いながら、あかりの意い図とが読めないので、湊は怪け訝げんな表情を浮かべることしかできない。

  「……じゃあ、なんなの。こんなとこまで連れてきて」

  　湊が不服そうな声こわ色いろで言うと、あかりは口をぱくぱくさせて、なぜかうつむいてしまう。

  「……み、湊と…………ちょっと話したかったのよ。……相談っていうか」

  　か細い声でようやく言ったあかりは、やたらとドギマギしている。

  　なにやら様子がおかしいことは確かだ。

  　そんなに重要な、言いにくい相談なのだろうか。

  「ふうん？　なんの相談？」

  　湊が平然と言うと、今度はあかりが物言いたげな流し目で湊を見やる。

  「……当ててみなさいよ」

  「へ？」

  「当たったら、教えてあげる。私の相談」

  　手を後ろに組んだあかりは、すすっと湊みなとの隣となりに近づいてきて、寄り添うような格かつ好こうになる。

  　いくら男女を意識していない相手とはいえ、一瞬どきんと、胸が高鳴る。

  「……なに？」

  「湊……だいぶ背伸びたよね」

  　なんの話だろう？　と不思議に思いながらも、背が伸びたと言われて悪い気がしない湊はそのまま話をあわせた。

  「まあねぇ。高校入ってから、一〇センチ近く伸びたからね！」

  「いつのまにか、身長抜かれてたんだね。初日に湊が追いかけてきたときさ、ちょっと驚いたんだよ。うわ、湊がチビじゃなくなってるーって」

  「ち、チビって言うな！」

  　中学卒業目前までは、湊の身長は一六○センチに全然届いていなくて。

  　一六○センチちょうどのあかりのほうが、高かったのだ。

  「昔の話だからいいじゃん。でも、ずっと牛乳飲んでた甲か斐いがあったね。あんた、昔からヒマさえあれば牛乳飲んでたから」

  「はは。鈴すずにはまだ勝てないけど、あかりと伊い緒およりは高くなるのが目標だったからねぇ」

  「いつも、言ってたね。それ」

  「あかりはアンタには無理無理！　なんて言ってたけどね。そんなことなかったろ？　信じてれば結構なんとかなるもんさ！」

  　あかりは、そうだね、と。なんだか懐なつかしそうに目を細めた。

  「信じてれば……なんとかなる、か」

  　あかりは湊にではなく、自分にたいして、つぶやくようにそう言った。

  　風が吹くのと同時に、胸がざわめく。

  　長いつきあいだけれど、こんなあかりは初めて見る気がする。

  「うん、でもほんとよかった。私もそのほうがいいもん」

  「え……？　なんであかりが？　だって、あかり昔は」

  「……ね、まだわかんないの？　私の言いたいこと。こんなにヒントあげたのに」

  「なんだよ。身長の話関係あるの。あ、わかった！　あかりも身長伸ばしたいんだろ。そしたらねぇ、なんたってやっぱ牛乳！　特におすすめの銘めい柄がらは低温殺菌の下岩牛乳でね、あ、でも女の子なら美馬牛乳のクリーミーなやつもホットミルクにすると絶品で――」

  「ばか。違うわよ」

  「そ、そう……？」

  「だって……」

  　あかりは湊みなとを横目で見つめながら、湊の周囲を一歩ずつ回り始めた。

  　一歩、一歩。時計回りに。

  「なに……？　それもヒント？」

  「ううん。これはカウントダウン。私が回りきるまでに答えるの」

  　すこしおどけた感じであかりは言った。

  「湊、今のうちに言っとく。今日は……ありがとね。あんたのおかげで、楽しかった。ほんとに、また昔みたいに戻れたかもって思えた」

  「そっか！　よかったあ」

  　一歩。一歩。あかりは、ゆっくり湊を中心にして円を描えがくように歩みを進める。

  「あ、ちなみに答えられなかったら、罰ばつゲームありなんだからね」

  「え、えぇ!?　いきなりなんだよ！　う、ううん……あかりの相談しそうなこと」

  　だが、一向に答えがでないまま。

  　あかりは真正面にきたところで、とまった。

  「ぶー。時間切れ～」

  　昔は対等以下だった目線。

  　でも今は、あかりが上うわ目め遣づかいに湊を見あげている。

  「罰ゲーム決定ね、湊」

  「な、なにさせる気だよ」

  　あかりはじっと湊を見つめた。

  　暗がりの中でもわかるほど、艶あでやかな微ほほ笑えみを浮かべて。

  「罰として……拒否禁止」

  　あかりはそう言うと、いっそう湊に身体からだを寄せた。

  　湊の胸のところに手を添えて。

  　ちょっと踵かかとをあげ、背伸びをして。

  （え――？）

  　湊に、不意打ちのキスをしたのだ。

  「んっ……！」

  　全身に電撃が走ったような感覚。

  　初めて味わう、唇くちびるの重じゆう奏そう。

  　やわらかさの中に、あかりの唇のわずかな凹おう凸とつまで感じ取れるほどに。

  　自分の唇は、信じがたいほど鋭えい敏びんな感覚を持っていた。

  　あかりは目をぎゅっと閉じていた。

  　それがわかるのは、湊が目を閉じることができなかったからだ。

  　拒否するとか、受け入れるとか、うれしいとか、おどろくとか。

  　そういう自分の気持ちすべてが。

  　かすかに漏もれるあかりの吐と息いきと一緒に。

  　一瞬にして、あの星空の彼方かなたまでロケットにのって飛んでいってしまったみたいだった。

  「……ぷはっ」

  　あかりは息が持たなかったのか、湊みなとから唇くちびるを離した刹せつ那な、水泳のときにそうするようにして、息継ぎをした。

  「……こ、これ、罰ばつゲームなんだからね。勘かん違ちがい、しないでよね！」

  　湊の胸にそっと手を添えたまま、あかりは目を伏せてそう言った。

  　そこには、ボーイッシュだったころのあかりの面おも影かげはなかった。

  　湊はただただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

  　なにを言っていいのか、どう考えていいのか。

  「罰……ゲームって……」

  　それらすべての判断を下くだす中ちゆう枢すうが、宙に浮いたまま帰還不能状態に陥おちいっていた。

  「嘘うそ…………ごめん。あのね、私……好きな人との、初めてのキスは……こうやってちょっと背伸びしてするのが、憧あこがれだったの。だから……」

  　その言葉は、湊にとってあまりに衝しよう撃げき的てきなものだった。

  「す……え、ええええええ!?」

  　湊は目を見開いて、思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。

  　あかりが自分のことをそんなふうに見ていた。

  　湊は、そんな事態を想像したことすらなかった。

  「言わせないでよ……ばか」

  　そんな湊の様子を、あかりは笑顔で見つめていた。

  　一センチ向こう側に渡れば、今にもそれが壊こわれてしまいそうな。

  　精一杯の強つよ気きをまとった、ひどくあかりらしい笑顔だった。

  「私……先、戻るね」

  　あかりは、タッと足早にその場を走り去ってしまう。

  　湊はその場に立ちつくして、その後ろ姿をただ見つめることしかできなかった。

  （あ……あかりが……ぼくを？）

  　一人きりになって、ようやくかすかに冷静さを取り戻した湊は、一気に顔がん面めんの体温があがっていくのを感じていた。

  　自分では見えないけれど、おそらく真っ赤になっているだろう。

  　そっと、さっきあかりが重なった唇に、人差し指と中指で触ふれる。

  （う、嘘……だろ）

  　どうして。なんで。いつから。

  　短い言葉が、頭の中を幾度も繰り返し反はん芻すうしていた。

  　昔から、ケンカばっかりして。

  　男友達みたいに感じていて、だから、言い合いばっかりにして。

  　記憶の中に散らばるあらゆる光景ピースが、「好き」と言われるような今の光景と符ふ合ごうしてくれない。ただ、あかりがその言葉を発したことの意味を、あの行為の意味を、いかに鈍にぶい湊みなとでもわからないわけではなかった。

  　あかりが、友達関係の終わりを望んでいるということ。

  （なんで、だよ……あかり）

  　ようやく元に――一生続く特別な仲間に戻れた、そう思えたばかりだったのに。

  　あかりが強ごう引いんにひいたトリガーは、湊の心に嵐を巻き起こして、かき乱みだした。

  　そして、嵐が去ったあとに、湊の心にひらりと舞い落ちたのは、たったひとつの事実。

  　それは、湊にとっても認識したくない事実。

  　今、湊の頭の中を満たしているのは、あかりではないということだった。

  

  　――伊い緒おのやさしい声。

  　――伊緒のちょっとむくれたときの顔。

  　――伊緒のはかなげな笑顔。

  

  　でもそれは妹みたいに、かわいい存在だから。

  　そう心に言い聞かせようとした瞬間、

  　――伊緒が、見たこともないほかの誰かと口づけをしようとしている顔。

  　そんな想像上にしかない光景が脳のう裏りをよぎった。

  （イ、イヤだ！）

  　思わず心の中で叫きよう声せいをあげてしまう。

  　なによりも、誰よりも。

  　伊緒を失うかもしれないことが恐きよう怖ふだった。

  　いつもみたいに伊緒とぼくはそんなんじゃない、と、心の中ですら叫さけべなかった。

  　それは、あかりにとって、きっとなにより残ざん酷こくなことであることも、湊には十分に想像できたけれど、自分の感情をとめることは、今はできなかった。

  （そう……か。ぼくは……ぼくは、伊緒が……）

  　でも、そんな熱情の存在そのものが、怖こわくて仕方なくて。

  　もう一度、それを抑おさえこもうとした。

  　ぎゅぅと拳こぶしを握にぎりしめ、あかりのそれが重なった唇くちびるを噛かみしめ、夜空を見あげる。

  　いつのまにか、濃のう紺こんの雲がはびこっていて星は見えなくなっていた。
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  「はあぁぁぁぁ………………」

  　六月末日のお昼時。この時間は学校生活のオアシス。いつもなら人一倍テンションがあがっている湊みなとだったが、今日は一人牛乳パックを片手に深いため息をついていた。

  　その拍子に、握りを強めすぎたのだろうか。

  　パックに残っていた牛乳がぶちゃっとストローから飛び出す。

  「うべっ」

  　それが見事に自分の顔がん面めんにヒット。

  「…………はぁ」

  　湊はぼんやりとしたまま、それを拭ふき取ろうとごそごそポケットをまさぐるが、いつもならそこにあるはずのハンカチが見つからない。

  （あ、あれ？）

  　と、湊がハンカチを見つけるより先に、

  「ぶ、ぶえ」

  　ぐいっと無言で誰かに顔を拭かれた。

  　視界がハンカチでふさがれていたので見えなかったが、やたら強い力でわしゃわしゃと拭き殴なぐるので、それが誰かはなんとなくわかった。

  「い、いふぁいです。らいちゃん……」

  　拭き終わったのか、ハンカチが湊の顔から離れて視界が開ける。

  　ハンカチを持って隣となりに立っていたのは、やはり橙だいだ。

  　橙はくしゃくしゃになったハンカチをぱっぱとたたんで、ズボンのポケットにしまった。

  　強くこすられすぎたせいで、鼻の頭がひりひりする。

  「……湊。お前どうしたんだよ」

  「え？」

  「え？　じゃねえよ。最近、ずっと様子が変だぞ。なんかあったのか？」

  「そ、そんなことないよ、全然！」

  　湊は、にかっと白い歯をみせて笑顔を作る。

  　だが、橙はそんな湊を冷めた目でじっと見下ろした。

  「…………ん？」

  　ぴんっ。

  「いでっ」

  　橙は、湊に強烈な鼻ピンを食らわせた。

  「そんなわっかりやすい作り笑顔で、俺をごまかせると思ってんのか」

  「うぅ……」

  「家でもずっとそんな調子で上うわの空らしいじゃねえか。伊い緒おも心配してる」

  　あれ以来、湊みなとの心しん労ろうは日々増すばかりであった。

  　考えることが多すぎて、自分の思考回路の性能がついてこない。

  　伊緒の顔すらまともに見られなくなるし。

  　あかりも、学校ではそのことに触ふれる気配はなく、まるで何事もなかったように接してくるし。

  　その態度が、女の子って、よくわからない……と、湊の苦悩に拍はく車しやをかけていた。

  　なんだか自分ひとりが苦く悶もんして右う往おう左さ往おうしているようですらあった。

  「あれ？　そ、そういえば伊緒とあかりは……」

  　同じクラスのはずの二人の姿が、見渡しても教室にない。

  「あいつらは鈴すずもいれて女子三人集まって、飯食ってるみたいだぞ。伊緒がお前も誘さそったけど、ぼくはいいやぁってふぬけた声で断ことわってたって」

  「え？　そ、そうだったかな……」

  　まったく記憶にない。

  「てか……お前弁当食ってないっぽいけど、大丈夫なのか？　もう昼休み終わるぞ」

  　橙だいは、机の上で明らかに未開封のまま放置されている弁当箱を見やった。

  「……え？」

  　言われて、湊は黒板の上に設置されている時計に目をやる。

  　四十五分間の昼休み終了時刻まで、もうすでに残り五分。

  「う、うわぁぁぁぁ!?　い、いつのまに！」

  　湊は急いで伊緒お手製の弁当箱のフタをとり、がつがつと食べ始めた。

  「末期だな。お前が弁当食うの忘れて呆ほうけてるなんて。呆けてるのはいつもだが」

  「ひ、ひどもぐぇ――！」

  　勢いよくご飯をかきこみながらしゃべろうとしたせいで、喉のどに詰まったらしい。

  　あわあわと手をばたつかせる湊。

  「…………バカか」

  　橙が持っていたペットボトルの飲みかけのお茶を差し出すと、湊はごくごくごくっと、お茶の残り全部を一気に飲み干した。

  　湊はぷはっ、死ぬかと思ったぁと、ぜいぜい肩で息をした。

  「でも……ほんと……なんでもないんだってぇ」

  　机にぐっちゃりと崩くずれ落ちた。

  　いくら橙が相手でも、あんなこと言えるわけがない。

  「なんでもないわけあるか。湊みなとがこんな状態じゃ、心配するなってほうが無理だ」

  　橙だいの射い抜ぬくような言葉と眼まな差ざし。

  「だいちゃん……」

  　でも、その厳きびしさの中にほんのちょっと含まれる優しさに、湊は弱かった。

  「その……じ、実は……」

  　言いよどみながらも、危あやうく口を滑すべらせそうになったところで、

  「……まさか、お前……！」

  　橙がはっと何かに気がついたような顔になったので、湊はびくっと身体からだを強こわ張ばらせる。

  「この前の中間試験、たしか最悪だったよな。期末悪かったら留年とか言われてるんじゃないだろうな。お前のとこの担任、過去にも単位不足で何人も留年させたって噂うわさだが」

  「……へ？」

  　普段は無表情な橙が、眉み間けんにシワをよせることで、深刻さを象かたどった。

  「そ……そうなんだよ！　ぼくピンチなんだよ！」

  　湊は湊で、ごまかすチャンス！　とばかりに、大げさにうなだれてみせる。

  「ほんと、どうしようって……こんなの恥ずかしくて、誰にも言えないしさ……」

  「そ、そうだったのか。……よし、わかった」

  　と、橙はひどく切実そうな声こわ色いろで、なにかを納なつ得とくした。

  「な、なにが？」

  「期末まで、俺が徹底的にしごいてやる」

  　やぶ蛇へびが出現した！

  「ふえっ!?　い、いいよ！　だいちゃんだって自分の勉強で大変でしょ！」

  　　 たたかう

  　　 まほう

  　　 ぼうぎょ

  　→ にげる

  「俺はもう高校レベルの勉強はほとんどやってる。問題はない」

  　だが、回りこまれた！　にげられない！

  「……ま、マジで？」

  「マジだよ。そのくらいやってても、夢にはまだ遠いけどな」

  　湊のおバカな脳内コマンドをよそに、あまりにも平然と信じがたいことを言う。

  「生徒会の仕事もそろそろ一段落つきそうだしな。さっそく、今日から始めるぞ。放課後になったら生徒会室にこい。準備室は普段誰も使ってないから、あそこならマンツーマンで話しても邪魔が入らん」

  「ちょ、だ、だいちゃん。そんな焦あせらなくても……」

  　なんとか理由を作って引き延ばして、あとでなあなあにして……。

  「ダメだ。最初なあなあにすると、あとあと響く。お前、なにかと言い訳こいて逃げかねんし」

  　……などという湊みなとの思考は、見事に見み透すかされていた。

  「じゃあな。待ってるぞ。専用の教材でも作るべきか」

  　橙だいはぶつぶつ怖こわいことを言いながら、踵きびすを返して教室を出て行こうとする。

  　これはマズい……と直感していた湊は、なんとか翻ほん意いさせようとするが、

  「だ、だいちゃん。待っ――」

  　振り返った瞬間、橙の眼鏡めがねがキラリと光った。

  「……絶対、こいよ」

  　その奥でさらに鈍にぶい光を宿す橙の目が大マジすぎて、湊は二の句が継げなかった。

  「は、はひ（ひぃぃぃぃ。な、なんでこうなるの……）」

  　悩みが余計に増えちゃった――と、がっくり机に突っ伏すしかない。

  　やぶ蛇へびをつつくのが妙に得意な自分の性格を、このときばかりは呪のろうしかなかった。
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  　キーンコーンカーンコーン。

  　生徒の下校時間を示す、ノイズ混じりのチャイムと「みなさん、下校の時刻になりました。特別な許可のない生徒はすみやかに下校し――」という、放送委員によるつたないナレーションが鳴り響いた。

  　今の湊にとって、それはまさに福ふく音いんをもたらす鐘かねの音ねだ。

  「ん、仕方ないな。目標クリアできなかったが、今日はここまでにするか」

  　橙が腕時計を見てそう言うと同時に、湊は生徒会準備室にある古びた長机に頭からガツンと倒れこんだ。額ひたいに痛みがあったはずだが、今はそれを気にする余裕すらない。

  （はひぃぃ。あ、頭がはち切れそう……）

  　今日やったのは数学だけ。教科書に載っている基本問題を繰り返し、ノルマを設定して時間内に延えん々えんと解くということを繰り返させられた。

  　わからないところは橙先生が、本職の教師以上にわかりやすく教えてくれたものの、基本的にスパルタなため、湊の脳みそは最早パンク寸前である。

  「明日は今日の残りもプラスな。計算問題は反復だ。量は徐じよ々じよに増やしてくからな。ま、大丈夫だ、やってくうちに慣れる」

  　慣れるなんて絶対無理です……と、湊は内心で力なく反論した。

  　橙は、午後の授業時間を目一杯使ってまで、湊の期末試験対策カリキュラムを組みあげてくれていたのだ。

  　予習項目。復習項目。試験範囲のピンポイント対策に至いたるまで、日ごと、科目別にびっちり設定されていて、一日に一回の実力検査小テストまで設定されている。

  　小テストの問題は橙だいのお手製だという。

  　湊みなとはそのカリキュラムを見ながら、愕がく然ぜんとするばかりだった。

  　なんという素敵で涙が出そうになるありがた迷惑なのだろう。

  　だいたい〝迷惑〟の部分は完全に自分で種をまき散らしているわけで、橙が作ってくれた勉強の予定表やら問題のプリントやらを眺ながめながら、心の中で何度も橙に土下座した。

  　湊は、家いえ永なが橙という人間を改めて尊敬しつつ、自分のためだけにそこまでしてくれたのに、今いま更さらさすがに「嘘うそでした～」などと、言いだせるわけもなかった。

  「それと明日は日本史もやるぞ。つめこみ系だから、今日よりは楽だろ」

  　この予定通りこなせば、留年云うん々ぬんは別として、たしかに成績はあがりそうなのだが。

  （その前に脳が破裂して死んじゃうかも……）

  　と、湊は机に突っ伏しながら、ふひぃと情なさけない吐と息いきを漏もらした。

  「安心しろ。お前を留年なんてさせん」

  　湊の解答に赤ペンで次々と○×をつけ、細かいコメントまで書き込みながら、橙にしてはやたらと気合いの入った口く調ちようでそう言った。

  　これが本当に留年のかかった状況だったなら、今の橙のかっこいい台詞せりふや頼りがいありすぎな兄貴っぷりに感激して、血ち迷まよって惚ほれてしまいそうになったかもしれない。

  　だけど、今は申し訳ないことに、むしろ身のすくむような心持ちになってしまう。

  「ほら、これ解法のポイント書いておいたから、家でもちゃんと復習しておけよ」

  　瞬またたく間に採点とチェックコメントを書き終えた橙は、へたりこんでいる湊の顔にお手製のプリントをぺらりとかぶせた。

  　ちょうど目線の先にある得点が目に入る。

  　――――三○点（一〇〇点満点中）。

  　なんだか、橙のいい人ぶりと自分のダメっぷりの対比コントラストで、無む性しように泣きたくなった。
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  「ふはあ。生き返るぅぅぅぅ」

  　かき氷をしゃくりと大口で味わった湊が、目を閉じながら叫さけんだ。

  　きぃぃぃんとこめかみが軋きしむような感覚が、湊を襲おそう。だけど、その軋みすら気持ちいい。

  　湊はトントンと、こめかみのあたりを叩たたいた。

  　そのあと、ひんやりじんわり舌の上に拡ひろがるのは、砕くだいた氷の冷たさ。

  　メロンシロップの人工物っぽい、なのに抗あらがいがたい魅力を持った甘味も、口こう内ないに溶けていく。

  　人工甘味料がなんだ！　人類の叡えい智ち万ばん歳ざい！　と、かき氷の盛られたカップを自由の女神みたいに掲かかげて叫ぶ湊みなとが恥ずかしかったのか、橙だいはあからさまに他人のフリをした。

  　かき氷を作ってくれた駄菓子屋のおばちゃんは慣れているのか特に動じず、ぱたぱたと団扇うちわを扇あおぎながら、夕方のニュース番組が流れるテレビに見入っていた。

  　橙と湊は、駄菓子屋のおばちゃんに別れを告げてから、かき氷のカップを片手に、自転車を押しながら歩き始めた。

  　湊はてっきり駄菓子屋の前にある塗と装そうのはげまくったベンチに座って食べていくのかと思っていたが、橙が「ちょっと食いながら歩こうぜ」というので、それに従ったのだ。

  　高校からの帰り道。

  　橙のほうから、駄菓子屋に寄ってかき氷をおごってくれると言いだした。

  　頭の疲れをとるには甘い物が一番だから、ということらしい。

  　すっかり空は暮れていて、夏らしい大きな入道雲が夕映えしていた。

  　入り陽が山の合間にわずかに頭をもたげてオレンジ色の残ざん光こうを照らしてだしていて、まもなく夜のとばりが降りてくるだろう。

  　ミンミン蝉ぜみは啼なくのをやめ、ヒグラシが周囲を満たす音階の主役になっていた。

  「へへ、でもおごってもらっちゃっていいの？　勉強まで見てもらったのに、なんか悪いよ」

  「ああ。ま、今日はお疲れってことでな。明日からはさらに厳きびしくするから」

  「たはは……は。お、お手柔らかに」

  　橙は、しゃくしゃくと無表情のままブルーハワイのかき氷をほおばっている。

  「でもさ、橙ちゃんと帰るなんて、すっごい久しぶりじゃない？」

  「ま、一緒に帰るほどの意味とか用事がなかっただけだろ」

  「うわ～。友達なら、用事がなくても一緒に帰るものじゃん！」

  「そんなことしなきゃ友達じゃないっていうなら、それこそ本物の友情とは思えないけどな、俺は。そんなことしなくても、それこそ流星群みたいに何年ぶりかに会ったって、やっぱり友達だなってすぐに思えるのが、本当の友達なんじゃないか？」

  「……え？　う、ううん。それは、まあ、そうかも……しれないけど」

  　唐とう突とつにそんなことを真面目顔で言われて、言いよどむしかない湊。

  「だろ？　俺らは親友だから、いつも一緒に帰る必要なんてないんだよ」

  「むぅ……」

  　だが、わざとらしいくらい得意げになっている橙の顔をみて、ピンときた。

  　橙は自分をからかっているのだ。

  「そんなこと言ってぇ、本当は、ぼくと一緒に帰るの面倒くさいだけなんでしょ」

  「ばれたか」

  　橙はちょっと口の端はをあげて、わかりにくい笑みを象かたどった。

  「うわ、否定してほしかったのに！　ひっでぇなあ」

  　湊みなとは口をとがらせながら言う。ただその実、冗談まじりではあっても橙だいが自分のことを〝親友〟と口に出して言ってくれたことが、妙にこそばゆくて、うれしかった。

  「二人だけってのは考えてみれば本当にすくないよな。大たい抵ていは伊い緒おがいるわけだし。あかりが引っ越すまでは、ほとんどいっつも五人で一緒だったし」

  「そっか、そうだよね」

  　最近は、橙や鈴すずと帰宅時間を共にすることは極度に減っていたが、湊と伊緒は同じ屋根の下で暮らしているわけで、当然今でも一緒に帰る機会は多い。

  　今日は突発の強制勉強イベントが発生してしまったため、伊緒には先に帰ってもらった。

  　普段はお互たがい帰宅部なので、特に用事がなければ授業が終わったらすぐ、どちらかが掃そう除じ当番のときは手伝いつつ、それが終わったら、一緒に帰るのが日常のコースだ。

  　そのまま橙と湊はしばらく無言で、てくてくと歩いていたが、

  「……なあ湊、ちょっと真面目な話していいか？」

  　湊の後ろを歩いていた橙が、そう言って立ちどまった。

  「真面目な話？　ははっ、だいちゃんが冗談言うことのほうが珍しいと思うけど」

  　と、湊はかき氷をほおばり、笑いながら振り返った。

  「お前さ……伊緒のこと、どう思ってるんだ？」

  　ぶふぅぅぅッ！　と食べていたかき氷を吹きだしてしまう。

  　吹きだした鮮あざやかなメロン色の氷は、盛大に橙の顔がん面めんに付着した。

  「な、ななななんの話!?」

  　悩みの要よう因いんがバレたんだろうかと、腕をばたつかせて慌あわてる湊。

  　橙は青筋を立てながらも、無言のまま冷静にポケットからハンカチを取りだし、湊の吹きだしたメロン色のかき氷を顔から拭ふきとろうとするが、

  「ぎゅ、牛乳くせぇ……」

  　手にしたハンカチから漂ただよう異い臭しゆうに、思わず顔を歪ゆがめた。

  　昼間に湊の顔がん面めんにまみれた牛乳を拭き取ったのが原因であることに、すぐ思い至いたる。

  　橙はハンカチで拭くのを諦あきらめて、仕方なく指で拭ぬぐいとった。

  「てか……そんな慌あわてんなよ。まあ、なんだ。下げ世せ話わなことを聞きたいわけじゃないんだ。むしろ、俺のほうが相談というか、頼み事をだな」

  「そ、相談？」

  　湊はビクッと、そのワードに反応してしまう。

  　あれ以来、潜在意識に〝相談〟がＮＧワードとしてインプットされていた。

  「お前、伊緒のこと好きなのか？　それとも、伊緒はやっぱ家族か？　それなら、あかりが恋愛対象になったりする可能性もあんのか？」

  「……ふ、二人とも……大切な友達だよ。伊い緒おは、どっちかっていえば家族みたいだけど」

  　なんとか自分の動揺を悟さとられないように、そう言った。

  　心をクールダウンさせようと、残ったかき氷をしゃくしゃくと一気にほおばりきったところで、

  「俺……あかりに告白しようと思ってる」

  　ぶぶうぅぅぅぅッ!?

  　湊みなとはまたしても盛大にぶちまけた。今度は、カップごと取り落としてしまう。

  　ついでに、支ささえを失った自転車ががたぁんと横倒しになった。

  「こ、こここここここくこくこけ」

  　リピートに耐えきれず、舌を噛かんだ。

  「おいニワトリ……お前は俺にケンカ売ってんのか」

  　湊がぶちまけたかき氷の残ざん骸がいが、フレームなしの橙だいのおしゃれ眼鏡めがねをメロン色に染めていた。

  　なんだか毒々しい緑色のグラサンみたいになっていて、すごくシュールだ。

  「ご、ごめん……その、だいちゃん。それって」

  　橙は眼鏡をはずすと、それ専用の布でかき氷の残ざん骸がいを拭ふき取った。眼鏡を取ると、橙の精せい悍かんな顔立ちが際立つ。

  「まあ……そういうことだよ」

  　よくよく橙を見ると、夕暮れどきのオレンジの陽射しにまぎれてよくわからなかったが、顔面が朱しゆに染まっていた。

  （激レアだ……また、だいちゃんのレア顔だ……って、あれ……ちょっと待てよ）

  　ちょっと前にも、似たような状況になったことを湊は思い出す。

  〝あかりは、昔からかわいかったぞ〟

  　あのとき、橙は不意にそう口をついた自分の言葉に、ひどく狼ろう狽ばいしていた。

  　湊は単にそういう感想を述べたことに関して恥ずかしがっているのだとばかり思っていた。普段、橙がそういうことを口にしない人だから。

  　だけど、今思えば、そうではなかった――ということになる。

  「い、いつから……？」

  「自覚したのは、あいつがいなくなったあと……かな」

  「マジ……ぜ、全然、知らなかった」

  「誰にも言ってねえから」

  　だいたいお前は鈍にぶいしな、と、橙はやや自じ嘲ちよう気味に笑った。

  　たしかに湊も昔から、橙はあかりに弱いなぁ、とは思っていた。

  　ただそれは、橙の兄貴分的な気質がそうさせているのだと、単純に考えていたのだ。

  「…………そ、そうだったんだ。今までずっと？」

  　湊みなとの頭で、あかりとキスを交わしてしまったときの記憶がぐるんぐるん回転し始める。

  「まあ……。常にアイツのことを思ってたとか。そんな殊しゆ勝しようなことを言うつもりはねえんだ。そんな気持ち忘れかけてた……いや、考えないように、してたのかもしれない。ただ……戻ってきて、気づいたんだ。俺やっぱ、どうしようもないくらい、あかりが好きだったんだ……って。俺はできれば、アイツをしあわせにしてやりたい」

  「……だ、だいちゃん」

  　心臓のあたりに、ズキンと強烈な痛みが走った。

  　言えるわけない。全部、なにもかも。

  「はは、自分でもびっくりだ。俺そんなキャラじゃないんだがな」

  　橙だいの声が、どんどん遠くなっていく。

  「だから、湊。俺とあかりがうまくいくように、協力してくれないか？」

  　声は間近で聞こえているはずなのに、意識がどんどん遠巻きになっていく。

  「こんなこと、お前にしか言えない。頼むよ」

  　どうしよう。

  　――どうしよう。

  　――――どうしよう。

  　――どうしよう。

  　どうしよう。

  「おい湊……聞いてんのか？　どうなんだよ」

  　気がつくと、橙が怪け訝げんそうな顔で覗のぞきこんでいた。

  「あ、ごめん！　う、うん。い、いぃよ……もちろん」

  　今は笑顔でそう答えるしかなかった。

  　橙は「そうか。悪いな、変なこと頼んで」と恥ずかしそうに言った。

  「あかり、ほかに好きなやつとかいねえよなぁ。前の学校とかで」

  「い……いないんじゃないかな。聞いたことないけど」

  　嘘うそをついた。

  　一番嘘をつきたくない親友に。

  　後ろからガッと肩を組まれる。

  「頼りにしてるぞ」

  　橙は、普段見たこともないくらいうれしそうだった。

  　それが、湊をいっそう苦しめる。

  　隠し事なんてしたくない。

  　なんでも言い合える関係でいたいのに。

  　でも、あのことだけは、絶対に言えない。

  （最悪だ。マジで最悪だ――）
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  　湊みなとは橙だいと別れてから、一人とぼとぼと、重い足取りで家路をたどっていた。

  　普段の倍くらいの時間をかけて、ようやく家の前までたどり着いたときには、もう完全に日が落ちて、宵よいの口の空は濃のう紺こんのベールに覆おおわれていた。

  （……ん？）

  　門の石せき柱ちゆうに掲かかげられている〝七夕たなばた荘〟という民宿の表札の前で、はたと湊は気がついた。

  　ぼそぼそと、かすかに話し声がする。

  　誰かいるんだろうか？　と、何気なく玄関を覗のぞきこんでみる。

  （……あ！）

  　湊は思わず、ばっと全身を門の陰に隠かくした。

  （な、なんで……？）

  　わずか七、八メートル先。

  　玄関の前に、伊い緒おとあかりと鈴すずがいたのだ。

  　わざわざ隠れる必要はないかもしれないが、こんな時間になんだろうか。橙のこともあり、妙に胸むな騒さわぎがした。

  　門の陰から顔だけほんのすこし出して、おそるおそる様子を窺うかがってみる。

  　伊緒は暖かそうな毛糸のセーターにストールを羽は織おった格かつ好こうに着替えていた。この季節にはひどく不釣り合いではあるが、伊緒はいつもそうだ。胸のあたりには、伊緒が肌身離さず身につけている、星形のペンダントが鎮ちん座ざしている。

  　学校では校則違反になってしまうので制服の下に隠しているけれど、普段着のときはこうして外に出す形で身につけている。

  　あかりと鈴は、まだ制服のままのようだ。

  　三人は、小声で何事かを話し合っている。

  　玄関の灯あかりが、窓越しに三人の横顔をぼんやり橙だいだい色いろに染めている。

  　幸さいわいこちらには気がついていないみたいだった。

  　湊は門の陰から、こっそりと聞き耳を立てる。

  「みなちゃんに用があるなら、あがって待ってなよ、二人とも。もうちょっとで帰ってくると思うけど、時間かかるかもしれないし。私はこれでも寒いくらいだけど、二人は暑いでしょ？　中ならクーラー効いた部屋もあるし」

  「ああ、伊緒さん、なんてお優しいんでしょう。私、感激してしまいます。私などどうでもいいんです。伊緒さんは自分のお身体からだを第一に考えてください」

  　ぎゅぅぅと、伊い緒おを抱きしめる鈴すず。

  「え、そ、そんなオーバーすぎるよ、鈴ちゃん」

  「いいの。湊みなとが帰ってきてないほうが都つ合ごういいから」

  　と、あかりが言った。

  　ぼくに聞かれちゃマズいことを話すつもりなのか？　ま、まさかあのことを伊緒に言うつもりなんじゃ……と、湊は聞き耳を立てながらも、気が気ではない。

  「伊緒ちゃん、ほんとに湊からなにも聞いてない？」

  「……え？　なにを？」

  「う、ううん。いいの。なんでもない」

  　あかりは、それからすこし押し黙った。

  「……最近、みなちゃん様子おかしかったんだけど、妙に上うわの空っていうか。もしかして、あかりちゃん、みなちゃんとケンカでもしたの？」

  　伊緒が言う。通常の思考回路では、そう思うのも無理はない。

  　湊の心拍数が勝手にバクバクと鼓動の頻ひん度どを上昇させ、制せい御ぎよ不能に陥おちいる。

  「こういうことは、はっきりと聞いたほうがいいですよ、あかりさん」

  　すこしうつむき加減だったあかりが、意を決したように顔をあげ、口を開いた。

  「伊緒ちゃん」

  「は、はい」

  「……湊のこと、どう思ってる？」

  　なんか凄すさまじくデジャブ……と、湊は思わず他ひ人と事ごとのように思った。

  　だが、そんな間の抜けた思考はすぐに振り払う。

  　あかりは、きっと確かめようとしているのだ。

  　伊緒の回答如何いかんによっては、本当にどうしようもない状況に陥おちいりかねない。

  　今すぐ飛び出して、この会話ごと打ち切ってしまいたかった。

  　でも、湊はそうできずにいた。

  「え？　ど、どうって」

  　伊緒の横顔に、わかりやすく動揺の感情が浮かびあがる。

  「そのままの意味。伊緒ちゃん、湊のこと、好きなのかな……って」

  　湊が出て行けなかったのは、その質問に、伊緒がどう答えるのかを聞いてみたかったから。

  　伊緒が、自分のことをどう思っているのか。

  　今までは、ついぞ意識したことなどなかったのに。

  　伊緒への好意を自覚してしまった、あのときから――伊緒の顔を見るたびに、そんな疑問が頭をよぎり、まともに直視することができなくなっていた。

  　伊緒はよく自分と橙を比ひ較かくする。

  　もしかしたら、伊い緒おは橙だいのことが好きなのかもしれない。

  　そんなふうに思ったりもしたのだが、はっきりとはわからないのだ。

  「こんなふうに問い詰めるみたいなの、よくないって思ってる。でも、できれば正直に答えてほしいの。もちろん湊みなとにも、橙にだって言わない」

  　あかりの口く調ちようは、女の子がよく惚ほれた腫はれたで盛りあがるコイバナのそれではない。

  「お願い……伊緒ちゃん」

  　もっと切実な、なにかであるように感じられた。

  　伊緒も、普段学校でその手の質問をされたときは、湊と同じように「そういうんじゃないよ」という、答え方をしていたはずだ。

  　でも、今のあかりはきっと、そういう質問をかわすための答えを望んでいない。

  「…………」

  　それが痛いほど、伝わってくるのだろう。

  　伊緒は、じっとあかりの顔を見み据すえて、言いよどんでいる。

  　重苦しい静せい寂じやくが、その場を支配していた。

  　さっきまでうるさいくらいに聞こえていたはずの虫の声が、今は耳に届かない。

  　心の感じる静けさが増していけばいくほど、湊の鼓動は高鳴る。

  　湊はじっと物音を立てないようにして。閻えん魔ま様さまの前で、地獄行きか天国行きかの宣せん告こくを待っているような心持ちで、伊緒が口を開くのを待った。

  「好きだよ。みなちゃんは……すごく大切な人、うん」

  　頭が沸ふつ騰とうしたように、かあぁっと湊の頬ほおが紅こう潮ちようした。

  　心の奏かなでる音階がアルペジオとなり、一気に天国まで駆けあがっていけそうな気分になる。

  （伊緒も、ぼくのことを――）

  　そう考えるだけで、心臓が今にもバクハツして口から飛びでそうだったけれど、

  「でも……」

  　伊緒のそんな言葉が聞こえて、はっと現実に引き戻された。

  　でも？　なんだというのだろう。

  　もう一度、耳をそばだてた。

  「私が、みなちゃんを……一人の男の子として好きになることは、絶対にないよ」

  　音として耳には届いたけれど、気持ちがうまく言葉を咀そ嚼しやくしてくれない。

  「どうして……？」

  　湊が聞きたかった言葉を、あかりが発した。

  「だって、私は、今が幸せ……。ううん、もし明日その関係がすべて失われたって、私は本当に幸せだったって言えるくらい、もう十分幸せをもらったから。ひとりぼっちで、身体からだも弱い私が、毎日を笑って過ごせるのは、全部みなちゃんのおかげだもの、うん」

  「すごいね……そんなふうに思えるの」

  　あかりは、どこか沈んだ声で言った。

  「すごくなんか……ないよ。私ね、本当の家族はもういないでしょ？　家族と過ごした記憶もない。でも……みなちゃんは、本当の家族ってなにか、教えてくれた……家族よりもっと大切な人だから」

  「伊い緒おちゃん。これ、すごく意地悪な質問だと思うけど……その……」

  　すべてを言い終わる前に、その問いかけの意味を悟さとったらしい伊緒は、

  「この先ね、いつか、みなちゃんが誰かを好きになって、結果として私から離れていくことになっても、みなちゃんさえ幸せなら、私は誰より、そのことを喜べると思う」

  　ゆっくりと、やわらかな口く調ちようで言い切った。

  「だから、それ以上を望もうと思ったことなんて、一度もないの」

  　どんな表情で伊緒がその言葉を紡つむいでいるのか、湊みなとは目を向けることすらできなかった。

  　ぐったりと〝七夕たなばた荘そう〟の大きな表札にもたれかかる。

  　全身に力が入らない。

  　今までの人生で味わったことのない虚きよ脱だつ感かんだった。

  「答えに……なってるかな？　あかりちゃん」

  　伊緒は、吹っ切れたような声こわ色いろで、そう言った。

  「うん。ありがとう」

  「あの男には、もったいないくらいの言葉だと思います、伊緒さん」

  　鈴すずが、どこか悔くやしそうにそう言ったのが聞こえた。

  　本当にそうだと、湊は心底思う。

  　特別なことなんて、なにひとつしてやれていないのに。

  　いつも、伊緒に世話になりっぱなしなのは、自分のほうなのに。

  　伊緒みたいなとびっきりかわいくて、とびっきりのいい子が、自分のことをそんなふうに言ってくれる。大切だと、想ってくれている。

  　それだけでも、何の変へん哲てつもない自分には、本当に奇き跡せきみたいなことなんだろう。

  「……きっと、それを聞いたら泣いて喜びますよ。素直バカですから。むしろ、泣かなかったら私がどんな手段を使ってでも泣かせてみせます」

  「い、言えないよ、そんなの。恥ずかしいもん、うん」

  　あの日より前にその言葉を聞いていたなら、きっと無邪気に喜べたに違いない。

  　なのに今は、心が素直にうれしいと言ってくれない。

  　ありがとうって思ってくれない。

  （はは……だいちゃん、俺は告白する前に、ふられちったみたい）

  　内心でそう自じ嘲ちよう気味につぶやくと、その実感が不意に喉のどの奥を震ふるわせる。

  　ふと見あげた空の暗さは、湊みなとの心情そのものみたいに思えた。

  　そんな夜空できらめく天あまの川がわに別たれながら、ひときわ輝かがやく織姫ベガと彦星アルタイル。

  　一年に一度しか出会えなくても、エイエンに愛し合っている二人。

  　いつも一緒にいるけど、そうなることはない伊い緒おと自分。

  　どちらが幸せなのか。自分ならどちらを望むのか。

  　今の湊には答えをだせない。

  　そのあとも、女子三人は何事かを小声で話し合っていたようだったけれど。

  　湊の頭は心に刻きざみこまれた伊緒の言葉を自動的に繰り返すばかりで、もう湊の耳には、その話し声は届かなくなっていた。

  　ややあってから、「じゃあ、また明日ね」とあかりの声が聞こえて、足音がこちらに近づいてきたのがわかった。

  （や、やば――）

  　湊は、あかりと鈴に気づかれないよう、そっとその場から離れる。

  　ぐるりと近所を周しゆう回かいして、十分に時間を置いてから家に戻ることにした。

  

  　がらりと、玄関の引き戸を開けると、ぱたぱたとスリッパの音が聞こえる。

  　ビーズの連つらなった暖の簾れんをあげて、

  「みなちゃん、おかえり！　遅かったね～」

  　伊緒は、肩にかけられたストールを握にぎりながら、そう笑った。

  「ご飯、冷めちゃったから、温め直すね。待ってて、うん」

  「い、伊緒！」

  　湊はその笑顔から目が離せないでいた。

  　あまりにも愛いとおしくて。愛おしすぎて。

  　いっそ全部自分だけのものにしたくて。

  　今すぐにでも駆け寄って抱きしめたい。

  　そんな恐ろしい衝動に駆られてしまう。

  　でもそれはできない。しちゃいけない。

  　だって、伊緒が、そんなこと望んでなどいないのだから。

  「……どうしたの？　みなちゃん」

  　玄関で立ちつくす湊を、伊緒が不思議そうに見つめた。

  　切なくなるくらい、あたたかくて優しい眼まな差ざし。その顔を見ているだけで、口を開いたり、すこしでも気を抜いたりすれば、心のダムが決けつ壊かいしてしまいそうだった。

  　それでも、必死に我慢した湊は、精一杯――

  「ううん。ただいま！　ふあぁ、おなかへった～～」

  　いつも以上に、笑顔をはじけさせたのだ。

  「はいはい。すぐ用意するよ。で、勉強どうだったの？　はかどった？」

  「聞いてよ！　だいちゃんってばもうひどいんだよ～。あれ鬼だよ、鬼教師！　なんかストップウォッチまで持ってきちゃってさ――」

  　食堂に向かいながら、身振り手振りで、湊みなとは橙だいとの勉強イベントのことを、おもしろおかしく話した。

  　食卓に座っていた祖そ父ふは、置物みたいに無言で座ってテレビを見ていた。

  　テレビの音がちょっとうるさかったけれど、気にせずに伊い緒おとの話を続けた。

  　伊緒は、うんうんと頷うなずきながら、笑うポイントがやってくるたびに、本当におかしそうに笑ってくれる。ただそれだけで、くすんですすけて詰まってしまった心の入り口が、晴れやかになっていく気がした。

  （これで……いいんだ。これで）

  　自分の気持ちを、一方的にぶつけるなんてこと、できるはずがない。

  　伊緒を悲しませたり、負担になったりするのだけはイヤだった。

  　いつまでも、こうやって笑ってくれる伊緒を見ていたい。

  　伊緒だけじゃない。

  　湊にとっては、本当にみんな大切な、大切な存在なのだ。

  　橙も、あかりも、伊緒も、鈴すずも、誰も欠けてほしくない。

  　五人のピースでこそつくれる星の形を、けっして失いたくない。

  　あかりが戻ってきてくれたとき、これでようやくずれていた歯車が、嘘うそのようにうまく回ってくれるはずだと、湊は思っていた。でも、現実は自分の感情だけではどうしようもないところで、いっそうの軋きしみをあげていたのだ。

  

  　それでもきっと、どうにかなる道があるはずだ、と、湊は神様との約束があるからこそ信じられた。

  　ただ、神様との約束に頼るばかりじゃなくて。

  　こうして、伊緒を笑顔にさせられるのと同じように。

  　自分の力で、なんとかしなくちゃいけない。

  　大切なものを、大切なままで。

  

  　変わらないものと信じて、ずっと大切にしていきたいから。
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  第三夜　夏祭りと、あかりの秘密

  

  　七月五日。

  　金曜日の午後というのは、どこか浮き足だっているものだが、この日は「七夕たなばた前夜祭」を明日に控ひかえていることも手伝って、その空気にいっそうの拍はく車しやがかかっていた。

  　ちょっと廊下を歩けば、そこかしこで祭りの話をしている生徒にぶち当たる。

  　星せい条じよう高校の生徒は星ほし無な町に住む人たちばかりではないけれど、星無町の七夕前夜祭はこのあたりでは有名で、誰もが知っているイベントだ。

  〝晴れ七夕〟ではない今年は、祭りは前夜祭のみ。

  　七夕の日には必ず雨が降り、祭りができないからだ。

  　前夜祭は、〝晴れ七夕〟ほどの規模ではないにしろ、県外からも観光客がやってくるほど、このあたり一帯ではビッグなイベントだ。

  　今年は土曜日にあたるため、人出も多いだろう。

  　……だというのに。

  「ほれ、あと一分」

  「……ぐむむうぅぅぅ」

  　例年ならば、今頃はお祭りのことで頭がいっぱいになっている湊みなとの頭ず脳のうは今、最も早はや意味不明な文字の羅ら列れつでしかない数式で満たされていた。

  「詰まったら、とりあえずわかるとこから埋めてけ」

  「……わ、わからない」

  「ん？」

  「わかるところがどこか、わからない」

  「…………」

  　焦しよう点てんの定まらない目で問題用紙と解答用紙を交こう互ごににらみつけながら、そうつぶやいた湊を、橙だいは若じやつ干かん哀あわれみのこもった視線で流し見てから、深いため息をついた。

  　同時に、ぴぴぴぴとストップウォッチのアラームが鳴り響く。

  「…………はい、終了」

  　いろんな意味でな、と橙はつけ加えた。

  「五分休憩したら、今度は英単語の暗記な。昨日やったとこの復習テストもするぞ」

  「ふひぃぃ。だいちゃんの鬼ぃ、悪魔ぁ」

  　湊はシャーペンを握にぎりしめたまま、身を投げだすように力なく机に突っ伏した。

  　橙は、湊の答案にすらすらと○×をつけながら、丁てい寧ねいなコメントを書きこんでいく。

  　あれから毎日、放課後はおろか、昼休みまでこの調子なのである――むしろ、鬼教師橙の厳きびしさは増す一方だった。

  　忙しい中で、自分のためにがんばってくれているのは、すごくありがたい。

  　ただ、橙はこの一週間、なんというかひどくカリカリしている感じがする。

  　原因はわかっている。あかりのことだ。

  　協力するとは言ったものの、湊みなとも具体的な策さくがあるわけでもない。しかも、あかりはなぜかあれ以来、橙だいと湊をあえてのけ者にするようにして、伊い緒おと鈴すずと常に一緒にいた。

  　告白はおろか、二人がいい空気をつくる雰囲気さえ微み塵じんもないまま、一週間が経過していた。

  　あかりが湊に対して普段通り接してくることだけが、唯ゆい一いつの救いだったが。

  「だいちゃ～ん」

  「なんだよ。甘えた声だしても課題は減らさんぞ。ただでさえ、進み遅いんだからな。期末まで時間がない」

  「そうじゃなくてさぁ、もう明日、お祭りなんだよ？　七夕たなばた前夜祭だよ!?」

  　手は動いたままだったが、橙の眉まゆがぴくっと反応したのを湊は見み逃のがさなかった。

  「……だから？」

  「今日はもう勉強やめにしてさ、明日のお祭りのプラン練ろうよ！　名づけて、だいちゃんのあかりらぶげっちゅーさくせ――もごごっ」

  　センスのカケラもない作戦名を大声で口走った湊の口に、橙は採点途中の答案をこれでもかとばかりに押しつけた。

  「声がでかい。誰かに聞かれたらどうする」

  「も、もがが（ご、ごめん）」

  　答案用紙に鼻と口をふさがれて息ができない湊は、バタバタと慌あわただしく手をばたつかせる。

  「ご、ごががぎ（ぐ、ぐるしぃ）」

  「で……どういうプランなんだ？」

  　橙は手の力を緩ゆるめた。

  「はぁ……はぁ。し、死ぬかと思った」

  「いいから言えよ」

  「だ、だからさ、お祭りのとき告白しようよ！　これ以上ないシチュエーションじゃない？」

  　表情を変えないまま、ぴくんと橙の眉だけが反応した。

  「祭りで、か」

  「そう！　久しぶりに五人そろったんだから、みんなで遊びにいってさ、気分も盛りあがるわけじゃない。だいちゃん、射しや的てきとか得意なんだからさ。いいところ見せて。お祭りでいい雰囲気になったら、だいちゃんとあかりを二人きりにして……そこで一気に！」

  「たしかに、悪くは……ないな」

  「でしょでしょっ！」

  　珍しく、橙が湊のいうことに感心したように頷うなずく。

  「でもよ、そううまくあかりと二人きりになれるか？　行くとしたら、五人で行くわけだろ」

  「そこはなんとかなるよ、たぶん！」

  「そういうのは作戦とは言わねえよ」

  「大丈夫だよ。ほら、最後の花火が終わると、帰る人で一気にごった返すじゃん？　その人混みにまぎれちゃったりして、はぐれたふりして、手つないだりして」

  「ば、て、手なんか！」

  　と、橙だいの顔がかぁっと赤くなる。

  「たとえばの話だよ？　だいちゃん、なに今から照れてんの」

  「て、照れてねえよ！　はぁ……俺、本気で不安になってきた。明日、か」

  　橙は心底不安げな声こわ色いろで、背もたれに身を預けるようにして天井を見あげる。

  　湊みなとは机の上で組んだ自分の腕に顔を埋うずめるようにしながら、そんな橙を眺ながめていた。

  （なんか……変なの）

  　不安なんて無縁そうで、いつだって誰より落ち着いていて、いつだって誰より頭がキレて、どんな問題でもさらりと解決してしまうのが、家いえ永なが橙という人だと思っていた。

  　子どものときから、ずっと変わらずそうだったのだ。

  　そんな人が〝恋〟というやつで、こんなにも思い悩なやむなんてこと。

  　正直なところ、想像だにしていなかった。

  「だいちゃん……ほんとにあかりのこと、好きなんだね……」

  　だから湊は思わず、そう口に出してしまったのだ。

  　橙は湊をちらりと見やってから、体たい勢せいを戻し、ため息をついた。

  「……自分でもわかってる。らしくねえって。はは、だせえよな。普段はクール気取ってるくせにな。俺だっていつも通りにしてえよ。でも、なんか、こう……どうにもならないのな、こういうの……」

  　好きという、どこにでも転ころがっているはずのありがちな気持ち。

  　でも、橙をこんなふうにさせているのは間違いなく、あかりへの恋心なわけで。

  　なんだか、不思議な感じがした。

  「だいちゃん、ぼく、がんばるから！　あかりと、だいちゃん、うまくいくように！」

  　それは湊の本心であり、必死に考え、たどり着いた結論だった。

  「だから声でけえんだよ、お前は」

  「はは、だいちゃん心配性だなぁ。昼休みの生徒会室なんて、誰もこないって」

  　あかりに好きだと言われたこと。

  　でも、自分は伊い緒おのことが好きということ。

  　伊緒がそれを望んでいないこと。

  　それらのことを、今はまだ橙には言えないということ。

  　でも、もし自分なんかよりも、あかりにふさわしい人が、あかりのことを好きでいるなら……あかりは、傷つかずにすむんじゃないか。

  　湊みなとは、そう思ったのだ。

  　勝手知らない人間などではなく、ほかならぬ橙だいならばなおさらのこと。

  　生まれたときからずっと一緒にいて、あかりだって橙を信頼していることは間違いない。

  　橙なら、絶対にあかりを不幸にしたりしない。

  　それだけは、確信できる。

  「でも、橙ちゃんがそんな調子じゃ、本当に告白なんてできるか不安だなぁ、ぼく」

  　そう。だからこそ、うまくやってもらわなくてはいけない。

  　あかりが橙にイチコロになってしまうような、そんな告白をしてもらわなくては。

  「ん……改めてそう言われると、自信揺らぐな。したいと、思ってるけど。俺、自分から告白したことねえし」

  「む、されたことならあるって口ぶり」

  　キランと湊の目が光り、にやぁと嫌いやらしい笑みが浮かぶ。

  「……まあ、なくはないが」

  　橙はモテるから、そういうことはあるだろうとは思っていた。

  　でも、橙はＯＫを出してもいないのに「いやぁ、俺○○から告白されちった」なんて言いふらすような人ではないから、湊でさえもそういった話を聞いたことはなかったのだ。

  「だいちゃんモテるからなぁ」

  「お前はされたことないのかよ、告白」

  　ぎくっとして、一瞬どう答えようが悩なやむが、

  「あ、……あるわけないじゃん！」

  　二週間前にされたばかりの人生初告白のことは、橙には絶対に言えないのである。

  　ここは話を切り替えるしかない。

  「って、ぼくのことはいいじゃん！　告白するのはだいちゃんでしょ？　告白されたときのこと思い出してみたら？　自分ならできそうかなって」

  「…………わからん。だが、きついな、改めて自分ですること考えると」

  「どんなふうに告白するつもりなのさ」

  「まあ、ふつうに……好きだ、つきあってくれって……言うつもりだが。その、たった一言のはずなのに、いざ伝えようと思うと、結構難しいもんだな」

  「ふむむん。じゃあさ、ぼくが練習台になってあげる！」

  「はぁ!?」

  　突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだした湊に、橙が目を見開いて驚く。

  「ほら。ぼくをあかりだと思って。どーんとこい」

  　湊はどーんと言いながら、自分の胸を叩たたく。

  「ばっ――お、思えるかよ！　キモいな！」

  「贅ぜい沢たく言わないでよ！　練習しておけば、ちょっとは慣れるかもしれないでしょ？　そりゃ相手が男じゃイヤだろうけど。ほかに相談できる女の子がいるわけじゃないんだろうし」

  「む……それは、そうだが」

  　湊みなとと目を合わさず逡しゆん巡じゆんする橙だい。

  　こほんと、ひとつ咳せき払ばらいをしてから、湊を見つめる。

  「ほら、はやく」

  　橙は、ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せながら、目を閉じた。

  　脳内で、あかりだ、あかりだ、と、妄もう想そうフィルターをかけようとしている橙の真剣な顔が、なんだか、やたらおかしかった。

  　どんなときだって、橙は人一倍真面目だ。

  　橙は、目を開けてもう一度湊を見つめた。湊もそれに視線をあわせると、脳内セットが完了したせいなのか、橙はどこか気恥ずかしそうに視線を外はずすし、

  「す…………き、だ。つ、つきあって……ほしい、ん……だが」

  　と、やたら時間をかけて言った。

  「…………終わり？」

  「…………ああ」

  「ノウッ！　ぜんっぜん、だめ！　ぐっとこないよ、だいちゃん！」

  　湊は腕をクロスさせて大きなバッテンをつくった。

  「こられても困るっつーの……」

  　橙はうらめしそうに湊を見つめて、うなだれた。

  「そんなことないよ！　ぼくはいま女の子の……あかりの気持ちになりきってるんだから」

  　と言って、ふんと鼻を鳴らす湊。

  「やっぱりやめようぜ……本気ではずい」

  　湊はすくっと立ちあがり、向かい側にいた席から、橙のすぐ隣となりの席に陣じん取どった。

  「なにいってんのよ！　そんなことで告白なんて成功すると思ってんの!?」

  「念のため一応聞くが、それ……あかりの真似じゃないだろうな」

  「うん。似てるでしょ？」

  　湊は内心、結構な自信があったので、得意満面にニッと笑うが、

  「キモい。ウザい。やめろ」

  　橙に有無を言わさぬ強い語ご調ちようで拒否された。

  「う、うるさい！　あんたのために雰囲気だしてあげようと思っただけなんだからねっ!?」

  　だが、湊はそれに懲こりず、あかりの口く調ちようを真似して詰め寄った。

  　橙は眼がん前ぜんに迫せまった湊のやわらかいほっぺを、ぐにぃぃと摘つまみあげた。

  「いひゃいひゃぃ」

  「や・め・る・か？」

  　橙だいの眼鏡めがねの奥で鈍にび色いろに光る眼がん光こうが怖こわい。

  「ひゃ、ひゃぃ。ひゃめる」

  「よし」

  　橙は湊みなとの頬ほおから手を離して、ため息をつく。

  　なんだか、大事なものを汚けがされた気分だったのかもしれない。

  　湊はちょっと調子に乗りすぎたことを反省する。

  「ま……まあ、そしたらさ、とりあえずシチュエーションだけでも想像してみてよ。話しながら、こうやって隣となり合ってさ。お祭りのあと、神社の周りの竹林の道を二人きりで歩いてます」

  「なんかやたら具体的だな……」

  「あ、そうだ。だいちゃん眼鏡外はずしてみたら？　そのほうがカッコいいよ」

  　湊は、橙の眼鏡をひょいと持ちあげて取り去ってみた。

  　眼鏡を外した橙は、そうしているとき以上に男前に見える。

  　あかりも橙が眼鏡を外したところなんて、ほとんど見たことがないはずだ。

  「ほらほら！　絶対こっちのほうがいいって！」

  「なんも見えねし……歩けねえし」

  「告白する直前にさっと外せばいいじゃん。そしたら、普段とのギャップで、あかりも思わずドキッとすること間違いなしっ！　それに顔がちゃんと見えないほうが、緊張しないかもしれないよ？　よく言うじゃん。緊張したら人をジャガイモだと思えってさ。そんで、明日の誕生日、二人で祝おうぜ……とか言ってみたり！」

  「お前……協力するフリして楽しんでねぇか？」

  「そ、そんなことないってぇ」

  　橙の珍しい反応が若じやつ干かん楽しいのは否定できないが、湊なりに真剣なのは本当だった。

  　なにしろ五人の関係を守れるかどうかが、橙の告白にかかっているのだ。

  「ぼく、これでも大真面目なんだから」

  　湊の姿がぼやけているのか、見えにくそうに目を細める橙。

  　だが、湊の声こわ色いろが真剣そのものだったことは、伝わったようだ。

  「わかった……わかったよ。俺も真面目にやってやる」

  　意を決したように、橙が湊の肩を掴つかむ。

  （お……）

  　端たん整せいな顔立ちと鋭するどい眼まな差ざしが、湊の顔を正面から射い抜ぬくように見み据すえる。

  　おそらく、橙からは湊の顔がぼやけて見えているのだろうが。

  　湊は、自分が女の子、あかりだったらと、内心でセットする。

  「お前のこと……昔から、ずっと好きったんだ。俺とつきあってくれないか？」

  　真剣な橙だいの表情と声こわ色いろ。すこし見えにくいのか、瞳ひとみを細めると、光こう彩さいがわずかに潤うるんでいるように見えて。それが妙な色っぽさに変わっている。

  　思わず無駄にキュンとしてしまう湊みなとがいた。

  　なりきっているとはいえ、男の湊でさえ、こうなのだ。

  　あかりだって、きっと。

  「うん！　いいよ、だいちゃん！」

  　と、親指をあげてグーサインを象かたどる。

  　今のはよかった！　これならいけるかも！　と、湊が思ったその刹せつ那な。

  ――ガタンッ。

  　と背後で音がする。

  　虚きよを突かれたように、湊と橙がそのままの体たい勢せいで振り向くと、

  「…………」

  　入り口に立っていたのは、あかり、鈴すず、伊い緒おの三人。

  　伊緒は目を見開いて率直な驚きを隠かくさず。

  　鈴はあらあら、と言いたげに手を口にあてて。

  　あかりは、完全に顔がひきつっていて。

  

  　橙、眼鏡めがねまで外はずして湊に積せき年ねんの思いをマジ告白 → 湊は「うん！　いいよ！」と親指までたてて快かい諾だく → 橙は感かん極きわまって湊の肩にがっしり手を乗せ（今ここ）→ ご想像にお任せします。

  

  　三人が直感的に把は握あくしたのは、こんなシチュエーションだったのではないか。というか、三人の目はそう訴うつたえている。

  「あ、こ、これは――」

  　橙が取り繕つくろおうとした瞬間、

  「お取り込み中だったみたいね。ごめん、邪魔して。聞くつもりなかったんだけど」

  　般はん若にやが笑ったらこんな顔かも？　と思わせるような表情になったあかりは、

  「ご・ゆ・っ・く・り――!!」

  　ぴしゃんっ！　と、力任せにドアを閉めた。

  　残された二人は顔を見合わせる。

  　お互たがいの顔からさぁぁーっと血の気が引いたのが、よくわかった。

  「うわあああああああ!!　も、もしかして、今なんか誤解された!?」

  「もしかしてじゃねえ！　ぜ、絶対誤解されてるぞ！　はやく解いてこい！　俺が行っても言い訳くさすぎる。俺、このままじゃ、このままじゃ……このままじゃあああああ」

  　頭を抱かかえて、感情むきだしにのたうち回る橙だいを、湊みなとは初めて見た。

  　たぶん、これから一生見ることはないだろうけど。

  「ちょ、ちょっと待って～～！　誤解だって、誤解！」

  　三人がばたばたと小走りで生徒会室をあとにする音がする。

  　湊も、はじかれるようにして立ちあがり、三人を追いかけた。

  　一人準備室に残された橙は、ひとしきりのたうち回ってから、午後の授業開始の予よ鈴れいが鳴り響くまでの間しばらく放心状態であった。

  



  
    ★
  


  

  　どうにか三人の誤解が解けたのは「生徒会が文化祭でシークレット企画している演劇の稽けい古こに協力していた」という理由で納得させることができた、放課後になってからだった。

  「そうなの……ま、まぎらわしいことしてんじゃないわよっ!?」

  　と、湊の鼻をぐりぐり押しながら怒おこったのはあかり。

  「家いえ永ながくん、さすがだね。演技もうまくって。主役やるの？　そっかぁ。もう真しんに迫せまりすぎてて、びっくりしちゃったよ、うん」

  　と、気まずいような、ほっとしたような笑顔を浮かべる伊い緒お。

  「あら、私はそっちの気を否定しませんよ？　くすくす。結構お似合いだと思いましたけど」

  　と、底意地の悪そうな笑顔を、愉ゆ快かいげに振りまく鈴すず。

  

  　湊のでっちあげた嘘うそのせいで、今年の文化祭における生徒会の出し物が演劇になってしまいそうだということも、それはそれで橙を悩ませることになったが、あらぬ誤解が解けないままよりは一〇〇〇倍マシだと橙は涙をのんだのだった。

  　そのあと、祭りを五人で一緒に回るという約束を無事とりつけた。

  　というか、あかりたちが生徒会準備室にわざわざきたのは、それを言うのが目的だったらしいのだが。なんというか間まが悪かったとしか言いようがない。

  　気を取り直して、祭りをどう回るかの計画を立てているとき、

  「……ん？」

  　あかりが、じっと自分の顔を見つめていたことに湊は気がついた。

  　その視線は、あのときと似ていた。

  　すこし上うわ目め遣づかいで、艶あでやかに潤うるんでいるような。

  　あかりは、湊と目が合ったことに気づくとすぐに目をそらした。

  「ど、どしたの。なんか顔についてる？」

  「な、なんでもないわよ。ばか」

  　あかりはすぐに平然を装よそおって、みんなの会話の輪に戻る。

  　湊みなとも、なにも気づかなかったような顔をするしかなかったけれど。

  　その胸はたとえようのない、もやもやした感情で満たされていった。

  



  
    ★
  


  

  「おせえな……」

  　橙だいは腕時計をちらりと見やる。

  　時刻は六時半。夏場とはいえ陽はすでに落ち始めており、祭りの中心となる神社の境けい内だいを囲むように林りん立りつする竹林の合間から、茜あかね色いろの夕陽が漏もれ差していた。

  　人混みのざわめきが大きくなるにつれ、そこに囃子はやし太だい鼓この音が混ざり始めていた。

  　太鼓はまだ本番前の練習中なのか、途切れ途切れでリズムを刻きざんでいる。

  「なんかね、女の子は準備に時間がかかるんだって、伊い緒おが言ってた」

  「それはわかるが……それを見越して準備し始めればいいんじゃないのか？」

  　最初は湊も伊緒と一緒に出かけるつもりだったのが、私服のあかりと鈴すずが家にやってきて、ここで着替えるから先に出ていって、と追い出されてしまったのだ。

  「ぼくなんて、準備五分で終わっちゃったんだけどね」

  「お前はシンプルすぎだろ。その甚じん平べい、そろそろ卒業したほうがいいと思うが」

  　橙は灰色ベースに縦たてのラインが入った綿の浴衣ゆかたに黒帯を巻きつけて、ぱりっと着こなしている。なんだか一昔前の文ぶん豪ごうみたいな雰囲気だ。

  「ん？　これ今年新調したんだけど……おかしいかな」

  「……去年もおととしも、同じのじゃなかったか？」

  「違うよ！　去年はここに朝顔の絵が入ってたの、おととしは金魚！」

  　と、背中に描えがかれた刺し繍しゆうを見せようと、橙に背を向ける。

  　今年は笹ささと短たん冊ざくの刺繍が縫ぬい込まれている。

  「覚えてねえよ……基本は同じだろうが」

  「これが違うんだな。なんと、サイズもＳからＭに変わってます！」

  　と、誇ほこらしげにＶサイン。

  「……そうかよ。どうでもいい情報をありがとう」

  「ひどい！　ぼく、はじめてのＭサイズで超うれしいのに！」

  　紺こん色いろの甚じん平べいに身を包んだ湊のズボンは、膝ひざ小こ僧ぞうから下は露ろ出しゆつさせる腰ばきのハーフパンツくらいの長さだ。袖そでの短い上じよう衣いに、履はき古した雪せつ駄た。

  　そのお祭り用軽装スタイルは、童顔の湊に似合っていると言えば似合っているが、橙との対比もあって、その印象をいっそう子どもっぽくさせていた。

  　湊みなとはぶーぶーと不平を言い続けたが、橙だいは慣れたように適当な相づちでいなした。

  　湊も愚ぐ痴ちをいうのにすぐ飽あきて、また二人で無言の待ちぼうけ。

  　それから十分が経過しても、まだ三人はやってこない。

  「……ちゃんと待ち合わせ場所、ここって言ったのか？」

  「言ったよ～。出る前にも確認したし」

  　事前に決めていた集合時間をすでに三十分も超過している。

  　橙は腕を袖に通して交差するように組み、太い鼻はな緒おの下駄をコツコツと小こ気き味みいいリズムで踏みならしていた。どう見ても落ち着いているときの橙の雰囲気ではない。

  　三人が時間に遅れてイライラしているというよりは、むしろソワソワしているという感じ。

  　普段いかにクールな橙といえど、これから長年の思い人に気持ちを告げようかというのだから無理もないことかもしれない。

  （うまく、いってほしいなぁ……）

  　湊は祈るような気持ちで、そんな橙を見つめていた。

  「さすがに限度ってもんがあるだろ。伊い緒おのケータイに電話してみろよ」

  「伊緒、ケータイ持ってないよ」

  「あ？　そうだったか……？」

  「伊緒、すっごい機械オンチだもん」

  「そういや、あかりもケータイ持ってなかったよな、たしか」

  「うん。そんなのに縛しばられるのイヤとか、中学のときから言ってたし」

  「鈴すずは？」

  「変な機械に頼ると人間本来の勘かんが鈍にぶるから持たないんです、って」

  「あっそ……つーか、女子陣全ぜん滅めつかよ。高二にもなってまだ三人とも持ってないとは……」

  　待ち合わせ場所に指定していたのは、星ほし無な神社の鳥とり居いの前である。

  　祭りの待ち合わせ場所といえばここを指定する人が多い。

  　ちょっと見渡せば、きょろきょろと忙せわしなく周囲と見回したり、時計を何度も見返したり、「よぉ」「まったぁ？」「ううん、今きたとこだぜ」「うふふ、そっか！」……って、あなた、ぼくたちがくる前からいたじゃん！　と思わず横から突っ込みたくなるような人まで、いろんな待たされ人たちが散さん見けんできる。

  「お・ま・た・せ」

  　と、背後から聞き慣れたあかりの声が聞こえた。

  　振り返ると、いつの間に近づいたのか、すぐ間近に伊緒、あかり、鈴の三人がいた。

  （お、おぉぉ……）

  　と、湊は思わず心の中でうなってしまう。

  　伊緒は白、あかりは黄色、鈴は黒。

  　三者三様の浴衣ゆかた姿は、周りに数あま多たいる浴衣姿の女の子たちの中でも、とびきり輝かがやいていた。

  　その美び貌ぼうが気になるのか、周囲の人たちの視線を集めている。

  「お待たせ。ごめんね、みなちゃん。私の準備が手間取っちゃって」

  　湊みなとの目に真っ先に飛び込んできたのは伊い緒おの浴衣姿だ。

  　元来清せい楚そではかなげな印象のある和風美人の伊緒は、とりわけ浴衣が似合う。

  　ベースは白で、紫色の撫子なでしこと星模様が織り込まれている絵え柄がらだ。

  　去年も着ていた浴衣だったが、なんだか今年は印象が違っていた。

  （い、伊緒……かっわいいなぁ）

  　湊の口元がだらしなくゆるむ。

  　見え方が変わってしまったのは、自分が伊緒への好意を自覚したからなのだろうかと、湊はドキドキと胸を高鳴らせた。

  「こら、なにじーっと見てんの。視線がやらしいのよっ！」

  　ぴんっ！

  「いてっ。じ、じっと見てなんか――」

  　鼻を人差し指でこづいたのは、あかりだった。

  （お、おぉ……）

  　活発な印象のあかりには、黄色の浴衣がよく映はえていた。

  　ちょっと季節外はずれではあるが、赤やオレンジ色の紅葉もみじが散らされている。

  　髪型もいつもとは違う雰囲気で、ひとつに結ゆいあげている。

  「あ、またやらしい目つきになってる」

  「安心してください、お二人とも」

  　そう落ち着いた口く調ちようで言ったのは鈴すずだ。

  　黒を基調に、カラフルな蝶ちようの描えがかれた浴衣を凜りんと着こなしている様さまは、一見すると、そのすらりと高い身長と相まって、まるでモデルのような立ち姿だ。

  　ぱっと見ただけでは、とても同じ年には見えないだろう。

  　だが、

  「湊さんが不ふ埒らちなことをしようものなら――躊ちゆう躇ちよなく、いかせていただきますから」

  　それを自らぶちこわすブラックな笑みを浮かべ、右手にもった小物入れから、例の呪い人形をちらりと覗のぞかせた。

  「楽しいお祭りに持ってこないでよ、そんな呪のろいのグッズ！」

  　湊は先日の一件を思い起こして、ぶるっと身み震ぶるいする。

  「だからこそ、です。用心にこしたことはありません」

  　小物入れを閉じると、いつのまにやら鈴は元の落ち着いた淑しゆく女じよの仮面をかぶっていた。

  「ねね、それよりどう？　初めて見るでしょ、私の浴衣。似合ってる？」

  　あかりは裾すそを掴つかんで、湊みなとと橙だいの前でくるんと一回転して見せた。

  　そうなのだ。あかりと祭りにくるのは二年ぶりだったけれど、昔のあかりは「動きにくい」という理由で浴衣ゆかたは着ていなかったはずだ。

  　だから、なんとなくあかりは普段着でくるものと思っていたのだが。

  　間近で見ると、なんというか――本当に……かわいい。

  （って、ぼく何考えてんの!?　だめだめ、ぼくは伊い緒おだし、あかりはだいちゃんと――）

  　こんがらがった思考と頬ほおの火ほ照てりを鎮しずめるように、湊がぶんぶんと首を振ると、

  「か、かわいいな……すげえ似合ってる」

  　と、横にいる橙があかりを誉ほめた。

  「え、そう？　橙に言われると、なんか照れちゃうね」

  　思わぬ方向からの反応だったのか、あかりは頬を赤らめて、うれしそうに笑う。

  （おお！　だいちゃん、今のナイス！）

  　湊は心の中で橙にグーサインを出した。

  「橙も似合ってるよ。なんか大人おとなっぽいね、誰かさんと違って」

  「そ、そうか？」

  　橙は、口の端はをすこしだけ上げた。

  　ふつうの人が見たら、怒おこっているようにすら見えるだろうが、四人の中でそんなことを思う者はいない。橙はこういう笑い方なのだと、昔から知り尽くしている面子メンツなのだ。

  「なんだよー、誰かさんってぼくのこと!?」

  「ほかに誰がいるのよ。そんなガキ丸出しの格かつ好こうで。一緒に歩くの恥ずかしいわよ！」

  「あ、あかりだって浴衣なんて女の子っぽい格好しちゃってさ、らしくないじゃん！　いいですよ～、ぼくと一緒に歩いてくれなくたって。だいちゃんと歩けば！」

  　湊としては、それは売り言葉に買い言葉。いつもと同じようなあかりとの言い合いであり、橙への助け船も含めた言葉のつもりであった。

  「…………」

  　だが、そんな湊の軽口に、あかりは一瞬思いのほか傷ついたような顔つきになり、口をつぐんでしまったのだ。

  （あ……しまった）

  　その寂しげな瞳ひとみを悟さとってしまった湊は、焦あせったが、

  「う、うるさいわねっ!?　言われなくてもそうするわよ！　橙、いこっ！」

  　遮さえぎるように、一瞬であかりはすぐにいつもの調子に戻った。

  「え？　あ、お、おい。あかり！」

  　橙の浴衣の袖そでを引いてズカズカと大おお股またで歩いて行ってしまうあかり。

  　それは、湊の望んだ光景――のはずだ。

  　その様子を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

  「湊みなとさんて、本当にデリカシーないですね」

  　じろりと湊をにらんで、そうぽつりと言ったのは鈴すずだった。

  「え、そ、そんな……だって今のは」

  「あかりちゃんね、本当は楽しみにしてたんだよ？　みなちゃんにも、新しい浴衣ゆかた誉ほめてもらえるかなって。ここまで歩いてるときも、ずっと気にしてて」

  「……伊い緒お」

  　そんな道すがらのあかりの様子を想像するだけで、心がちくりと痛んだ。

  　それに伊緒にそんなふうに言われると、殊こと更さらに、とてもむずがゆい心持ちになる。

  　伊緒はあかりと自分のことをどこまで知っているのだろう、と不安にもなった。

  　沈みゆきそうになる気持ちを、それでも湊は奮ふるい立たせた。

  　だって、これから本当に久しぶりに五人そろっての七夕たなばた前夜祭が始まる。

  　みんなと笑顔のままでいたい――今の湊の願いは、ただ、それだけなのだ。

  「わ、わかったよ。あかりにはあとでちゃんと謝る！　だから、ぼくたちも行こう！　お祭りだよ、お祭り！　楽しまなくちゃ！」

  　鈴と伊緒は顔を見合わせる。

  「仕方……ないですね」

  「……そうだね、みなちゃん。ちゃんと、あかりちゃんに謝ってね？」

  　湊はおうっ！と、にかっと笑ってから、先に行ってしまった二人を追いかけた。

  

  　鳥とり居いから連つらなる階段を登りきると、急に視界が開けた。

  　出で店みせは神社の境けい内だいまでの道をぐるんと囲むようにして、道なりに連なっている。

  　林りん道どうには煌こう々こうと赤い光を灯ともす提ちよう灯ちんが、奥のほうまで絶え間なく吊つるされている。

  「うわぁ、今年も出店いっぱいだね！」

  　湊はこの景色が、ちょっとした異世界にでも迷い込んだみたいで、なんとも言えず好きだった。

  　時折風が吹くと、竹林の葉がさやさやと音を立てながら、提灯と共に揺れた。

  　二人に追いついた湊は、あかりにすぐ「さっきはごめん」と謝った。

  　あかりはちょっと間をおいてから、「べつに気にしてないわよ。あんたに言われたことなんか」と、湊の顔を見ずに言った。

  　それから五人は、祭りの出し物を巡めぐっていく。誰かが興味のある出店があると、逐ちく一いち立ちどまっては、それに興きようじた。

  　特に金魚すくいは、湊の独どく壇だん場じようだ。湊は、すでに毎年やってくる露天商のおじちゃんから顔を覚えられ、恐れられるほどの存在なのだ。

  「やっぱりきたか、坊。今年の金魚は特に活きがいいぜ。去年のようにはいかないかもな」

  　と、毎年おなじみの台詞せりふを吐はいて、にんまりと強こわ面もてのひげ面づらを崩くずした。

  　湊みなとの横で挑ちよう戦せんしている伊い緒おはすぐにポイが水にひたってやぶけ、鈴すずも一匹すくうのがやっとの状態だというのに、湊はひとつのポイがふやける気配もなく、手て練だれの手さばきで、十匹以上をあっという間にすくいあげていく。

  「お、どこのべっぴんさんかと思ったら、そこのお嬢は久しぶりじゃねえか。去年引っ越したって聞いたが、こっち戻ってきたのかい？　ずいぶんと女っぽくなっちまってなぁ。こりゃ男もほっとかねぇわ。坊たちは両手に花じゃねえか。うらやましいね、このこの」

  　湊の職人芸を横で覗のぞきこんでいたあかりに向かって、露天商のおじさんが言った。

  　覚えていてくれたのがうれしかったのか、女っぽくなったと言われたのがうれしかったのか、あかりは口元をゆるめて、

  「そ、戻ってきちゃった。おじちゃんは、ずいぶん老ふけたね」

  　と言って、笑っていた。

  　そのとき、あかりの吐と息いきが湊の首筋に吹きかかり、ドキッとした湊は思わず手元がくるってしまった。二十匹目をすくいあげたようとしたところで、ポイはあえなく沈没。

  「あぁぁ、まだとれたのに」と、がっくりする湊に、露天商のおじちゃんは拍手を送った。

  「いや、十分だぁ。坊には参った参った。これ以上やられてたら、金魚いなくなっちまわあ」

  　そんな芝居がかったおじちゃんの悲しげな台詞に、五人は一いつ斉せいに笑った。

  　五人はそれぞれ二匹ずつをビニール袋に分けて入れてもらい、残りは水槽に戻して、その場をあとにした。

  　打って変わって、射しや的てきでは橙だいの独壇場となった。

  　まず腕ならしと言わんばかりに、小さいお菓子などの景品を次々と打ち落としていく。

  　一回の挑戦で三発。湊も挑戦してみるが、的まとにすら当たってくれない。六発目にようやく一番下の段にあった小さなチョコ菓子に命中したが、斜ななめにすこしずれただけで、結局倒れてはくれなかった。

  　橙はふと、隣となりにいたあかりに「なんかほしいのあるか？　なんでもいいぞ」と聞いた。

  　あかりはそんなことを言われたのが初めてだったからか、すこし戸と惑まどっていた。

  　途中で買ったチョコバナナをほおばりながら、景品を一通り見回し、最終的にあかりが指さしたのは、一番上段に鎮ちん座ざしている中サイズのパンダのぬいぐるみであった。

  　どう見ても、射的の、軽いコルク弾だまでは打ち落とせそうにない。そのぬいぐるみの笑顔が「やれるもんならやってみぃ」という不敵な挑戦状にすら思える。

  　橙は着実に、パンダのぬいぐるみの右、左と交こう互ごに撃うちこみながら、徐じよ々じよに位置を後ろにずらしていく。

  　そして、十二発目のコルク弾だまが命中したとき、ボトンとパンダのぬいぐるみが上段から滑すべり落ちたのだ。

  　あかりが、「わあ！」と声をあげて喜ぶ。

  　テントの中でパイプ椅い子すに座っていた狸たぬきの置物そっくりなおばさんは、おもむろに立ちあがり、鐘かねを鳴らした。

  　最初に落としていた景品もあわせていっぺんに受け取った橙だいは、「やるよ」と、パンダのぬいぐるみだけをあかりに手渡した。

  　あかりは「あ、ありがとう」と、ちょと恥ずかしげに人形を胸に抱いた。

  　その様子を、橙は愛いとおしげに見つめている。

  （だいちゃん、超ナイス！）

  　湊みなとは心の中で橙にグーサインを送った。

  　その甲か斐いもあってか、あかりと橙は終始いい雰囲気で、湊たちのすこし前を二人並んで歩き、楽しそうに話しこんでいた。

  

  　そのあとは、食欲重視。わたあめをみんなで回し食いしたり、焼きそばを食べたり、イカ焼きを食べたり、五人でカルメ焼きに挑戦したり、この祭りでしか売っていないフルーツ牛乳を湊が一気飲みしたり、鈴すずが易えき者しやさんとなにやら怪あやしげな会話で話しこんでいたり、伊い緒おがおみくじで大吉を引きあてたりしながら。

  　五人は七夕たなばたの前夜祭を存分に満まん喫きつしていった。
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  　ひゅ～～～どぉぉぉん！

  　時刻も八時を回り、すっかり暗くなった神社の賽さい銭せん箱ばこの前。ぱらぱらと音を上空に散らした打ち上げ花火の残り火が、五人の顔に影を落とした。

  　境けい内だいのすぐ横には短たん冊ざくを結ぶ専用の笹が用意されていて、お参りを終えた人たちは思い思いの色の短冊を結びつけていた。

  　お参りをしたあとに、短冊をこの笹に結びつけるのが、この祭りの恒こう例れいなのだ。

  　境内の壁には「短冊あります。三○○円」という若じやつ干かんぼったくり感のある文字が躍おどっている。

  「お。花火、始まったみたいだな」

  　笹に青の短冊を結びつけながら、橙が空を見あげる。

  「はー、これで今年の祭りもあとちょっとかぁ」

  　続いて二発目の花火が打ちあがり、光がしだれ柳やなぎを象かたどると、周囲から歓かん声せいがあがった。

  「綺き麗れいだねぇ、ね、みなちゃん？」

  　お参りを終えた伊い緒おが、空を見あげながらやってきた。手には薄紫色の短たん冊ざくを手にしている。

  「そ、そうだね」

  　伊緒は湊みなとから隠かくれるようにして、笹の裏側にくるりと回りこんだ。

  「伊緒、今年はどんなお願いしたの？」

  　自分の短冊を、用意された脚きや立たつに登って上のほうに結びながら、湊は聞いた。

  　伊緒はおかしそうに笑いながら、

  「ん～、みなちゃんがもっと成績あがりますようにって、お願いしたよ」

  　と、笹の裏側から顔だけだして、自分の唇くちびるに人差し指を当てた。

  　伊緒の笑顔に、三発目の花火がもたらす白はつ光こうがかぶさり、湊の胸をときめかせる。

  「こういうときだけは、日本人に生まれてよかったと思いますね」

  　と、続けて鈴すずもやってきた。鈴の短冊は――黒かった。暗がりの中で見間違えたのかと一瞬思ったが、目をこらしてみても、やっぱり黒い。

  「ちょっと……鈴、短冊が黒いんだけど……」

  「なにか問題でも？」

  「いや……ど、どんな願いなの？」

  　湊が言うと、鈴はにやりと笑って、本当に、聞きたいんですか？　と、短冊以上に黒々しい不ぶ気き味みな笑みを浮かべて言った。

  　湊は「結構です」と、それ以上深入りしないことにした。

  　笹に吊るされた鈴の不吉げな短冊が、脚立から降りるときにちらりと目に入ったのだが、白で書き込まれた文字は、達筆すぎて湊には解読不能だった。いっそうの不気味さを醸かもしだすそれに引き気味になりながら、まだあかりがきていないことに気がついて、境けい内だいのほうに目をやる。

  （あかり……どうしたんだろ）

  　あかりは賽さい銭せん箱ばこの端はしのあたりで、目をぎゅっと閉じ、手を合わせていた。

  　お参り、というよりは、まさにそれは祈りのように思えた。

  　あかりがようやくお参りを終え、こちらにやってきた。

  「ずいぶん長かったね、あかり。そんなに願い事たくさんあったの？」

  　湊は黄色の短冊を結び始めたあかりに、そう声をかけた。

  「ん、まあ……ね。いろいろ。私、欲深だからさ」

  　あかりは自じ嘲ちようするように笑う。

  　あかりが短冊を結び終わっても、しばらくそこで花火を眺ながめていたかったのだが、あとからあとからやってくる、短冊を持った参さん拝ぱい客きやくに押しだされるようにして、五人は場所を移動せざるをえなくなった。

  　五人は人の波に逆らわないようにして、盆踊り会場になっているやぐらが建てられている広場にたどり着く。

  　もうすでに盆踊りは始まっていて、小さな子どもから、若じやつ干かんスローテンポなおばあちゃんまで、同じ囃子はやし太だい鼓このリズムにのって、ゆるやかに踊っていた。

  　そこに定期的に打ちあがる花火の音が、花を添えていく。

  「むかしはよく、五人でこれ踊ったわね」

  　あかりが昔を懐なつかしむように、つぶやく。

  「そうだな。あ、子どもこけた」

  　橙だいの視線の先。やぐらの上で、五歳くらいの男の子が転ころんでいた。隣となりで踊っていた同い年くらいの女の子が走り寄って、大丈夫？　と聞いているようだった。

  　最初は今にも泣き出しそうな顔になっていた男の子だったが、女の子のほうを見てから、強がり丸出しの表情に切り替わって立ちあがり、また踊りだした。

  「おー、えらいえらい」

  　橙はその男の子に遠巻きから拍手を送った。

  「そういえば、湊みなとさんはむかし、やぐらに登らされただけで大泣きしてましたよね。高いところが怖こわかったとかで」

  「え……そ、そうだっけ」

  「あんなふうに、踊りでこけたときも泣いてたなぁ」と、橙。

  「ほしかったお面、お小遣い足りなくて買えなかったときも、泣いてたね」と、伊い緒お。

  「極きわめつけはあれよ。祭りで一人だけはぐれちゃったとき。迷子センターで大泣きしちゃっててさ。私たちがきたの見て、みんなのばかぁって、また大泣き」と、あかり。

  「う……ぼくは、覚えてないけどなぁ」

  「楽観的な人間は、都つ合ごうの悪いことから忘れると言いますしね」

  　最後にまた鈴すずの追い打ちだ。

  「むー、なんだよ、みんなして！」

  「あ、見て！　かわいい！　なんだか、昔の私たちみたい」

  　あかりが指さした先で、五人の少年少女たちが手をつなぎながら、盆踊りの輪に加わっていた。それはたしかに、自分たちの昔にかぶる光景だった。

  　伊緒もあかりも鈴も橙も、おかしそうに、懐なつかしそうに、目を細めていた。

  「あ、そうだ！　ぼくたちも盆踊り参加しない!?」

  「はぁ？　俺らくらいのやつはもう盆踊りはやらねえだろ、ふつう」

  「そんなこと言わずにさ。みんながまたそろってお祭りこれた記念に。ね？」

  　湊はみんなに順番に笑いかける。

  　四人はどうしようかと、視線を交差させていたが、

  「はーいはい！　ぼくたちも参加させてくださーい！」

  　一曲終わったタイミングを見み計はからって、湊みなとが真っ先に盆踊りの輪の中に飛びこんだ。

  「あらら。秋あき坂さかんとこの湊ちゃんじゃない。それにいつものお友達も。大きくなったねぇ」

  　すぐ前にいたのは、湊たちを子どもの頃から知っている近所のおばちゃんだった。

  　そんなに久しぶりに会うワケじゃないのに、会うたびに「大きくなったねぇ」と声をかけるのが口くち癖ぐせの人だ。

  「みんな若いのに踊ってくれるの？　いいよいいよ、はいりなさい」

  　すこし気まずそうに、四人は苦にが笑わらいしていたが、おばちゃんにも強ごう引いんに促うながされて、並んで輪の中に加わった。

  　そうして新しい曲が始まり、湊たち五人は子どもの頃のわずかな記憶と、周囲の人たちの踊りを頼りに、戸と惑まどいながらも、なんとか動きをそろえようとしていた。

  「ほっ！　やっ！」

  　だというのに、真っ先に飛び込んだ湊の踊りだけ、タイミングがズレズレ。踊り方もなんだか変だったが、心底楽しそうに踊っているのだけは周囲にも伝わっていた。

  　そんな湊の踊りを見て、伊い緒おが笑う。

  　するとみんな吹きだすように、自然に笑いあっていた。

  「あんたら、ほんといつまでも仲よくていいなぁ。大事にしなきゃいかんよ」

  　湊の前で踊っていたおばちゃんが振り返り、五人に向かって言う。

  「もちろん！　ぼくたち、エイエンの仲間だもん！」

  　湊は一人だけ違う踊りを舞い踊りながら、おばちゃんにＶサインをした。

  



  
    ★
  


  

  「つ、疲れた……」

  「忘れてたわ……盆踊りって、結構ハードなのよね」

  「……な、情なさけねえが、マジで足がいてぇ。明日筋肉痛かもしれん」

  「お、おばあさんたちの驚きよう異いの体力はどこからくるんでしょう……」

  「こほっ……ちょ、ちょっとがんばりすぎちゃった」

  　盆踊りを途中で抜けだした五人は、若い身み空そらでへとへとに疲れ切った顔を並べながら、両りよう脇わきに竹林の並び立つ道の脇で、休憩を取っていた。

  　上空では、相変わらず、様々な種類の花火の競演が続いている。

  　だけど、時間的にそろそろクライマックスなのだろう。

  　連続で何個もの花火が上がり始めた。

  「伊緒、大丈夫？　ごめん、ぼくが強引に参加させちゃったから」

  　横で咳せきこむ伊緒を、湊は心配そうに見つめた。

  「う、ううん。楽しかったからいいの、ありがとう」

  　伊い緒おは、けほっと咳せきこみながらも、にっこりと笑った。

  　懐ふところから取り出したカイロを、頬ほおにあてて、気持ちよさそうにしている。

  　暗がりの中では、伊緒の白い肌はその対比からか透き通らんばかりに純度を上げる。

  　湊みなとはそんな伊緒をとても綺き麗れいだとも思うが、同時に、今にも消えてしまいそうな儚はかなささえ漂ただよわせる雰囲気に、不安にもなるのだった。

  「たーまーやー！」

  　湊がそんな逡しゆん巡じゆんを振り払うように、夜空に向かって大声を張りあげる。

  「やめろって、はずい」

  「かーぎやー！」

  「あ、あかりまで……お、お前らなぁ」

  　橙だいは仕方ねぇなあという感じで、眼鏡めがねを手で押さえながら、ため息をついた。

  　そんな橙の様子に、あかりと湊は目を合わせ、くくっとおかしそうに笑った。

  　あかりと湊がケンカをしたり、グルになっていたずらをしたりして、それが橙を困らせて。

  　なんだか子どもの頃に戻ったみたいだった。

  　だが、湊は忘れていない。

  　これから、橙は一世一代の大仕事をしなければいけないのだ。

  　今日の橙とあかりの雰囲気はけっして悪くなかったはず。

  　これなら――きっと。

  　それに、短たん冊ざくにも書いた。

  　五人がこれからも笑顔でいられますように。

  　だいちゃんとあかりが、うまくいきますように。

  　もう湊は信じて祈ることしか、できない。

  

  　やがて、ひときわ大きな大たい輪りんが夜空を艶あでやかな光で彩いろどった。

  　今日一番の大玉花火。パンフレットによると、富士菊とかいう名前らしい。

  　色の違う花弁が、何層にも連つらなって、四方八方に咲き乱みだれる。

  　本当に一瞬のためだけに咲き誇ほこる、だからこそ美しい一日花。

  　ぱらぱらと散り揺れ、やがて夜よ闇やみに滲にじみゆくようにして消えた。

  　久ひさ方かたぶりに夜空に舞い戻る、太古から永えい劫ごうに続いてきた闇と静せい寂じやく。

  　ややあって、花火の終わりに気づいたのか、そこかしこから拍手が巻きおこり、みるみる連れん鎖さして大きくなっていった。

  　祭りにきていた人たちみんなが同時に帰り支じ度たくを始め、同じ方向に歩き始めていた。

  「さて……私たちも帰りましょうか？　みなさん」

  　鈴すずがすっと立ちあがった。さっきまで歩いていた林道に、あっというまに初はつ詣もうでのときのような人波が押し寄せる。

  　湊みなとは、橙だいに目め配くばせした。橙もそれに呼こ応おうして、頷うなずく。

  「帰ろう！　まあ、もし途中ではぐれてもみんな一人で帰れるよね？」

  「きっと、湊さん以外は大丈夫ですよ」

  「ちょ、ちょっと……どういう意味それ！」

  　そして、五人は人混みの中に紛まぎれ込んだ。

  　行列の中はまさにおしくらまんじゅうさながらの、大混雑だった。

  　あっちに押され、こっちに押されしながら。

  　四人の姿は人波の中に消えていき、背の低い湊にはあっという間に、確認できなくなる。

  　最後に橙の姿をみたとき、隣となりに黄色い浴衣ゆかたが見えたので、

  （よしよし……だいちゃん、あとはまかせたよ）

  　と、湊は安心して人波の勢いに身体からだを預けていたのだが、

  （……ん？）

  　ふと、誰かに手を握にぎられた。

  　やけに、細い指だったので伊い緒おの手かと思った。

  　だが、人波に逆さからうようにして、その手は湊を引っ張り始めた。

  （な、なになに？　伊緒……？　ど、どういうこと？）

  　もし、これが伊緒なのだとしたらと思うと、胸が高鳴った。

  　その手はやたらとがっちりと握られていて、離れそうもない。

  　だが、やがて、人波をかきわけて抜け出したとき、

  「あ、あかり!?　（う、嘘うそ！　なんでなんで!?　だいちゃん、なにやってんだよ！）」

  　その手を握っていたのが黄色の浴衣に身を包んだ少女だったことがわかった。

  「ちょ、ちょっとまってあかり！　あかり！」

  　あかりは答えず、湊に背を向けたまま、どんどんと湊をいずこかに引っ張っていった。
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  　短たん冊ざくが飾られた笹の前であかりは足をとめると、そのまま境けい内だいの裏側に回り込む。

  　そこでようやく、あかりは湊の手を離した。

  「……は、はは。あかり、どうしちゃったの……かな？」

  　湊はわざとらしく、平へい静せいを装よそおう。

  「どうしちゃったの、はないでしょ？　湊」

  「あ、もしかして遊び足りない!?　だいちゃんとか、みんなもあとできたりするの？」

  　あかりは、湊みなとに背を向けたままだ。

  　さっきまであふれんばかりだった人出は、花火の終わりと同時に一いつ斉せいに引けたのか、境けい内だいの周りは二人以外の気配はなく寂じやく然ぜんとしている。

  「そんなわけないじゃん……わかってるくせに」

  （マズいマズいマズいマズい……この展開はマズい）

  「ねえ……私たち……キス、しちゃったよね？　あれ、夢とか幻まぼろしとか、私の妄もう想そうの産物じゃないよね？」

  「う……うん」

  　キス、という言葉に、湊の胸はうずく。

  　それはまるで、人の心を惑まどわせる魔法の言葉みたいだった。

  「なのに、湊そのあと、なにも言ってくれなくてさ。ひどいよ。最悪よ。男らしさゼロ。いつか女泣かせて刺されちゃえばいいのよ」

  「そ、それは……」

  　あかりは、くるっと湊のほうに向き直った。

  　浴衣ゆかたの裾すそが、舞うように遅れてついてくる。

  「う・そ。怖こわがってたのは……私のほう。湊に答えをだしてほしいような、ほしくないような……こんなに悩むなら、あんなことしなきゃよかった～とか、そんなことばっかり考えて、あのときの話をするのが、怖くて。これでも、この二週間ろくに眠れなかったんだからねっ!?」

  　漆うるし塗ぬりの下駄が、しゃくりと地面を踏む音がする。

  　一歩一歩、近づいてくる。

  　湊は警戒心から、身体からだを強こわ張ばらせてしまう。

  「湊、伊い緒おちゃんのこと、好きなんでしょ」

  「えっ!?　あ、そ、その――なんでそんな、こと」

  　間近で発せられたあかりの思わぬ言葉に、湊は狼ろう狽ばいする。

  「顔に描かいてある」

  　と、あかりは湊のほおをツンと人差し指でついた。

  「私を傷つけたくない、とでも思ってるんでしょ」

  　図ず星ぼしだった。

  「そういうのムカつくわよ、本当に。でも湊、なんだかんだ言って、ムカつくくらい優しいのよね……そこが好き、大好き」

  　すでに一度想いを告げているからなのか、あかりは躊ちゆう躇ちよなくその言葉を口にする。

  「ぼくだって……。あかりのこと、本当に大切、だよ。でも――」

  「知ってるよ。昔から。湊が一番大事なのは、仲間。友達としての私だもの」

  　あかりは笹に歩み寄り、人々が願いをこめた短たん冊ざくをひとつひとつ眺ながめる。

  「みんな、かわいいこと書いてるよね。あ、これなんていいな。おとうさんと、おかあさんと、たっくんをずっと大好きでいさせてください、か。私も昔書いたなぁ。五人でずぅっと一緒に遊んでいたいですって。ははっ、そんなことできるわけないのにね」

  　あかりは短たん冊ざくを手に取りながら、いくつか読みあげていったが、

  「私がさ、この町を離れた理由、わかる？」

  「……え？」

  　短冊がたくさん垂れ下がった笹から、ひょこっと顔だけ覗のぞかせる。

  「湊みなとが好きなんだって、気づいちゃったから。二年前の晴れ七夕たなばたの日に、願いをかける前に」

  「そ……そんな。それでどうして！」

  「みんなのことも、大好きだから。みんな同じ七夕生まれで、特別な仲間……ってやつ？　本当にね、運命みたいなもの、感じてたの。でも、湊が、エイエンの仲間でいられるように、神様にお願いするって言い出したとき……すごく胸が苦しくなって」

  　笹の裏から、再び全身を現すあかり。

  　その黄色い浴衣ゆかたが、月明かりに照らしだされる。

  「あんたのバカ無邪気に笑ってる顔を、ひっぱたいてやりたくなって」

  　あかりが滔とう々とうと話す言葉を、湊はただ受けとめることしかできない。

  「それからは、ずっとその想いに囚とらわれてた。あんたの友達でいる自分に耐えられそうになかった。もし、ほんとにそれがエイエンになっちゃったら、どうしようって。そして、想いを伝えるわけにもいかなかった……だって、そうしたらきっと壊こわれるもの……五人の特別な関係が。それを壊すのが私になるのにも、耐えられなかった。なのに、日に日に大きくなっていくのよ？　私の中の、汚きたない感情……湊を独り占めにしたいって。そんな私に、みんなはいつもどおり接してくるの。あたたかいままなのよ。私だけが、どんどん汚よごれた存在になって、みんなから遠くなっていくみたいだった」

  　あかりは、自じ嘲ちようするように微笑を浮かべた。

  （……ぼくは……そんなつもりじゃ）

  　湊は、自分が心から信じて、神様に誓ったあの約束が、こんなにもあかりを縛しばり、傷つけていたことに、ひどくショックを受けていた。

  「私ね……みんなの優しさが灯ともすあたたかさで、まるで低温やけどみたいにゆっくり自分の心が傷ついていくのに気づいたの。みんなの優しさに近づくのが……怖こわくなったの」

  「そんな……」

  「私のこと、嫌いになった？」

  「き、嫌いになんか……なるわけないじゃないか」

  「いいの？　嫌いにならなくて。今の私はね、壊したいんだよ。湊が大切にしてるもの。湊が信じているもの。湊を、守っているもの全部」

  　あかりはそう言うと突然、湊みなとに駆け寄り抱きついた。

  　そのままの勢いで、境けい内だいの渡り廊ろう下かに湊を押し倒す。

  「あ、あかり！」

  「全部壊してから、湊を奪うばって、さらっていきたいの」

  　あかりは恥じらいながらも、自分で浴衣ゆかたをはだけさせた。

  　あかりの白い肌が、鎖さ骨こつが、胸元が、闇夜の中にあらわになる。健康的に、小麦色に日焼けしているのが当たり前だったあかりの肌は、いつのまにこんなに白くなったのだろうか。

  　青白い月の光と、お祭りの提ちよう灯ちんの赤が入り混じった妖よう光こうがそう見せているのか。湊を見下ろすその雰囲気は、同級生の女の子のそれではなく、たしかに一人の女性のものだった。

  「なにやってんだよ……こんなの、らしくないじゃないかっ！」

  「らしい……？　私らしいって、なに？　いつもみたいに、湊を罵ば倒とうすること？　湊をこづいちゃったりすること？　男みたいな格かつ好こうして、男友達みたいなケンカすること？」

  「そ、そうじゃなくて……」

  　そんな寂しそうな、悲しそうな目で、見ないでくれ。

  　頼むから――お願いだから。

  　あかりらしく、元気いっぱい笑ったり、怒おこったりしてほしくて。

  　生まれたときから一緒にいる幼おさななじみとこんな状況になっても、湊の胸の内は後こう悔かいからくる苦く汁じゆうでひたひたに浸ひたされていく。

  「……そんな、寂しそうな目しないでよ」

  　だが、先にそう言ったのはあかりのほうだった。

  「お願い……嘘うそでもいいから……私を好きって、言ってよ」

  　あかりの声は苦しげに揺れ、湊の頬ほおにぽとりと一粒の涙が落ちた。

  「あかり……泣かないで」

  　最も早はや、湊はあかりにいつも通りの笑顔を向けることができなかった。

  　それでも、自分の上に乗ったままのあかりの目め尻じりに手を伸ばし、今にもこぼれ落ちそうな水滴を拭ぬぐう。だが、かえってあかりの涙はあふれ、湊の顔にぽたりぽたりとこぼれ落ちる。

  「……昔みたいな友達には、もう戻れないの？」

  　それは卑ひ怯きような言い方だと、湊は自分でもわかっていた。

  　それでも、戻れるなら戻りたいと――あかりが言ってくれないかと。

  　わずかな期待を込めたのだった。

  　だが、あかりは無言のまま、結んでいた髪をほどいた。ずっと結ゆいあげていたのでよくわからなかったが、あかりの髪は思っていたよりも長くなっていた。

  　あかりが湊に覆おおい被かぶさると、髪がしだれ落ち、毛先が鼻に触ふれた。

  　蜜み柑かんのような柑かん橘きつ系の、魅み惑わくの香りがした。

  「ごめん……私には、時間がないの」

  　その言葉の意味が、湊みなとには飲みこめなかった。

  「ど、どういう……んっ」

  　甚じん平べいの上じよう衣いの紐ひもをほどいたあかりの右手が、すっと上衣の中に入ってきて、湊の素す肌はだに触れた。あかりの手はずいぶんとひんやりしていて、触れられた胸のとがった部分がぞくりとし、条件反射で身体からだがわずかに反り返る。

  「や、やめ――ろって！」

  　湊はぐっと力を込めて、あかりの手を掴つかみあげた。

  「きゃっ」

  　湊はその勢いで、体勢を逆転させようとした。

  　掴みあげたあかりの右手を床ゆかに押しやり、上下が入れ替わる。あかりの全身を、湊が渡り廊下に押しつけるような格かつ好こうになった。

  　だが、その半ば無理矢理な一連の動作は、あかりの浴衣ゆかたをさらに乱れさせ、豊満な半球形の胸をほとんどあらわにした。

  　あまりにも艶なまめかしい情景に思考が硬こう直ちよくし、湊はしばし身じろぎできなかった。

  　どれくらい、そのままでいただろうか。

  　空気が、空間が、世界そのものが、時をとめているかのようだった。

  　どくんっ、どくんっ、と脈打つ鼓動と共に血が一点に集中していく。

  　湊はそんな自分の生理的であり心理的でもある反応を――ひどく恥じた。

  　だが、そそり立つその証あかしは、あかりの身体に触ふれてしまっている。

  「ご、ごめ……」

  　喉のどがカラカラに渇かわいて、次の言葉が出てこない。

  　ごくり、と自分の喉が勝手に鳴るのを、どこか他ひ人と事ごとのように聞いていた。

  　身体を離そうとする湊を、あかりの自由になっている左手が引きとめた。

  「いいの……うれしいよ。ね。湊の好きにして、いいんだよ？」

  　あかりはその証に、そっと手を伸ばそうとする。

  「私を、傷つけたっていいんだよ。その傷で、湊を縛しばれるなら」

  　涙混じりの声でそう言うと同時に、涙が目め尻じりから流れ落ちた。

  　その雫しずくはあかりの頬ほおとうなじをつたって、無人の境けい内だいにシミをつくった。

  「あかりが戻ってきてくれて、本当にうれしかったのに――さっきまで、あんなに楽しく……みんなで笑ってたのに。神様に、みんなで約束したことはなんだったんだよ！」

  「湊……神様が約束を守ってくれるなら、湊の願いを叶かなえてくれるなら、どうして神様は私に湊を好きにさせたの？　私がこの町を去るのを、とめられなかったの？」

  「……そ、それは」

  「認めようよ。願いを叶えてくれる神様なんて、いないんだよ」

  　その言葉は、湊みなとの心をつなぎとめていた最後の糸を完全に断ち切ってしまった。

  「なんでだよ……なんで、そんな、聞きたくないことばっかり言うんだよ！　めちゃくちゃだよ……あかりが、戻ってこないままのほうがよかった！」

  　言ってはいけないことを言ったことに気づき、湊ははっと口をつぐむ。

  「そう……よね。ごめん」

  「あ、い、今のは――違うんだ！」

  　そのとき。

  「な、なにやってんだ……お前ら」

  　その声にはっとして、湊はあかりから手を離して飛びのく。

  　声のした先に呆ぼう然ぜんと立ちつくしていたのは、橙だいだった。

  　はぐれた二人を走って捜し回っていたのだろうか、肩で息をしている。

  　あかりは、乱れた浴衣ゆかたを瞬時に直し起きあがった。

  「あ、あかり！　まっ――」

  　あかりは橙の声に耳を貸さず、その横を通り過ぎる。

  　その方向は、星ほし無な町に戻る鳥とり居いとは反対側。山に入る鳥居しかない。

  　橙はややあってから、ゆっくりと湊に向き直った。

  「……どういうことだよ、湊」

  「…………」

  「お前も……」

  「…………」

  「俺、こないほうがよかったか？　お前ら捜してたら、声が聞こえたからさ。はは、協力するとかいいながら、お楽しみ中だったのか？　陰かげで二人して、間抜けな俺を笑ってたのか？」

  　かぁぁあ、と湊の顔が真っ赤になる。

  　最後のそれだけは、一番言われたくない、思ってほしくない言葉だった。

  「違うよ！　だいちゃん……違うんだ！」

  「……じゃあ、なにがあったっつーんだよ！」

  　橙は激げつ昂こうし、神社の柱をガンッと殴なぐりつけると、はぁ……はぁ……と、息を荒あららげた。

  「……悪い。お前のバカみたいによく通る声が、最後のほうだけは聞こえてたから……お前がそんなつもりじゃないって、わかって……るけど」

  　橙は、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で、ぎぎと歯を食いしばった。

  「追いかけろよ、湊。俺じゃない。お前の役目じゃないのか？」

  「…………」

  　湊は無言でしか応こたえられなかった。

  「行けよ！　これ以上、俺をバカにするなよっ！」

  　橙だいの握にぎりしめた拳こぶしが、声が、全身が、怒いかりからなのか、無念さからなのか、わなわなと震ふるえているのがわかって、湊みなとは心が鋭するどいかぎ爪づめでかきむしられるようだった。

  「だいちゃんが、追いかけたほうがいいよ」

  　そう言った湊の目に、感情と呼べるものは宿っていない。

  　湊の弱った心は、かき消されるように空中に滲しみだすばかりだった。

  「なに……？」

  　橙の声が強こわ張ばる。

  「ぼくは、あかりの望むものをあげられない」

  「お前……」

  「ぼく、だめなやつでいいから……ううん、ほんとにだめなやつだから……だから、ぼくを蹴け落おとして、だいちゃんが、あかりの心をカッコよく助け出すんだ……そうしたらさ、あかりとだいちゃんはうまくいって、それで――」

  　ガッと、頭に白い閃せん光こうが走った。

  　身体からだが地面に叩たたきつけられてようやく、橙に殴られたのだとわかった。

  「…………はは、ひでえなぁ」

  　口に鉄の味がじわりと拡ひろがる。

  　どうやら口の中が切れているらしかった。

  　それでも痛みは感じなかった。

  「……見み損そこなったぞ、バカ野郎」

  　橙はそれだけ言い残すと、あかりの走り去った方向に足早に駆けていった。

  　湊は地にひれ伏したまま、顔をあげることができないでいた。

  「ぼくに、どうしろって……いうんだよ。どうしようも、ないじゃないか」

  　土に零こぼすように、小さな囁ささやきを吐はき落とす。

  　つーっと、口の端はしからつばに混じって血が垂れ落ちた。

  　鉄を直接噛みしめているようなその味は、今の湊の気分そのものだった。

  　一番守りたかったものが、崩くずれてしまった……。

  　手ひどくふたつの頂点が欠けてしまった星形ペンタゴンは、どうすればまた元の形を象かたどって、輝かがやいてくれるのか、皆かい目もく見当もつかない。

  　どうして、こうなってしまったんだろう。

  　誰かが、悪かったんだろうか。

  　なにかを、間違えたのだろうか。

  　その罰として、この結果がもたらされたのだろうか。

  　もっとうまくやれば、違う道があり、違う結果に導けたのだろうか。

  　何度も、何度も、そんな疑問を反はん芻すうした。

  　なにもかも、全部自分が悪かったと思いこむことは、ひどく簡単だった。

  　それでも、湊みなとはそこに逃げこみたくなかった。

  　このバッドエンドを逆転する裏ルートが、まだ存在するかもしれないから。

  　楽天的な人は都つ合ごうの悪いことを忘れると、さっき鈴すずは言った。

  　ならば自分が忘れているその中に、鍵があるかもしれない。

  　真っ先に、嫌な思い出を呼び起こそうと、必死になった。

  　あかりがいなくなるまでの記憶を、あの頃の思い出を。

  　でも、ダメだった。

  　どこを振り返っても、五人でいれば最終的にはいつも笑い合っていたから。

  　どこを切り取っても、五人そろった思い出の感情には楽しさしか残っていなかったから。

  　だから、湊は自分にとって恐ろしい結論にたどり着いた。

  

  　いつまでも続くと思っていた五人の特別な関係は初めから――恋にむいてなど、エイエンの方向にむいてくれてなど、いなかったのではないか。

  

  　湊は地面に大の字に寝ころんだ。

  　子どものときから、小さな悩みを消すためにそうしてきたから。

  　だけど今は、いくら空を見あげても、消えてくれない。

  　空には、闇夜を覆おおう厚い雲がゆっくりと増え始めていた。

  　七夕たなばたの日に必ず雨が降るこの町に、七月七日がまもなくやってくる。

  　風も強くなり、雲の流れが速くなっていく。

  　そんな雲の流れを、湊はただ見つめていた。

  　竹林が、固い葉をすりあわせるように、さやさやと音を鳴らす。

  　時間だけが、ただ経過していく。

  　境けい内だいの周りに灯ともっていた提ちよう灯ちんの赤い光が消えた。

  　一体何時ごろなのか――そんなことをたしかめようともしなかった。

  　湊は目を閉じ、すべての思考をとめた。

  　それからどのくらいの時間がたったのだろうか。

  「……こんなところにいたんだね」

  　声が聞こえた。

  　最初、幻げん聴ちようかと思った。

  　うっすらと目を開ける。

  　伊い緒おが、膝ひざをかかえるように座って、覗のぞきこんでいた。

  　その横には、鈴すずもいて、でも鈴は湊みなとを見てはいなかった。

  　ただうつむいて、そこにいるだけだった。

  「大丈夫……？　血がでてる」

  「だいちゃんに……殴なぐられちゃった」

  「そう……痛かったよね」

  　伊い緒おは、なにも聞かなかった。

  　ハンカチで、そっと口元を拭ぬぐってくれた。

  「ううん……痛いのは、そこじゃない」

  　声が、震ふるえた。

  「……壊こわれちゃったのかな、大切なもの……」

  　くしゃくしゃになった顔を伊緒にだけは見られたくなくて、腕で覆おおい隠かくす。

  「みなちゃん……」

  　伊緒は、乱れた着ちやく衣いの上からそっと湊の胸に頭を乗せて寄り添うと、すすり泣いた。

  　湊には、伊緒がどうして泣いているのか、よくわからなかった。

  　伊緒の胸元に下げられていた星形のペンダントの感触が、湊の肌にも伝わる。

  　そのとき、ぽつり、ぽつりと。

  　遙はるか上空から雨粒が湊の腕に降り落ちてきた。

  　織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしが会えないことを悲しむ涙雨――洒さい涙るい雨う。

  　雨あま脚あしはあっという間に早まっていく。

  「こういうときは、泣いても……いいんだよ？　きっと神様もわかってくれる」

  　伊緒はなにもかもを見通すような声で、そう言った。

  　胸の奥からなにかがこみあげてきて、歯をいっそう食いしばる。

  　湊は、今だけは泣きたくなかった。

  　今、一番痛いのは、きっと自分ではないのだ。

  　それなのに、自分が自分勝手な涙を流したりすれば、本当にもうなにもかもが壊れてしまう。

  　湊は大の字になったまま、右手を天に掲かかげた。

  「ねぇ、悪いんだけどさ……今だけでいいから」

  　そのつぶやきは伊緒にではなく、あの雲の向こうにいる、エイエンの恋人に宛てて。

  　湊の顔にも雨が落ち、ひんやりとした水滴が頬ほおを伝っていった。

  「――ぼくのかわりに、泣いてくれないかな」

  



  
    ★
  


  

  「あかり！　どこにいるんだ、あかりいいいい！」

  　橙だいはあれから、あかりを求めて声を張りあげ続けていたが、どこを捜しても、あかりの姿は見あたらなかった。

  　もう声は嗄かれ嗄れで、叫ぶたびに喉のどに痛みが走る。

  「くそっ……もう一生分の声張りあげたかもな」

  　神社を取り囲む竹林は、雑ぞう木き林ばやしにかわっていた。

  　いっそう雨あま脚あしは強まるばかりだった。

  　腕時計をちらりと見る。祭りの準備会のところで懐かい中ちゆう電灯と雨あま合羽がっぱを借りてから、もう二時間が経過していた。

  　その無む造ぞう作さな時の流れはひどく残ざん酷こくなものに思えた。

  　それでも、橙はあかりを捜すことをやめられなかった。

  　もし家に帰ってくれているのなら、それでいい。

  　でも、もしそうでないのなら――その可能性を考えると、今足をとめるわけにはいかない。

  　もしかしたらと思って、天体観測をした、昔秘密基地だった思い出の場所にも行ってみたが、いなかった。

  　だが、懐中電灯の照らす先に――痕こん跡せきを見つけた。

  「この下駄、あかりの……？」

  　雨にずいぶん濡ぬれて泥どろまみれになっていたが、片方だけ脱ぎ捨てられたそれは、たしかにあかりの足元にあったはずのものだった。

  　下駄を掴つかみあげてから懐中電灯で周囲を照らしてみると、わずかではあったが、ぬかるんだ地面に、たどれる程度の足跡が残されているのを見つけた。

  　橙はあかりの下駄を手にすぐさま立ちあがり、その痕跡をたどるように走った。

  「あかりぃ！　あかりいいいいいいい！」

  　それからどれくらい走っただろうか。

  　天井を覆おおっていた木々が、急に開けていく場所にでたとき。

  　懐中電灯の光の先に、人影が浮かびあがった。

  「あ、あかり！」

  　完全に、空がぽっかりと口を開けている場所で、あかりはうずくまるようにして倒れていた。

  　遠目からでも、ずぶ濡れになっているのがわかった。

  　髪は濡れそぼって顔にべったりとまとわりつき、浴衣ゆかたは半ば透き通りながら肌に張りついている。口からは「血」が流れていた。

  　あかりは顔がん面めん蒼そう白はくの状態で、それが紅べに色いろの部分を際きわ立だたせていてた。

  「だ、大丈夫かよ、おい！」

  　橙が抱き起こすと、苦しげにうめきながらも、あかりはうっすらと目を開けた。

  「な……なんで……き、ちゃうのかな」

  　焦しよう点てんのぼやけた、うつろな目で囁ささやいた。

  「くるさ……お前が……好きだからな」

  　橙だいは、そう消え入りそうな声で言った。

  　頭の中で何度シミュレートしても、すっと出てこなかった言葉。

  　なのに、心の準備もなしで、その言葉は信じられないほどさらりと出た。

  「……嘘うそつき……もう……私……消えようと思ってたんだよ、この世から、綺き麗れいに、跡あと形かたもなく……だから、星にお願いしてたの。私がいたことなんか、誰も覚えてくれてないほうがいい。最初から、なにもかもなかったことに……なってくれればって。そうすれば……」

  　一言発するたびに、ひどく咳せき込んだ。

  「もういい、しゃべるな、あかりっ！　もう……いいから」

  　橙はいたたまれなくなり、あかりの頭をなで、自分の胸のところに持って行った。

  「かふっ！」

  　あかりは咳き込むと同時に、橙の浴衣ゆかたに赤黒い液体を吐はいた。

  「――!?」

  　橙は雨で冷え切ったあかりの全身を、くるむように抱きしめた。

  「……み、な……と？　うれ……しぃ」

  　あかりは、目を見開いているのに。

  　あかりは、声を聞いているはずなのに。

  　あかりと、今こうして目が合っているはずなのに。

  「……あ、あかり……お前、まさか」

  　あかりが口にしたのは、橙の名前ではなかった。

  　あかりは、最初から、自分を今抱いているのが橙なのだと、わかっていなかったのだ。

  　自分を捜し、見つけ出してくれた人は、湊みなとだと思っている。

  　それくらいに、意識がもうろうとしていたこと。

  　それほどに、湊のことを想い、求めているということ。

  　橙は下した唇くちびるを強く噛かみしめると、ぷつっと肉が切れ、血がにじんだ。

  　あかりは、橙の浴衣の袂たもとを、ぎゅっと、力なく握にぎりしめる。

  「あの、と、き……みたいに……こ、こで……キ、ス……して……今度は、湊から……これが最後で、いいから……お、ね、がい」

  　ひどくとぎれとぎれで、うまく聞き取れない。

  　だけど、自分の腕に抱かれているあかりは、たしかにキスをせがむように目を閉じている。

  　そんなあかりの顔を、橙はじっと見つめた。

  　痛々しいほどに綺き麗れいで、あまりにも愛いとしい想い人の顔。

  　迷いはあった――けれど。

  

  「…………」

  

  　家いえ永なが橙だいの初めてのキスは、好きな女の子のにおいと、雨と、血の味がした。

  　刹せつ那な的な、傷の埋め合いですらない。

  　からっぽの、口づけだった。

  　それを、雨の音と暗闇だけがひっそりと包みこむ。

  「……あ、りが……」

  　唇くちびるを離すと、あかりの目元から、涙が一筋こぼれ落ちた。

  　すごく幸せそうな、笑顔を浮かべて。

  　そのまま、あかりの全身からガクンと力が抜けた。

  「……あかり！」

  　橙は、あらゆる雑ざつ念ねんを振り払う。

  　あかりを抱きあげて背中におぶり、ぬかるむ山道を駆け抜けて、病院に走った。
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  　七月七日。午後六時。

  　星ほし無な町をまるまる覆おおい尽くす曇どん天てんから降りしきる涙雨は、時を刻きざむごとに、その強さを増していた。

  　町で唯ゆい一いつの入院施設がある病院で、慌あわただしく駆け抜ける二人分の足音が真っ白な廊下に響きわたっている。やがて足音は角を曲がり、とある病室の前でとまった。

  　病室の住人を示すネームタグには〝瑠る璃り島じまあかり〟と、マジックで記しるされていた。

  　ふたつの足音は、湊みなとと伊い緒お。二人は肩で息をしながら、それを呆ぼう然ぜんと見つめた。

  　昨夜、湊はほとんど無心のまま、伊緒に導かれるようにして、どうにか家までたどり着いた。

  　伊緒がつねに何事か話しかけてくれていた気がするが、錯さく乱らんした脳は、家に帰る道みち程のりのことをあまり記憶させてくれなかった。

  　雨に濡ぬれた服を脱ぎ散らかしてベッドにうずくまると、いつの間にか泥どろのように眠っていた。

  　あかりが倒れて入院したという事実が湊に伝えられたのは、七夕たなばたの日の午後になってからのことだったのだ。

  「はぁ……はぁ……だ、だいちゃん……鈴すず。あ、あかりは！」

  　病室の戸は閉まっていたが、病室の脇わきにある長いすに、橙と鈴が座っていた。

  　橙は、湊に鋭するどい視線を向けた。その目の下にはクマができていて、一睡もしていないのであろうことは一目でわかった。

  「……一応、危険な状態は脱だつした……」

  「そ……そっか。よかった」

  　湊みなとがすこしほっとして表情をゆるめると、

  「よかった……？　お前な……あいつが、どんな気持ちで！」

  　橙だいは鬼き気き迫せまる表情で湊の胸むなぐらを掴つかみあげ、自分の眼がん前ぜんに引き寄せた。

  　そのとき、病室の戸ががらりと横に開き、薄グリーンの医療服を着た医師とジャージ姿の中年男性が一緒に出てきた。

  　橙は気勢をそがれたのか、ちっと舌打ちして、湊を掴んでいた手を離した。

  「ありがとうございました……」

  　医師は丁てい寧ねいなお辞儀に、「そういうことですから、お父さん。覚悟は、しておいてください」と不ふ穏おんなことを言い残し、去っていった。

  （…………お父さん？　この人が……あかりの）

  「君は……秋あき坂さか湊くん、だね？　話は娘からよく聞いている。七夕たなばたに生まれた親友たちのことを、娘はよく話してくれていた。というより、水泳のこと以外では、ほとんど娘の口からはその話しか出なかったがね」

  　湊は、小さく会え釈しやくだけした。

  　あかりのお父さんは、鮮あざやかな水色のラインが入ったジャージを着ていて、白しら髪が交じりの容よう貌ぼうこそ中年後半の域に入っていることを示していたが、身体からだがたるんだりしていないこともあってか、とても若々しい印象だった。よく見ると、ジャージにはあかりが以前通っていた高校の名前が刺し繍しゆうされている。

  　あかりのお母さんは、あかりとは似ても似つかない、おしとやかで品のある人だったから、どちらかというと、あかりはお父さん似なのかもしれない。

  　横に開いたドアから、一瞬だけ中にいるあかりの様子が見えた。

  　あかりはベッドに横たわり、いろいろなチューブや器具を全身につけられながら、目を閉じていた。その姿は一見するだけでもあまりに痛々しくて、健康優良児あかりの面おも影かげはどこにも感じられなかった。

  （あかり……）

  　ひとりでにゆっくりと閉じていく病室のスライド式ドアは、やがてそんなあかりの姿を覆おおい隠かくした。

  「あ、あかり……大丈夫、なんですよね？」

  「……一時は本当に危ない状態だったようだが、橙くんのおかげで処置が早くできて、なんとか持ち直した。すまなかったな、面倒をかけて」

  　橙は「いえ……そんな」とぽつりと言って、目を伏せた。

  「……そんなに危ない状態になるなんて。つい昨日までは一緒に……祭りであんなに元気にしてたのに……どういうことなのか、教えてください。お願いします！」

  　そう声を張りあげながら、湊みなとは頭を深々と下げた。

  「ぼくたち……ずっと、昔から、あかりと友達だった。なのに、あかりがこの町に戻ってきて……ぼくは、ただそれを喜んでいただけで……あかりが抱かかえてるもの、なにも気づいてやれなかった。ぼくはそれが今……すごく悔くやしいんです……お願い……します」

  　頭を下げたまま絞しぼりだすような湊の言葉は、ひどく震ふるえていた。

  「……頭をあげなさい」

  　あかりのお父さんは、湊の肩に手をやって、

  「本当は、娘には口どめされているんだが……」

  　そう前置きしてから、ドアの閉じられた病室のほうをじっと見つめて、

  「娘はな……もう、長くないんだ」

  　信じられない言葉を、口にした。

  　――――今、この人はなんと言ったのだろう。

  　平然と放はなたれたためか、その言葉にはあまりにも現実感が欠けつ如じよしていた。

  （……長くないって？　あかりが？）

  　思考が真っ白な大波にさらわれそうになるのを、湊は必死で堰せきとめた。

  「あ、あかりも、そのこと……知ってたんですか？」

  　どうにか口にしたその言葉に、あかりのお父さんは無言で頷うなずく。

  「娘は、それを覚かく悟ごして、ここに戻ってきたんだよ」

  「…………そんなの、嘘うそだ！」

  　湊はあかりのお父さんの横を駆け抜けて、病室のドアを一気に開けた。

  「み、みなちゃん！」

  　真っ白い顔で目を閉じ、ベッドに横たわっているあかりが、そこにはいた。

  　微動だにせず、まるでもうすでに息をしていない人形みたいに見えた。

  　その光景を目まの当たりにして、とたんに湊の足はすくんでしまう。

  　それでも、そんな恐怖心そのものを否定したくて、あかりの傍かたわらに歩み寄る。

  「ねぇ、あかり……そんなことないよね？　冗談……だよね？」

  　あかりの顔に、手を伸ばす。

  「寝たふりして、実はばっちり聞こえてるんだろ……？　あかりがこっち戻ってきたときと同じパターンなんだもん。もう、そこまでバカじゃないんだから」

  　触れた頬ほおは昨日と違って、ひどく冷たかった。

  　再会したとき、あかりは振り向いてくれなかった。

  　呼びとめたその声は、届いていたはずなのに。

  　だが今は、そのことすら定かではない。

  　呼びかけるこの声は、本当にあかりに届いているだろうか。

  「あのとき、もうどこにも行かないって約束したじゃないか！　お願い、目を開けてよ……そんなわけないじゃないって、いつもみたいに怒ってみせてよ！」

  　あかりの手を握にぎりしめると、それがこんなにも細くなっていたのかと改めて驚く。だから、昨日の祭りのときには、それが、あかりの手だと気づけなかった。

  「冗談だって……言ってよ……」

  　祈るようにぎゅっと目を閉じると、記憶の函はこにしまわれていたあかりの様々な表情が、子どものころから時系列を追って、脳のう裏りに浮かびあがっては消えていく。

  「冗談なんかじゃない。現実なんだよ、湊みなと」

  　背後から湊に追い打ちをかけるように言ったのは、病室に入ってきた橙だいだった。

  　湊が振り向くと、みんなもいつのまにか病室にいた。

  　それぞれに変わり果てたあかりを複雑な面おも持もちで見つめている。

  「あかりは治療法の確立されていない特殊な病気をわずらってたんだ、ずっと」

  「……だいちゃん？　し……ってたの!?」

  　橙はゆっくりと無言のまま湊の目を見み据すえた。

  　その視線は、肯定を意味しているように思えた。

  「あかりが引っ越す前に、あいつと先生が話してたの聞いちまって、問い詰めたら話してくれた。お母さんが亡くなって水泳部の監督やってる親父さんに引き取られること、向こうで水泳やりながら、自分の病気の治療法を探すこと。でも、あかりはそれをみんなに言ったら、余計な心配かけるに決まってる。そう思って、黙ってこの町を出て行こうとしてたんだ」

  「…………」

  「向こうでいい医者が見つかったら、きっと嘘うそみたいに治っちゃうはずだからさ……なんて言って、笑ってた。俺は、それ以上なにも言えなかったよ」

  「……知ってたんなら、なんで、ぼくたちにも黙ってたんだよ、そんな大事なこと！」

  　湊は強い調子でそう叫んだ。

  　湊の頭はひどく混乱していた。昨日あかりから言われたことも含めると、あまりにもピースがちぐはぐすぎて、うまくひとつの答えを形作ってくれない。

  「言ってどうなる？」

  「……え？」

  「あかりがこっちに戻ってきたとき、無邪気に喜んでるお前の横で、俺は不安でしょうがなかった。あかりが、今このタイミングで戻ってきた理由がわからなかった。オリンピックの候補選手にまでなって、今戻ってくる理由がない。だけど……たしかめる勇気も持てなかった……」

  「…………」

  「こいつ、水泳大会のとき貧血で倒れただろ。だから、我慢できなくなって、たしかめた。そしたらなんて言ったと思う？　もう二度と後こう悔かいしたくないって決めたから、とさ。だから、わかっちまったよ……こいつは覚かく悟ごを決めて、この町に戻ってきたんだって……。本当はもう、身体からだは相当辛つらい状態になってたんだと思う。だから、水泳大会のときだって、最後までもたなかった。そうですよね？」

  　橙だいがあかりのお父さんに同意を求めるように尋ねた。

  「ああ……そうだ。ずっと打ちこんでいた水泳も、記録を出すどころか、もう規定の距離を全力で泳ぎ切ることさえままならなくなっていた。私もなんとか娘の病気を治せる医者を見つけようと、数え切れないほどの医者に当たってみたが、みな異い口く同どう音おんだ。治療法がない、手の施ほどこしようがない、とな」

  「……そんな」

  「……信じられるか？　そんな状態であいつは、ずっと強がって――普段通りに生活してようとしてた。この町に戻って精一杯、生きようとしてたんだ。今まで通りの自分として」

  　ずっと握にぎりしめられていた橙の拳こぶしは、堪こらえきれない悔くやしさからか小こ刻きざみに震ふるえていた

  「そんなこいつのことを、お前らにどう言えっていうんだ！　あかり、もうすぐ死にそうだから優しくしてやろうぜとか、思い出作ってやろうぜとか、そんなことを言えってのか！」

  「違う！　でも……知ってれば、あかりにまだなにか言ってあげられることが、してやれることがあったかもしれないじゃないか！　あんな言わなくてもいいことを、言わずにすんだかもしれないじゃないかっ！」

  　湊みなとは、ぎりりと砕かんばかりに歯を噛かみしめた。

  〝あかりが、戻ってこないままのほうがよかった！〟

  　あまりにもひどい言葉を、自分は投げかけてしまった。

  　あかりは再会したときに、言っていた。

  　この町に戻ってきたのは、いろいろなことを全部リセットしたくなったからだと。

  　あかりは昨日の夜、言っていた。

  　この町を出て行ったのは、みんなの優しさが、怖こわくなったからだと。

  　でも、本当に一番大きな理由はそんなことじゃなかった。

  　全部全部、あかりの強がりだったのだ。

  

  〝ごめん……私には、時間がないの〟

  

  　あかりが悲痛な表情で吐と露ろした言葉。

  　あのときの湊には、その意味がよくわからなかった。

  　それ以外のことで混乱しきっていて、深く考えようともしていなかったのだ。

  　後悔などという言葉では言い尽くせない感情が、湊みなとの心をかきむしる。

  「違うよ、湊。あかりはなにより、そんな同情をされたくなかったんだ。みんなから病気の自分として見られるのがイヤで、そんなことを盾たてにして優しくしてもらったり、妙な気をつかわれたりするのは、死んでもごめんだ……ってな。直接聞いたわけじゃないが、こいつなら、絶対そう言うだろ」

  　たしかに橙だいの言うことは正しい。あかりなら、きっとそう言うだろう。

  　それでも――納得は、できなかった。できるわけがなかった。

  「だから、言わなかった。そのほうが、いいと思った。なにも知らずに、今まで通りのみんなでいてやることが、あかりにとって一番いい。でも、俺は無理だった。だから、すくなくとも、俺も後こう悔かいだけはしないようにって決めた。あかりと同じ……だな。だからこそ……あかりが……いなくなる、その前に……って、そう思ったんだ……」

  　そう口にした橙の声は、ひどくかすれていた。

  　湊にとって、その言葉は、ほかの誰に言われるよりもこたえた。

  　橙は子どものころから、なんだって解決してくれる人だったから。

  　いつも頼れる兄貴分だった橙。

  　その橙が、諦めたのだ。好きな女の子が、これからも生き続けるということを。

  　いなくなる前に。そんな、どうしようもない現実を受けいれた覚悟の言葉を口にするまで、橙の中でいったいどんな葛かつ藤とうがあったのか、湊には想像すらできない。

  「あかりは、きっと今、しあわせな夢を見てるはずだから……俺は、今あかりが休んだとしても責められない。こんなに強がって苦しんで、まだがんばれなんて、俺には言えない」

  「や、やめてよ！　よりによってだいちゃんが、そんな真っ先に諦あきらめたようなこと言わないでよ！　ねぇ、考えようよ！　まだ、ぼくらにもなにかできることがきっと――」

  「じゃあ、俺らになにができる!?　言ってみろ！」

  　橙の大声は、病院の廊下まで響き渡った。

  　湊も、その迫力に気け圧おされ言葉を失った。

  　たしかに自分にはなんの力もない、ただの高校生でしかない。

  　あかりの想いにすら応えられなかった。

  「俺だって、あかりが治るって信じたい……でも、あかりはとうに限界だったんだ。今日はなんとかもちこたてくれたけど、もう、このまま目を覚まさないかもしれないんだぜ……？　いつまた容よう態だいが急変するかもわからない」

  「……！」

  　湊は驚いて、あかりのお父さんに視線を向ける。

  　あかりのお父さんは、その無ぶ骨こつな顔でゆっくりと頷うなずいた。

  「自分の誕生日だってのに、ほんと、なにやってんだ」

  　橙だいはそう言って、あかりに目を向ける。

  　その眼まな差ざしは口く調ちように反して愛いとおしげだった。

  「そ、そんな……あかりちゃんが、こ、このまま？」

  　伊い緒おは口を両手で押さえ、震ふるえながら、ぽたりぽたりと涙を零こぼした。

  「い、伊緒さん……しっかり」

  　鈴すずが今にも崩くずれ落ちそうになる伊緒の肩を抱き支えた。

  （そんな…………）

  　登場人物が死んでしまう悲劇的な物語だって、もう命が長くないことを知った上で、それでもまだ残された時間があるはずなのに。

  　迫せまりくる最後を予感しながらも、残りの時間を一緒に精一杯生きるところに感動するのに。

  　そんな時間すら、自分たちには与えられないというのだろうか。

  　それこそが、現実だというのだろうか。

  　あかりに、あんなひどい言葉を投げかけたままで、終わってしまうことが。

  　エイエンを誓ちかいあった誕生日に、エイエンにあかりに会えなくなると唐とう突とつに告げられる、そんなことが、現実であってたまるものか。そう強く思ってみても、その思いだけでは、目の前の光景をなにひとつ変えられないことも、また、たしかだった。

  （誕生日……）

  　と、涙を流す伊緒の横で呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた湊みなとは、はたと気がついた。

  （……そうだ！　今日は、七たな夕ばたじゃないか）

  　湊は雨が降りしきる空を病室の窓越しに見つめ、言った。

  「ぼくはいやだ……このまま、あかりがいなくなるなんて……絶対にいやだ！」

  　その場にいる全員の視線が、湊に集中した。

  「……神様のところに行って、お願いしてみる！　そうすれば――もしかしたら」

  「神様……？」

  　あかりのお父さんは、あからさまに怪け訝げんそうな顔を浮かべた。

  「お前……まだ、そんなこと言ってんのか！　その神様が、俺たちになにをしてくれたよ。俺は神様が約束してくれたから、お前らが好きなわけじゃない。神様の約束があるから、お前と友達やってるんじゃねえんだよ！」

  「だいちゃん……」

  　橙は湊に詰め寄って、胸むなぐらをぐっと掴つかみあげた。

  「なぁ、湊……いつまでもそんな夢物語みたいなこと、言うなよ。お前が今すべきなのは……そんなことじゃないだろ。こいつのそばに……あかりが一番想って、求めてたお前がずっと、ついててやることじゃないのか！」

  　いつも通りの真剣な面おも持もちで、

  「あかりはきっと俺たちに会いに戻ってきたわけじゃない……お前に……湊みなとに会うために戻ってきたんだろう？　俺じゃ……だめなんだよ。こいつのそばに、いてやってくれよ」

  　初めて見る涙を、眼鏡めがね越しの双そう眸ぼうから震ふるえる声とともにあふれさせた。

  「湊さん、やめてください。今年は〝晴れ七夕たなばた〟じゃないんですよ。願いをかけても……」

  　鈴すずも、そう言った。

  「それはわかってる――けど、ぼくだって、同じだよ！　ほんのすこしでも可能性があるなら、なにもやらないで後こう悔かいするのはいやなんだ！」

  　湊はそう叫さけぶと病室を一気に飛びだした。それは、現実を受けいれられない、逃とう避ひにしか映うつらない行動だったかもしれない。

  「みなちゃん！」

  　伊い緒おが追いかけようとしたが、廊下に出たところで、もう追いつけないことは明白な距離が空いていた。伊緒は、全力で走りゆく湊の背中をずっと見つめていた。

  

  （あかり……ごめん、ほんとうに、ごめんよ）

  　湊は、後こう悔かいと不安と希望とを同じかさだけ抱かかえながら、病院の廊下を駆け抜ける。

  　七月七日。それは、五人の生まれた日。この町に、神様の降りてくる日。

  　今年は願いを叶かなえるという伝でん承しようのある〝晴れ七夕〟ではない。

  　だけど、今はそれに一いち縷るの望みを託たくすしかなかった。

  　神様は、こう言っていた。

  〝亡くなった人を生き返らせることは、できません〟

  　子どものころ、事故で急きゆう逝せいした両親を生き返らせてほしいと願った湊を絶望させた言葉。

  　でも今はそれが、それだけが、かすかな希望を湊にもたらしていた。

  　どうしようもないことが、どうにもならないことが、この世の中にはある。

  　それは、きっとたしかな現実。

  　お父さんも、お母さんも、戻ってこなかった。

  （……でも、あかりはまだ生きてる……生きてるんだから！）

  　自分にできることが、ほんのわずかでも目の前にあるのなら。

  　今だけは――現実はそんなものなのだと、無む為いに諦あきらめてしまうわけにはいかなかった。

  （元気になったら、ぼくをいくらでも……ぶんなぐってくれていいから）

  　湊は病院の入り口にとめてあった自転車にまたがって、神様に出逢った山に向かった。

  　降りしきる雨を全身に浴びながら、二年前に五人で一緒に訪おとずれた、あの場所に向かって。

  　自転車を、全力でこぎ続けた。
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  第四夜　洒さい涙るい雨うと、最期の願い

  

  　自転車は山への入り口となっている鳥とり居いの前に置き捨てた。

  　ひどくぬかるんでいた雑木林の道をどうにか抜け、神様に出逢った洞どう窟くつの前に、湊みなとは立っていた。ここにきたのは、中学三年の七たな夕ばたの日以来だった。

  　だがあの日と違うのは雨が降りしきっていること。

  　洞窟の横で流れる川のゆるやかな流れは、濁だく流りゆうと言っていい水量に変わっていた。

  「……お願い、出てきてくれ……」

  　不安と、希望がぐちゃぐちゃにない交ぜになりながら、湊は洞窟に足を踏み入れた。

  　天井に張りつく蛍たちは、まだ光を瞬またたかせてはいなかった。

  　やがて、祠ほこらがあるドーム状の空間にたどり着く。

  　祠はあのときと同じように、洞窟の中心にぽつんと鎮ちん座ざしていた。

  「神様、聞いてください！　お願いがあるんだ！　どうしても……どうしても叶かなえてほしい、大切なお願いがあるんだ！」

  　湊の叫さけびは、洞窟の中に反響した。

  「…………」

  　反応はなかった。

  　湊は何度も何度も、何度も呼びかけた。

  　息が途切れそうになるまで、声が嗄かれるまで叫び続けた。

  　それでも、神様は現れてくれる気配さえなかった。

  　二年前の〝晴れ七夕〟の日と、同じだった。

  　あのときは、それでも神様は聞いてくれているはずだと信じて、願いをかけた。

  　五人ずっと一緒にいさせてください、と。

  「もう、だめ……なの。ねぇ……神様。本当に、いないの？」

  　でも、その願いは届いていなかったのだ。

  　がくんっと、湊の膝ひざが力なく折れて、手をついた。

  「お願いだよ……そこにいるなら……姿を見せてよ！」

  　細かい砂じや利りが膝や手のひらに食い込んだ。

  「神様はいるって……信じさせてよ！」

  　だが、その声もやはり、むなしく洞窟の中で空から回まわるばかりだった。

  　濁流になった川の音と雨の音だけは、湊を責めるように包み込んでいた。

  『ばーか。神様なんているわけねーじゃん。この嘘うそつきぃ！　あ、もしかしてまだサンタさんとかも信じてるんじゃねえの？　ぶははは』

  『あらあら、その年でまだそんなこと言って。まだまだ子どもだねぇ』

  　何度、そんな嘲ちよう笑しようを投げかけられたかしれない。

  　それでも、湊は信じていたかった。

  　自分だけは、信じていなきゃいけないと、思っていた。

  　だって、自分は本当に神様と約束――したのだから。

  　でも、

  〝願いを叶かなえてくれる神様なんて、いないんだよ〟

  　あかりでさえも、そう言った。

  〝なぁ、湊みなと……いつまでもそんな夢物語みたいなこと、言うなよ〟

  　橙だいはそう言って、涙を流していた。

  　頭を、じりじりと固い地面にこすりつけた。

  　額ひたいの薄皮が裂さけて、血が滲にじんだ。

  　神様の不在を認めてしまったら、なにもかもが崩くずれてしまう気がしていた。

  「はは……ほんとバカみてぇ。いもしない神様の言葉を、ずっと信じて……あかりを、だいちゃんをあんなふうに傷つけて……なにをやってんだ……ぼく」

  　でも、間違っていた。

  　一番間違っていたのは、自分だったのだ。

  「くそ……くそおおおおおおおおお！」

  　神様は、いない。すくなくとも、もう自分の声には応こたえてくれない。

  　そんな現実を認めざるを得なくなった湊の悲痛な叫さけび声が、洞どう窟くつに響き渡ったとき。

  「やめないで……みなちゃん。信じることを、やめないで」

  　声が背後から届いて、はっと頭をあげる。

  「伊い緒お……鈴……だ、だいちゃんも……どう、して」

  　振り返ると、

  「みなちゃん……」

  　伊緒は、胸むな元もとの星形ペンダントを、ぎゅぅと握にぎりしめていた。

  「バカだよ、お前……ほんとうに、ここまできてるなんてな」

  「ですね。その単純な頭の構造は、鈴すずの占いでも計れません」

  　橙と、鈴にじっと見つめられ、心が苦しくなる。

  「……でも、ごめん……やっぱりだめだった。だいちゃんの言った通りだ。神様は……もう」

  「みなちゃん。願いを叶えるには、今は、ここじゃだめなんだよ、うん」

  「ど、どういうこと？」

  「願いをかけるには……星空が、必要なんだもん」

  　伊緒はやけに確信したような口く調ちようで言った。

  「伊緒……なにか知ってるの？」

  「あ、えっと……その、願いを叶えられるのは、晴れ七たな夕ばただけっていうくらいでしょ？　だから、そう思ったの。星が空にあることが、絶対に必要なんじゃないかなって」

  「そ、そっか。たしかに」

  「そうすればね……きっと、神様も応こたえてくれるよ。みなちゃんが、信じている限り」

  「でも……この天気じゃ、星なんて絶対」

  　湊みなとは、俯うつむいて沈黙したが、

  「いや、そうでもないかもしれん」

  　それを破やぶったのは、橙だいだった。

  「山頂のほうは天気が変わりやすいんだ。特に、俺が知ってる〝とっておきの観測場所〟は、気流と地形の関係で、ほかで雨が降っても晴れ間がのぞくことがよくある。まあ、そもそも雨が降ってるときには観測しようと思わないし、行くのがあまりにしんどい場所にあるもんだから、滅めつ多たに行かないんだが……」

  「で、でも望みは……ある？」

  　橙は、こくりと頷うなずいた。

  「決まりだね。それじゃあ、そこに行こう、うん」

  　伊い緒おが珍しく気勢のよい声をだして、真っ先に歩きだした。

  「ま……待ってください！　やめ……ませんか」

  　そう言ったのは、考えこむような顔をしていた鈴すずだった。

  「鈴……？　やめるって……」

  「鈴は、湊さんのそういうひたむきバカなところ、本当は嫌いじゃないです。だから……あなたには、本当の自分を偽いつわったりしなくてもいいって思える……でも、だからこそ、今は言わせていただきます。神様に願いをかけるの、反対です」

  「どうして！」

  「それは…………」

  　鈴はなにかを言いあぐねて目を伏せて押し黙ってから、

  「伊緒さんに……お聞きしたいことがあります」

  　やけに強こわ張ばった表情でそう切りだした。

  「え……わ、私？」

  「伊緒さん、昨日、お祭りのとき言ってましたよね。湊さんが、ほしかったお面、お小遣い足りなくて買えなかったときも、泣いてたね、って」

  「ん……言った、かな？」

  「言いました。鈴は伊緒さんの言葉なら、しっかり覚えています」

  　鈴は、一枚のスナップ写真を懐ふところから取りだした。

  「これ、そのときの写真です。七歳のときです」

  　湊に写真を手渡す。

  　お面屋さんの前で湊が頭にキャラもののお面を乗せて、泣きべそをかいている。

  　記憶にはほとんど残っていなかったが、写真を見て当時のことをおぼろげに思い出せた。

  　お小遣いが足りなくなってほしかったお面を買えずに泣きじゃくる湊みなとを見かねて、お面屋さんのおじさんが、ならば写真だけでもと、インスタントカメラで撮ってくれたのだ。

  　そんな湊を取り囲むように、慰なぐさめるように、からかうように、小さな橙だいと、あかりと、鈴すずが写りこんでいたが、

  「見ての通り、伊い緒おさんがいません」

  　たしかに、その写真には伊緒が写っていなかった。

  「…………たまたま、写ってなかっただけじゃないかな、うん」

  　伊緒の答えに、鈴は首を振った。

  「それはありえません。だって、この写真は、私がいつも肌身離さず持っている特選〝伊緒さんコレクション〟に収しゆう蔵ぞうされていた一枚なんですから。伊緒さんが写っていないわけが――」

  「鈴……肌身離さず持ってるの？　伊緒の写真」

  「い、今はそういう些さ末まつな問題はどうでもいいでしょう!?」

  　思わず声を荒あららげた鈴は、こほんとひとつわざとらしい咳せき払ばらいをした。

  「このことに気づいたのは、みんなでアルバムを見たあの日です」

  「そういえばお前、なんか様子おかしかったよな、あのとき」

  　鈴は、そう言った橙のほうを見て、こくんと頷うなずく。

  「ええ。ただ、この写真だけ見たときは私の勘かん違ちがいかもしれないと思っていたんです。伊緒さんは、この年のお祭りにいなかったのかな？　って。伊緒さんはお身体からだが弱い方ですし。でも、昨日のお祭りでこのときの話をされたから違和感を覚えて。昨日家に戻ってから、昔の写真を色々と引っ張りだしてみたんです」

  「…………」

  「そうしたら、これも……これも、これも、これも。先日、昔のアルバムをみんなで見たときにはたしかに、伊緒さんが写っていたはずの写真ですら、伊緒さんのお姿だけが、そこから消えているんです」

  　鈴は幼おさない頃の写真を、何枚も何枚も取りだして見せた。

  　そのどれにも、伊緒は写っていなかった。

  「どういうことなんだ。俺もこの写真持ってるぞ！　たしかに伊緒も写ってたはずなのに」

  「こ、これもだ！　このあいだみんなでアルバム見たときには、ちゃんと――」

  　写真だけではない。湊の記憶にだって鮮せん明めいに残っている場面も多い。

  　でも、鈴が持ってきたその写真には、なぜか伊緒のいたはずの場所だけが、ぽっかりと空白になっていたのだ。

  「コレクションの中には、変わらず伊緒さんが写っている写真もありました。だから、最初は確証が持てませんでしたけど、持っている写真を総ざらいして、あることに気づきました」

  　橙だいも、湊みなとも、鈴すずの独演に黙って耳を傾ける。

  「伊い緒おさんの姿が消えていた写真は、すべて今から九年前の七たな夕ばたの日……湊さんが神様に会ったという、あの日より以前のものだったんです」

  　湊は、鈴と伊緒の顔を交こう互ごに見回した。

  「これは仮説に過ぎませんが、それ以前には、伊緒さんはほんとうはいなかった。それでも、なんらかの力で、写真に紛れこんでいた。写真だけじゃなく、みんなの記憶の中にも」

  「な、なに言ってんだよ、鈴……そんなことあるわけないじゃないか」

  「ふつうなら、無論ありえませんよ。でも、もし伊緒さんが、なにか人間には度どし難がたい特別な力をもつ存在なのだとしたら」

  「…………も、もしかして鈴が聞きたいことって」

  　そこまで言われて、ようやく湊は気がついた。

  　鈴は湊から視線を外はずして、伊緒に対たい峙じした。

  「湊さんが会ったという願いを叶かなえてくれる神様……それが、伊緒さんなんじゃないですか？」

  　伊緒は、答えない。

  「伊緒さん、これでも鈴は今、自分がばかなことを言っているという自覚はあります。否定して笑い飛ばしていただいても、いいんですよ？　むしろ、そうして……ほしいです」

  「わ、私は……」

  　伊緒をじっと見つめる鈴との間に、湊が割ってはいる。

  「そ……そんなこと、ないよね？　だって伊緒は間違いなくぼくたちの幼おさななじみで、生まれてからずっと一緒にいたもの。この写真はきっとなんかの間違いで」

  　すがるような湊の眼まな差ざしを、伊緒は受けとめきれなかった。

  「みなちゃん……ごめん、ね」

  　否定せず、笑い飛ばしもせず、ただ申し訳なさそうに俯うつむき、胸の星形ペンダントをぎゅっと握にぎりしめる伊緒の姿が、すべてを物語っているようだった。

  「それ……じゃあ、本当に？」

  「鈴ちゃんの言った通り。私は……九年前、みなちゃんに出逢って、みなちゃんの願いを叶かなえるために……人間になったの。みんなの幼なじみとして、みなちゃんと一緒に暮らすために、この町の人たちの記憶にも入りこんだの」

  　めまいがした。湊はぐらりと傾きそうになる身体からだを踏ん張らせるので精一杯だった。

  「そん……な。伊緒が……かみ、さま？」

  　伊緒は、湊にゆっくりと肯こう定ていの眼差しを向けた。

  　ずっと信じていた神様は、たしかにいた。

  　幻まぼろしでも、夢物語でもなかった。

  　それどころか、ずっと、ずっと自分の隣となりで微ほほ笑えんでくれていたのだ。

  　心臓が直接掴つかまれたように高鳴る鼓動が、うまく肺はいに空気を取りこませてくれない。

  「それならなんで今いま更さら、写真から消えたりしてるんだ」

  　湊みなとの横でそう言ったのは、橙だいだった。

  「そ、それは――」

  　そのとき、伊い緒おの身体からだがふっと急にぐらついて、膝ひざをついた。

  「い、伊緒！」

  「ごほっ！　ごほごほっ」

  　苦しげに強く咳せきこむ伊緒に、湊はすぐさま駆け寄って背中をさすった。

  「だ、大丈夫……最近、ちょっと身体の調子が悪くて……そ、それで力の影響が弱くなって、写真からも消えちゃったのかもしれない。それだけだから、うん」

  「伊緒さん……鈴がこんなことを言ったのは、反対だと言ったのは、伊緒さんの正体を暴あばきたかったからじゃないんです。私が思うに……」

  「鈴すずちゃん！」

  　伊緒は強い口く調ちようで、鈴を制するように言った。

  「私は……大丈夫だから。だって私は……願いを叶かなえる神様なんだもん」

  「伊緒……さん」

  「みなちゃんは、みんなは、あかりちゃんを助けたいでしょ？」

  　湊も、橙も、鈴も、こくんと頷く。

  「こほっ、けほっ。わ、私も……同じだから。だから……お願い、私を信じて」

  　ぎゅっと星形のペンダントを握にぎりしめ、決意を込めた声こわ色いろでつぶやく伊緒。

  「これからも、ずっと五人で一緒にいるために。それには、みんなの信じる気持ちが……心からの願いが必要なの」

  　伊緒の顔が、儚はかなげな微笑みを象かたどった。

  　橙と鈴は、すこし戸と惑まどうような表情を見せていたが、

  「……伊緒、行こう」

  　湊は伊緒の前に、背中を向ける形ですっと腰を落とした。

  「みなちゃん？　ど、どうしたの？」

  「おぶってあげる。辛つらいんでしょ？」

  　伊緒の顔がかぁぁあっと真っ赤になったのは、湊からは見えなかった。

  「え……い、いいよ！」

  「あ、もしかして神様だから、かーっとひとっ飛びできちゃったりするのかな？　それもいいなぁ。ぼくが下から見あげたら、伊緒のパンツが見えちゃったりして!?」

  　湊は前を向いたまま、わざとふざけるように、にへらと笑った。

  「ば、ばかばか！　みなちゃんのえっち……で、できないよ。そんなこと」

  「じゃあ……いいじゃん。このくらい……させてよ」

  　今は伊い緒おのことを信じるほかなかった。

  　もう神様だろうと、人間だろうと、関係ない。伊緒は、伊緒だから。伊緒のことなら、世界中を敵に回したって信じ続けられる自信があるから。

  「うん……ありが、と」

  　大好きな女の子の香りが、ふわりと背中から漂ただよった。
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  　洞どう窟くつから外にでると、荒れくるうと形容したくなるほどに雨あま脚あしは強くなっていた。

  　夜の山道は残ざん酷こくなほどに暗く、ふだんなら道しるべになっている場所を、ことごとく無効化していた。方向感覚を保つことすら難しかった。

  　そんな山道を、鈴すずと橙だいの先導で進んでいく。鈴はときどき占いを駆く使しして、進みやすい道を選んでいるみたいだった。

  　湊みなとは二人を信頼して、伊緒をおぶりあとをついて行った。

  「ごほっ……けほっ」

  「だ……大丈夫？　伊緒」

  　伊緒は、ずぶ濡ぬれになりながら、湊の背中で咳せきこんだ。

  「ご、ごめん。大丈夫、だから」

  　伊緒がいつも持っているカイロも、これほど雨に打たれては効果を出せるはずもない。

  　背中越しに伊緒の絶え間ない震ふるえが伝わってくる。

  　伊緒は大丈夫と繰り返すものの、実際、具合はかなり悪そうだった。

  　それから、どのくらい歩いただろうか。

  「あそこだ。もうすぐたぞ！」

  　山の頂上にほど近い場所にある、橙の〝とっておきの観測場所〟。

  　残った力を振り絞しぼってたどり着く。

  　天井のように覆おおい被かぶさっていた木々がなくなり、空が開けている。

  　崖がけに囲まれたような切り立った岩いわ場ばだった。

  　だが、

  「だ……だめか。ここでも」

  　岩いわ場ばを通って巻きあがるような強い風が、四人に吹きさらす。

  　ひゅごー、と異い形ぎようの生物のうなり声のような音がしている。

  　雨あま脚あし自体はさっきまでよりは弱くなっていたが、星は見えない。

  「ま、待って見ましょう。天気が変わるかも」

  「そうだな……だが、待つにしても時間が……」

  　橙だいが腕時計を忌いま々いましげに見やる。もう、十一時を回っていた。

  　七たな夕ばたの日が終わってしまうまで、もう時間がない。

  　それからしばらく待ってみたものの、雲が晴れてくれる気配はなかった。

  「お願いだよ……」

  「……頼む、晴れてくれ」

  「お願いです、どうか」

  　三人が、空に切なる祈りを捧ささげていたとき、

  「けほっ、みなちゃん……降ろして」

  「い、伊い緒お？」

  　伊緒は湊みなとの背中から降りて地に足をつけると、そのまま三人の前に歩み出た。

  　すると、どこから現れたのか緑色の発光体が、伊緒のところに飛んできた。

  「ほ、蛍だ」

  　最初は一匹だけだった。

  　だが、緑色の光はあっという間に数え切れないほどその数を増して、伊緒の周囲によりそうように飛び回り始めた。

  　同時に伊緒の服が、変わっていく。

  　どうしてか顔が思い出せなかった神様。

  　だけど、その姿で湊の記憶が完全に鮮せん明めいになった。

  　その服は、湊がはじめて神様に会ったときに、着ていたものだったからだ。

  　いつも身につけている星形のペンダントだけは残っていて、それをぎゅっと握にぎりしめる伊緒。

  「…………叶かなえて」

  　伊緒が囁ささやくとペンダントの石が輝かがやき、一筋の閃せん光こうが空に舞いあがった。

  　雲に光りが伝わってからしばらくして、徐じよ々じよに雲は霧む散さんをはじめた。

  　三人は、驚きよう嘆たんを持ってその光景に見入る。

  　やがてうっすらと、雲間から、数あま多た輝く星々が、天あまの川がわが、織姫ベガが、彦星アルタイルが、その神こう々ごうしい姿を現したのだ。

  「す、すげぇ……」

  　湊が思わずそう漏もらしたとき、

  「……あ！」

  　伊緒の身体からだを支える糸が切れたように、崩くずれ落ちそうになった。

  　湊は滑すべり込むようにして伊緒を受けとめ、抱きかかえた。

  「伊緒！」

  「はぁ……はぁ……ご、ごめん。大丈夫」

  　目を閉じて、顔には脂あぶら汗あせをびっしりと浮かべていた。

  「そんなわけないじゃん！　こ、こんな――」

  　伊い緒おの人差し指が、湊みなとの唇くちびるに触ふれた。

  「今は余計なことは考えないで……ただ、願うの……あかりちゃんのことを。それ以外のことは、考えたらだめだよ、うん」

  「……わ、わかったよ」

  　伊緒はどうにか身を起こして立ちあがると、三人には自分の周囲で手をつなぐように言った。その中心で、伊緒がペンダントを握にぎりしめて、空を見あげる。

  「……叶かなえて、みんなの願い」

  　伊緒の願い事に呼こ応おうするように、ペンダントが再び輝かがやきだす。

  　周囲に緑色の発光を繰り返す蛍たちが集まってきた。

  「みんな、もっと強く願って……信じて。あかりちゃんがきっと助かるって」

  　湊も、橙だいも、鈴すずも、手をつなぎながら目を閉じた。

  「願いを叶えるのに必要なのは私の力だけじゃないの……。みんなの強く、信じる心だから」

  　目を閉じたまぶたの裏に拡ひろがる暗闇の中で、伊緒の声が届く。

  　不思議なことに、その暗闇の中で、伊緒の姿だけはやたらとはっきり見えていた。目を開けているときと同じように。

  　ぽつんと、たったひとりで目を閉じる伊緒の姿が浮かびあがっていた。

  （……あかり。きっと助かるよ…………だからお願い、元気になって。お願いだ）

  　湊はあかりの回復を繰り返し、祈った。

  　まぶたの裏に浮かぶ伊緒の姿が、光りだす。

  　まばゆい白はつ光こうは、閉じていたはずの湊の視界を真っ白に染めた。

  （ま、まぶし――）

  　目を閉じているはずなのに、いや、逆に閉じているからこそ抗あらがえない光の雨が、湊に容よう赦しやなく降り注いだ。

  　やがて、その光はゆっくりと収しゆう束そくし、元の暗闇が戻ってきた。

  　そこに伊緒の姿はなかった。

  （お、終わった……の？）

  　湊が、閉じていた瞳ひとみの幕をおそるおそる開けてみると、

  「――！」

  　伊緒が、ふらりと自分のほうに倒れかかってくるところだった。

  　慌あわててつないでいた手をほどき、伊緒を受けとめる。

  　伊緒の身体からだには、もはや体温と呼べるようなぬくもりがなかった。

  　それだけではない。

  「な、なんで！」

  　湊みなとの腕の中で伊い緒おは――消えかけていたのだ。

  　どんどんと、その透明度を増していく伊緒の身体。

  　地面が伊緒の身体の上から見通せてしまう。

  「伊緒……お前」

  「伊緒さん……や、やっぱり」

  　目を開けた橙だいと鈴すずも、目を見開く。

  「願いは……届いたよ。これで、きっと」

  　あたたかいのに、どこか儚はかなげな伊緒の笑顔。

  　いつも湊をどこか不安にさせるそれだったけれど、こんなにも、現実感を伴ともなってその不安が襲おそってきたことはなかった。

  「鈴……や、やっぱりってどういうこと!?」

  「伊緒さんは最初から……こうなることを覚かく悟ごしていたんじゃないかって……だから……とめたくて」

  　鈴はそう震ふるえた声で言って、膝ひざをついた。

  「伊緒さんは、湊さんの願いを叶えて人間になっていた。もしかしたら、もう人でいるための力が……残り少なくて。それで写真から消えたんじゃ……って思ったんです。伊緒さんの体調がずっとよくないのもそのせいで……もし、そんな状態で別の願いを叶かなえようとしたら」

  　鈴は表情を崩くずして、涙を流した。

  　それはいつもの不敵な鈴ではなく、目の前の現実を恐れる、一人の少女の顔だった。

  「そ、そんな……」

  　伊緒の顔を覗のぞきこむ。

  「はは、すごいね……鈴ちゃんは。なんでも……わかっちゃうんだ」

  「う、嘘うそだよね？　そ、そんなこと……だって」

  「ごめんね……みなちゃん。私ね……もう、みんなと……みなちゃんと、一緒にいられない。人間として存在するための力を、今全部使っちゃった……」

  　ぺろっと舌を出して、ふざけるように伊緒は笑った。

  　湊の全身から、血の気けが引いた。

  　指先に血が伝わらなくなって、小こ刻きざみに震ふるえだす。

  「さっき伊緒が言ったんじゃないか！　ずっと……これからも五人で一緒にいるためにって！　なのに……なのに、どうして！」

  「私……二年前に、しちゃいけないことをしたの」

  「二年……前？」

  「そう……晴れ七たな夕ばたに、みんなが一緒に、願いをかけたとき……」

  「ど、どういうことだよ」

  「私は……信じてくれる人の願いを叶かなえるための存在。信じてくれる人の想いの連つらなりそのものが、私をかたちづくるものなの。それなのに、私を信じてくれた人の願いを、叶えなかった。もし叶えたら、みなちゃんと一緒にいられなくなるかもって……それが、怖くなったの」

  「…………」

  「私ね……人間として生活を送ってみて、驚いたことがひとつあるの」

  「……驚いた、こと？」

  「それは、嘘うそをつけること……神様でいるときは、どうして人間は嘘をつくんだろうって……ずっと思ってた。でもね、人間になって、みなちゃんと暮らして、それがわかった。わかっちゃったよ、うん」

  「伊い緒お……」

  「みなちゃん……私とあかりちゃんと鈴すずちゃんが家の前で話してたこと、聞いてたでしょ？」

  「し、知ってたの!?」

  「みなちゃん、ばれてないと思って、ずっと門のところから顔をちょこっと出してるんだもん……私のところからは丸見えだったよ」

  　伊緒はくすっと笑った。

  　ひどく、うつろげな瞳ひとみで。

  　それを見るだけで心の底から涙がこみあげてきそうだったから、

  「……そ、そうなんだ。も、も～伊緒も人が悪いなぁ！」

  　湊みなとはあえて、明るく振る舞った。

  「だからね……私、嘘をついた」

  

  〝私が、みなちゃんを……一人の男の子として好きになることは、絶対にないよ〟

  〝もし明日その関係がすべて失われたって、私は本当に幸せだったって言えるくらい、もう十分幸せをもらったから〟

  〝それ以上を望もうと思ったことなんて、一度もないの〟

  

  　あのときの伊緒の言葉が、湊の頭の中を駆けめぐる。

  「本当はね……みなちゃんのこと……大好き……愛してる」

  　湊の胸がどくんっと大きく脈打つと同時に、伊緒の頬ほおにつーっと一筋の涙が伝った。

  「私が、みなちゃんを幸せにしてあげたいよ……ずっと一緒にいたいよ。ずっと、ずっと！」

  　そして、何度も湊の名を呼びながら、伊緒は泣きじゃくった。

  　湊は、消えていく伊緒の身体からだを抱きしめてあげることしかできなくて。

  　だけど、その間にも、伊い緒おの身体は無情なまでに、どんどんと薄くなって、どんどんと冷たくなって、どんとんと軽くなっていった。

  　やがて、赤ん坊のようにぐずっていた伊緒が目をこすって、涙を拭ぬぐった。

  　それでも涙は、あとからあとから溢あふれてきた。

  「……みなちゃん、願い事をしちゃいけない私の……最期のお願い、聞いてくれる？」

  　伊緒は、湊みなとの顔に手を伸ばして、髪をくしゃりとなでた。

  「なに？　な、なんでも言ってよ。今度は、ぼくが伊緒の願いを叶かなえる番だ」

  「キス……して」

  　伊緒の白くて透明な顔が、真っ赤になった。

  「いや、かな？」

  「……………………いやだ」

  　その返答に伊緒は、

  「……そ、そうだよね。わ、私なに言ってんだろ。ご、ごごごごめんね、変なこと言って」

  　と、状況に似つかわしくないくらいに慌あわてて、俯うつむいてしまった。

  　湊は「そうじゃないよ」と、そんな伊緒の顔に手を添えて自分に向けさせた。

  「……みなちゃん？」

  「そんなお願いじゃ、伊緒のお願い叶えたことにならないよ。だって、ぼくも……ううん、きっと、ぼくのほうがずっと、伊緒のこと……好きなんだから」

  「み、みなちゃん」

  　伊緒は震ふるえる両手で口を押さえ、また大粒の涙を流した。

  「だからね……これが最期なんかじゃ……ないよ。これから、いくらだって……どんなことだって、伊緒の願い……ぼくが叶えてあげるんだ」

  　そう言って、湊はゆるやかな微ほほ笑えみを浮かべた。

  　昔の湊なら、絶対に見せなかったはずの、大人おとなびた顔。

  「伊緒……大好きだよ」

  　口を押さえていた伊緒の手に自分の手を添えて、ゆっくりとはずさせる。

  　好きだから、近づきたくて。好きだから、近づけなくて。

  　○ゼロと一との間に横たわっていた、遠くもあり近くもある無限のような距離。

  　二人はゆっくりと、それを埋めるようにして近づき、

  「みなちゃ……ん」

  　やがて、距離はなくなった。

  　その感かん触しよくを確認してから、湊は目を閉じた。

  　まぶたの裏に、もう伊緒の姿はなかったけれど。

  　その存在のたしかさを、疑うことはなかった。

  　無限だった距離を、無限の時間に変えながら。

  　二人は、お互たがいの心を存分に重ね合わせた。

  「…………」

  　湊みなとが唇を離して目を開けると、伊い緒おもそうしたところで、目があった。

  「あったかい……すごく、あったかいね」

  　寒がりの伊緒の身体からだは、もう震ふるえていなかった。

  　それはキスが心を温あたためたからなのだろうか。いや、寒い、という感覚すら身体から消えたことが、伊緒に暖かさを感じさせていたのかもしれなかった。

  　身体の透明さはさらに増して、最も早はやほとんど見えなくなりそうだった。

  「い……伊緒！」

  　呼びかけに応こたえるようにして、伊緒が口を開き、何事かを湊に伝えようとしたが、

  「――――――――――――――――――――――――」

  　もう、声になってすらいなかった。

  「伊緒…………こ、声が」

  　もう声が聞こえなくなったことに気づいたのか、伊緒は、はっと口をつぐんだ。

  　それから口を、「ご」「め」「ん」「ね」と、一文字ずつゆっくりと形作った。

  「ううん……ぼくこそ、ごめん……聞こえてたよ、ちゃんと……ちゃん、と。これからも、ずっと、ずっと一緒だよって言ってくれたんだよね？　わかってんだよ、ぼく」

  　きっと、伊緒はこう言っていたのだ。

  　ありがとうって。さよならって。

  　でも、そんな言葉を口にしたくなくて、湊はにかっといつも通りに笑って見せた。

  　喉のどの奥は心ごとひどく震えていたから、それがちゃんと笑顔になってくれているか、自分でも自信が持てなかった。伊緒は、一瞬ちょっとびっくりしたような顔になったけれど、うん、うん、うんと何度も頷うなずきながら、心の底から湧きでてくる〝しあわせの気持ち〟を、そのまま形にしたような笑顔を象かたどった。

  　そんな伊緒が愛いとおしくて、もう一度、湊が顔に触ふれようと手を伸ばしたとき、

  「――――！」

  　手が届くその前に、やたらとあっけなく。

  　伊緒は、腕の中から消えてしまった。

  

  　ずっと上空を回遊していた、緑色に光る蛍たちは散り散りになっていった。

  　そうして、十七歳の七たな夕ばたは終わりを告げた。
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  （うーん……やっぱ、だめ……か）

  　湊みなとは家の和室にある縁側に大の字で寝そべりながら、足だけぶらつかせて、お気に入りのゲームをプレイしていた携帯ゲーム機を目に乗せてみる。

  　イヤホンからは、感動を演出するエンディングテーマが流れ始めていた。

  　以前プレイしたときは凄く感動したゲームだったのに、湊の心はぴくりとも動かなかった。

  　携帯ゲームのスイッチを切ると、曲は一番の盛りあがりどころで途と絶だえた。

  （…………あぢぃ）

  　南なん天てんに昇りきった太陽が、容よう赦しやなく陽の光を降り注ぐ。

  　湊はゲーム機を傍かたわらに放って、身をよじった。

  　タイポグラフィが描えがかれた白のタンクトップにハーフパンツを着ただけの姿だったが、それでもこたえる暑さだった。

  　ひさしのつくる影で顔を隠すと、すこしは気が紛まぎれた。

  　ふと横で白はく煙えんを漂ただよわせている蚊か取とり線香の煙の臭においが、鼻についた。

  　蚊取り線香が設置されている置物は、ピンク色のペンギンの形をしている。伊い緒おが気に入って買ったものだ。これを買ったときの伊緒のうれしそうな顔が、ふと頭をよぎった。

  　くりくりとした、愛らしいペンギンの瞳ひとみと目があう。

  （……いいよな、お前は悩なやみなさそうで）

  　湊はいつもなら自分が言われることを、ペンギンの置物相手に囁ささやいて、ツンとつついた。

  　外では数え切れないほどのミンミン蝉ぜみやクマ蝉たちが、自らの生の意味を全うするためのツガイを求めて騒そう々ぞうしいセッションに興きようじている。

  （…………はぁ。みんなは今頃、海か、山か、予備校かな……）

  　もう高校は夏休みに入り、夏真っ盛り。

  　伊緒が家からいなくなって、もう一か月以上がたっていた。

  　真ま面じ目めなクラスメイトたちは、もうすぐ本格化する受験勉強に備そなえて、どこの夏期講習に通うか相談しあい、まだまだ遊び足りないクラスメイトたちは、高校で最後に心底楽しめる二年生の夏休みを謳おう歌かする計画をたてたりしていたが、湊はとてもそんな気になれないまま、無む為いな時間を過ごしていた。

  　学校を休むこともできたけれど、家にいても余計なことを考えるばかりだったから、とりあえず通学だけは休まずに続けていた。学校に行って、家にまっすぐ帰って、風呂に入って、すぐに眠りにつく。それだけの単調な毎日を繰り返し、期末試験は当然惨ざん敗ぱいだった。

  　湊をなにより傷つけたのは、学校ではだれも伊緒のことを覚えていなかったことだった。

  　伊い緒おの座っていたはずの席も、まるで最初から空白であったことが当たり前みたいに。

  　クラスメイトたちは、視界にもいれず、通り過ぎていく。

  　どれだけ伊緒の存在を必死で説といてみても、だれも相手にはしてくれなかった。

  「あ、いた。おーい、鈴すず。やっぱり家にいたぞ、ここだ！　縁側のとこ」

  　と、聞き慣れた声がした。

  　だが、湊みなとには起きあがる気力すら湧いてこない。

  「おい湊、メールの返事くらい返してくれよ。心配になるだろ」

  　ややあって、湊の隣となりに座って、そう話しかけたのは橙だいだ。

  「今だって玄関のベル何度も鳴らしたのに。家にいるなら返事くらいしてください」

  　鈴がそう言いながら、遅れてやってきた。

  「……ごめん。イヤホンしてたから……ケータイは見てなかった……」

  　ぼそぼそと、なんとかそう口にした。

  　今はしゃべるのすら、億おつ劫くうに思えた。

  「三日前からメールしてたんだぞ。全然見てねえのか？」

  　まともに目を合わせられなくて、寝返りを打ち、橙と鈴に背を向けた。

  「……相変わらず、だな。お前、ずいぶん痩やせたけど、ちゃんと食ってるのか？」

  「ん……あんまり。食欲ないし……」

  　橙は鈴と目を合わせ、ため息をついた。

  「湊さん……！」

  　鈴は土ど足そくのまま縁側にのぼり、

  「むぎゅ」

  　湊の前にきて顔を手で挟はさんだ。

  「いつまでそうしてイジケているつもりですか！　伊緒さんに笑われますよ！」

  　鈴は伊緒という名前を、口にした。

  　みんなの記憶から抜け落ちてしまった伊緒の存在だったけれど、自分たちだけは忘れていないのだ。どうしてなのかはわからない。それは伊緒が残してくれた、置きみやげだったのかもしれないけれど、そんなことを考えるのも苦痛だった。

  「あれからもう一か月です。いい加減……すこしは元気を出しなさい！　そうでないとアレをいかせていただきますよ？」

  　鈴は懐ふところから、例の呪のろいの人形を取りだして、ブラックな笑みを浮かべた。

  「ほらほら！　刺してしまいますよ？」

  　鈴は人形の眼がん前ぜんまで太い針を近づけていくが、

  「…………どうぞ。そしたら、泣けるもしれないね」

  　湊の素っ気ない返事に、鈴はがっくりと項うな垂だれた。

  「そういえば鈴すず、伊い緒おに言ってたじゃん。ぼくが泣かなかったら、私が泣かせて見せますって。ぼくを、泣かせてよ……」

  　鈴にとって、今の湊みなとは傍はたから見ているだけでも、あまりにも歯がゆかった。

  　湊がこのままでは、あまりに伊緒が可哀想で。

  「泣きたいのなら、勝手に自分で泣きなさい！　泣けないのなら、せめていつもの間抜け丸出しな笑顔だけでもさらしてみなさい！　お得意でしょう!?」

  　ぐいぃぃと頬ほおをつねって、湊のにへら笑顔を再現してみたが、とうの湊は何の反応も示さない。諦あきらめて手を離すと、すぐにまた元の無表情な湊に戻ってしまった。

  「……そんな湊さん見たくありません！　あなたがそんなんじゃ、鈴の調子だってくるったままなんです……い、伊緒さんだって、あなたをそんなふうにするためにご自分の命をかけたと思ってるんですか!?　すこしは、伊緒さんの気持ちを……」

  「鈴……考えてるよ……いっぱい、いっぱい。そればっかり」

  　その言葉に、鈴は業ごうを煮にやしたように激げつ昂こうした。

  「そ、そんなことはわかって――もう……いいです！　勝手になさい！　そのまま、日干しにされて、空うつ蝉せみみたいに干ひからびてしまえばいいんです！」

  　鈴は袖そでを目のところに乱暴になでつけてから、走り去ってしまった。

  「まぁ……あれも鈴なりの激励なんだ。悪く思うなよ」

  「…………思ってないよ」

  「ほら、これ差し入れ。驚け。あの鈴が栄養つくもんをって、選んでくれたんだからな。じいさんと一緒に食ってくれ」

  「ありがと……そこ、置いといて」

  「ん……食えよ、ちゃんと」

  「……うん、たぶん」

  「…………」

  　二人のあいだに流れた静せい寂じやくの音ね色いろは、蝉の声がかき消した。

  「明日な、あかり退院できるってよ」

  「……そっか。よかった……本当に」

  　あかりは、あれから二週間後に目を覚ました。

  　すぐに全快とはいかなかったが、それからは確実に、どんどんと快方に向かっていた。

  　医師は、あかりの意志の強さ、生命力がそうさせたのだろうと驚いていたらしい。

  「……伊緒も、喜んでるよね」

  　だが、その喜ぶべき報告にも、湊は抑よく揚ようのない口く調ちようでそう口にするのが精一杯だった。

  　笑顔になりたくても、できなかった。

  「ねえ……だいちゃん」

  「……ん？」

  「ぼくさ、今でも家にいると、そこに伊い緒おがいる気がしちゃうんだ。そこの戸から何事もなかったみたいに顔出して、またそんなとこで寝てる～なんて笑ってくれるんじゃないかって……朝になれば起こしてほしくて、美味おいしいご飯もつくってほしくて、一緒に勉強してほしくて、テレビ見ながら一緒に笑いたくて……伊緒といれば、なにしてても楽しかったのに、一人でいるとなにしてもつまんなくて……伊緒、はやく帰ってこないかなぁって……いつのまにか思ってる自分がいて」

  「湊みなと……」

  「ぼくがこんな我わが儘ままだから、伊緒はいなくなっちゃったのかな。願いを、叶かなえすぎちゃったのかな……もう……ただ隣となりにいてくれるだけでもいいのに……」

  　身体からだを縮ちぢめ、かすれ声でつぶやく湊に、橙だいはかける言葉を失ってしまう。

  　橙は、湊の頭にぽんと手を添えた。

  「だいちゃん……ぼく、伊緒がいなくて悲しいはずなのに、涙がでないんだ。もしかしたら、伊緒はこんなぼくに愛想つかして、怒おこってるのかもね。昔はあんな泣き虫だったのに、泣き方が思いだせない……笑い方も、なにもかも……全部、忘れちゃったよ……」

  　うざったいくらいに感情表現が豊かだった湊からは、想像もできない言葉。

  　今や、そんな湊は見る影もなかった。

  「ごめん、だいちゃん……今日は、帰って。きてくれて……ありがと」

  　橙は、湊の頭をぽんぽんと優しく叩たたいて、

  「……また、くるからな」

  　それだけ言い残して、帰って行った。
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  　翌日も、湊は同じ場所で同じように大の字で寝そべっていた。

  　真夏の太陽は相変わらず、湊にじりりと照りつけてくる。

  　ケータイにつないだイヤホンからは、恋の喪そう失しつを歌うラブソングがリピートで流れていた。

  　もう二度と逢あえない天国の恋人を想う気持ちが、歌詞に目一杯込められ、実話を元にしてつくられた、泣ける、と評判の歌だったが、

  （……だめ……か）

  　湊の心は相変わらず、凪ないだままだった。

  　伊緒は、その場所にはいない気がしたから。

  　人が死んだら本当に天国行けるのだとして。

  　神様だった伊緒は、どこに行くのだろうか。

  （もし行く場所がないなら、いつでも……戻ってきて、伊い緒お）

  　そんなことを、湊みなとが思っていたとき、

  「み・な・ちゃん！」

  　ぬっと、突然顔に影が差した。

  　強い逆光で影になっていて顔が見えなかったが、女の子らしい白いワンピースを着ていた。

  （い、伊緒!?）

  　イヤホンをちぎるように取り去って、がばっと身を起こすと、

  「あ……あかり……」

  　角度が変わって顔がはっきりと見えるようになり、それがすぐに間違いだったとわかった。

  　湊に声をかけたのは、あかりだった。

  「退院……したんだよね。もう、大丈夫なの？」

  「うん。入院前よりピンピンしてるわよ」

  「そう……よかった……でも、今の冗談は趣味悪い」

  　抑よく揚ようのない口く調ちようでそれだけ言って、半はん身みになってもう一度寝そべった。

  「……湊、私の退院祝いに行くわよ！　もう表で橙だいも鈴すずちゃんも待ってるんだから」

  「ふえっ!?　そ、そんないきなり！」

  「あんた……私に貸しがあるんだからね。罰ばつとして、拒否禁止！　戻ってこないほうがよかったなんて言われて。私、すっごい傷ついたなぁ……」

  「う、ぐ……わ、悪かったよ……あれは、本当に」

  「それチャラにするって言ってんの。ついてきなさいよ」

  　あかりは湊の腕を掴つかんで、ぐいっと引き起こすと、

  「ちょ、ちょっとまって！」

  「待・た・な・い。あんた逃げる気でしょ」

  　ずかずかと大おお股またで、そのまま外に引っ張っていこうとする。

  「……ち、違うって！　ちょっと！」

  　門のところには、本当に橙と鈴もいた。

  　湊が玄関前まで連れだされたところで、その格かつ好こうに気づいた橙と鈴が目を丸くする。

  「せ、せめて……服、着させて！」

  　あかりはようやくその声で振り返り、改めて湊の全身を見回した。

  　タンクトップの下は、トランクス一丁……。

  「……きゃああああ！　この変態すけべ！」

  「ぶふっ！」

  　ぱぁぁぁんと乾かわいた音がして、あかりの不条理な張り手打ちが炸さく裂れつし、吹っ飛んだ。

  　すくなくとも、あかりが元気一杯になったことだけは、湊にもよくわかった。
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  「ほらほら、これ、似合う？」

  　あかりは、ショップのハンガーレールから何着かよさそうな服を取り出しては自分にあわせてみせ、それが自分に似合うかを逐ちく一いち、湊みなとに尋ねていた。

  「ん……うん。似合うんじゃないかな」

  「またさっきと同じ返事。ほんとに見てくれてるの？」

  「……見てるよ」

  　それだけ言って、そっぽを向いた。

  「……あんた、絶対ケンカ売ってるでしょ」

  「ううん……べつに」

  　とはいえ、湊のほうも始終こんな調子だった。

  　あかりの退院祝いを買ってあげようということで、なかば強ごう引いんに星せい条じよう高校近くの繁はん華か街がいまで連れだされショップ巡りをしているのだが、この店でもう五軒目。

  　あかりは、なかなかこれと決めてくれない。

  　もう百着以上は見たんじゃないか……？　と、湊はさすがに辟へき易えきとし始めていた。

  「だいちゃん……女の子ってみんな、服選ぶのこんなに時間かかるのかな」

  「俺に聞くなよ……」

  「女の子は、大抵そうですよ。仲良くしている後輩の女の子たちにショッピングによく連れだされますけど、まあ悩むこと悩むこと。鈴すずはこういうのちょっと苦にが手てですけどね。いちいち悩んでたら、占いなんてできません」

  　と、鈴はちょっと得意げに言った。

  「そう……だよね。伊い緒おも、そうだった。こんなふうに延々と悩んでさ」

  　この店にも、学校帰りに伊緒と二人で何度かきたことがあった。

  　そのときのことを思いだしながら、いくつかの服を手に取っていくと、

  （あ……これ）

  　ふと湊の目に入ったのは、伊緒にプレゼントしたことがある服と同じものだった。

  　伊緒はこの服と何時間もにらめっこしながら迷いに迷った末、家計を預あずかる身として諦あきらめるることにしました！　と、かなり名残なごり惜しそうに店をあとにしたのを、覚えていて。

  　湊は密ひそかに自分のお小遣いを貯ためて、去年のクリスマスにプレゼントしたのだ。

  　伊緒は、それをとても喜んでくれた。それなのに、伊緒はずっとその服を着てくれなくて、不思議に思って理由を尋ねると、

  〝なんだか……もったいなくて着られないんだもん〟

  　なんて、恥ずかしそうに、はにかんだ笑顔を浮かべていた。

  （伊い緒おが着てるの……一回でいいから、見てみたかったな……）

  　湊みなとがその服をしげしげと見つめているのに、あかりは気づいたらしい。

  「それ、気に入ったの？」

  「あ、いや、これは……」

  「私にはちょっと大人おとなしい気もするけど。ま、いいわ。あんたが好きなら、これにする！」

  　と、何着も積み上げた試着品を放って、その服だけを持ってレジに並んだ。

  

  「じゃあ、次行くわよ！」

  　服を買ってもらったのがそんなにうれしかったのか、今にもスキップでも始めそうなくらいに、あかりの足取りは弾はずんでいた。伊緒との思い出ががある品だなんて、今いま更さら言い出しづらくて、なんだか悪いことをした気がしてしまう。

  「次って……まだ、どっか行くの……？」

  「なによ。退院祝い買ってくれたらもう帰ろうとか思ってたの？　つれないわね」

  「そ、そういうわけじゃないけど……」

  「じゃあゲーセンいこ！　前から目つけてたのがあってさ。湊、それ取ってよ」

  　あかりは意い気き揚よう々ようとそう答えた。

  　高校の近くにあるゲーセンにたどり着くと、あかりはすぐにクレーンゲームのところに駆け寄って、あれがほしいの！　と指さした。

  「……自分でやったら？」

  「あんた、ゲーム得意なんでしょ？　男見せなさいよ！」

  　ぱぁんと、勢いよく背中をはたかれた。

  「な、なんだよそれ……」

  「今日は諦めろよ、湊」

  　ちぇっと言いながら、湊は仕方なく百円玉を三枚投入する。

  　やたらとモコモコした、なんの動物かよくわからないぬいぐるみ。一見して掴つかみあげにくい形状だったが、造ぞう作さもなく二回目で湊はそのぬいぐるみを釣りあげた。

  　あかりは「ありがと！」と、嬉き々きとしてそれを取りだした。

  「でも湊、やけにうまいわね……。まさかぬいぐるみ集めの趣味でもあるの？」

  「ん……伊緒に、よくせがまれてたからね……いつのまにか、うまくなっちゃった」

  「……そう、なの」

  「ここにあるクレーンなら、ネジのゆるみ具合までわかるよ」

  　そのあと、四人で一緒にリズムゲームをやったり、レースゲームをやったりしながら、空が濃い茜あかね色いろに染まるまで遊びほうけた。

  　ゲーセンを出たあとは、一緒にファミレスで夕飯を食べることになった。

  　あかりと橙だいは、和風ハンバーグ。鈴すずは、ペペロンチーノ。

  　湊みなとは、伊い緒おが好きだったデミグラスソースのかかったオムレツを頼んだ。

  　あかりと橙、鈴の順番で料理が次々と運ばれてくると、三人は食べながら談笑を始めた。

  「それでね、そのときのお父さんの顔がおかしくってさー」

  「はは、しかしまあ、なんだな。結構いい親おや父じさんみたいで、よかったよ」

  「ん。でもさ、最初はさすがに親子って感じではなかったけどね。だって、しばらくは家でも監督、瑠る璃り島じま、なんて呼び合ってたのよ？」

  「あら。なんだか昔のスポ根ドラマみたいですね」

  「しかも、すっごい頑がん固こで強がりなのよ、本気でヤになっちゃうわよ、たまに」

  「まあ、間違いなくあかりの親父だよな、それは」

  「ですね」

  「な、なによそれっ！」

  　そう怒おこったように笑う、いつも通りのあかりを見て、本当によかったと、心から思う。

  　でも、この会話の中に伊緒がいないことが心のどこかに引っかかって、入り込めなくて。みんなといるのに、湊はなんだか、ひとりぼっちな気分にすらなってしまっていた。

  　ややあって、無ぶ愛あい想そうな店員さんが「ご注文は以上でよろしいですね」とだけ投げやりげに言って、オムレツの皿を机の上に置いた。

  「それ……伊緒さんが、好きでしたね」

  「……うん」

  　湊はオムレツをスプーンにのせ、ほおばってみるが、

  （……なんか、全然美味おいしくないや……）

  　このファミレスのそれを真似て覚えたはずの伊緒のオムレツだったけれど。比べるのも申し訳ないくらいに、いつのまにか伊緒のオムレツのほうが断然美味しくなっていた。

  （……伊緒のオムレツ、食べたいな……って、だめだ……また、ぼくはねだってる）

  　二口食べただけで、湊はかちゃりとスプーンを置いてしまい、それ以上口にしなかった。

  　三人は湊を気遣ってか、そのあともたびたび話を振ってくれたけれど、うん、うんと相づちを打つことしか、湊はできなかった。

  「ねえ、湊。今度は湊がどっか連れてってよ。私、プールとか行きたいなあ」

  　あんなことがあったのに、わだかまりもなく、あかりがこうして接してくれるのは、すごくありがたかったけれど。

  「うん……そう、だね」

  　それでも、自分は一向に心から笑うことができなくて。

  　そんな自分に悲しげな眼を向けるあかりを見るのも、また辛つらかった。

  　今なら、あかりがどうして自分の身体からだのことを言ってくれなかったのか、わかる気がした。

  



  
    ★
  


  

  「湊みなと、どう？　ちょっとは元気でた？」

  「なに言ってんだよ……元気ださなきゃいけないのは、あかりでしょ。退院してすぐこんな遊び回って、また身体にさわったらどうするんだよ」

  　ファミレスを出ると、空はすっかり暗くなっていた。

  「大丈夫よ、私は。伊い緒おちゃんのおかげで。なんたって神様印の元気っぷりだもの！　伊緒ちゃんのぶんまでしっかり生きなきゃ、それこそバチ当たるわよ」

  「…………強いんだね、あかりは」

  　そんなあかりのまぶしさが、湊はいたたまれなくなって目を伏せてしまう。

  「ぼくは……だめだ。いなくなったなんて、まだ本気では信じられない。今日も、伊緒の痕こん跡せきばっかり追いかけちゃうんだ。この町を歩いてると……そんな場所ばっかりで。そうすれば、伊緒が戻ってきてくれる気がして」

  「湊……」

  　あかりはしばらく無言だったが、ややあって、ぽつりとつぶやいた。

  「……羨うらやましいな。二人は、私の知らない二年をちゃんと積み重ねてたんだ。あ～あ、やっぱり、私この町から離れなければよかったかなぁ」

  　と、道ばたの石をこつんと蹴け飛とばした。

  「あかり……」

  　橙だいが複雑そうな面おも持もちで、そんなあかりを見つめていた。

  「ご、ごめん。ぼく……自分のことばっかり」

  　と、あかりは、くるんと振り返って、グーに握にぎりしめた右手を差しだした。

  「……湊、いいものあげる」

  「……いいもの？」

  「いいから。こっちきて」

  　近づくと、あかりは手を開いた。

  「…………こ、これ！」

  　あかりの手の中にあったのは、伊緒と一緒に消えたはずの星形ペンダントだった。

  「私ね……意識を失ってるとき、夢を見てたの。ずっと真っ暗な中を走り続けてる夢。助けて、助けてって何度も叫さけんでも、だれも助けてくれない。だれも答えてくれない。そんな夢。お花畑に三さん途ずの川でも出てくれば、まだ雰囲気でるってのにね」

  「…………」

  「そこに伊い緒おちゃんが現れたの。でも、伊緒ちゃんは、優しく笑って手を引いてくれてるだけなの。歩いて、歩いて、疲れ果てて、へたりこんで、そしたら、いつのまにか伊緒ちゃんはいなくなってて……でも、このペンダントが手の中にあって、光ったの。そこで、目が覚めて。だから、橙だいから伊緒ちゃんの話を聞いても、ちっとも不思議に思わなかった」

  「でも……そ、それって夢の話だよね？」

  「そうよ。だけど、本当に病室に、私の枕まくら元もとにあったのよ……このペンダントが。これは湊みなとが持ってたほうがいいかなって。湊がお見舞いにきてくれたら渡そうと思ってたんだけど、きてくれないし」

  「ご……ごめん」

  「いいよ、べつに……だから、今日渡そうと思って持ってきたの」

  　湊は、あかりの手のひらにあるペンダントに、震ふるえる手を伸ばすと、指先からひんやりと冷たい感覚が伝わった。星形を象かたどった石製のそれを見み紛まがうはずもない。

  　たしかに伊緒が肌はだ身み離さず身につけていたペンダントだった。

  「伊緒さ……これ絶対に、ぼくにも触さわらせたりしてくれなかったんだよな。ぼくが触さわろうとしたら、珍しく本気で怒おこったりして。なのに昔、ガキ大将に取られちゃったことがあってさ」

  「あったな……そんなこと」

  　と、橙が懐なつかしげに目を細める。

  「はは、一応ぼくがケンカして取り返したんだんだけど、こっちのほうがボロボロになっちゃってたから、伊緒がすっごい心配してくれて、何度も謝ってくれたりして」

  　そんな記憶を慈いつくしむように思い起こしながら、自分の手に取ったとき、

  「……！」

  　ペンダントが、ぱぁぁとおぼろげな光を帯びた。

  　同時に湊の視界に、古びたビデオテープのような映像が拡ひろがった。

  



  
    ★
  


  

  　小さなクリスマスツリーが飾られた、七たな夕ばた荘そうの食卓。

  　伊緒は丁てい寧ねいに、ショートケーキに生クリームで仕上げのトッピングをしていた。

  （もしかして、これ……伊緒の見てた光景？）

  　それはたしかに、去年のクリスマスでつくってくれたのと同じケーキだった。

  　だから、これが過去の出来事なのだとすぐにわかった。

  

  「みなちゃん！　できましたよ～」

  「……え？　うわっ、すっげえうまそう！　今年はケーキ手作りなんだ！」

  「ふふ。びっくりした？　結構苦労したんだよ？」

  「じゃあ、ぼくからも……じゃーん！」

  　湊みなとが差しだした、リボンで包装された紙袋。伊い緒おは、それと湊の顔を交こう互ごに見回した。

  「……え？　ど、どうしたの、これ。プレゼントなんて、今まで」

  「いいから、開けてみて！」

  　丁寧にリボンで包装された紙袋を、伊緒はゆっくりと開けていく。

  　中から出てきたのは、伊緒が以前に欲しがっていた服だった。

  「み、みなちゃん……これ……」

  「……へへ、伊緒、これ欲しがってたからさ。買っちゃった。びっくりした？」

  　伊緒は、その服をぎゅぅっと抱きしめた。

  「うん……あ、ありがとう……みなちゃん、大切に……大切にするね！」

  

  「似合う……かなぁ」

  　伊緒は、鏡かがみの前でプレゼントされた服を着て、色々と角度を変えたりしながら、自分の姿を確認していた。

  「みなちゃんに……似合わないって思われたら、どうしよう……せっかく買ってくれたのに」

  「伊緒、ただいま～」

  「ひあっ、み、みなちゃん、帰ってきちゃった！　えっと……えっと。や、やっぱりだめ！」

  　伊緒はそう言って、慌あわてていつもの服に着替え直していた。

  　その日だけではなく、何度も、何度も、伊緒はそんなことを繰り返していた。

  　伊緒は、湊がプレゼントした服をちゃんと着てくれていたのだ。

  

  　もったいないから着られない、なんて言っていたくせに。

  



  
    ★
  


  

  　テレビから除じよ夜やの鐘かねが鳴り響ひびいてきた。

  　湊の背はまだ低い。おそらく、中学校二年のときの大みそかだった。

  「みなちゃん、年越しそばできましたよ～」

  「待ってましたっ！　うわ、うまそー。いっただきまーす！」

  　湊はテレビの前にあるこたつに潜もぐりながら、ちゅるるっとそばをすすりあげた。

  　そんな湊を、伊緒はうれしそうに見つめている。

  「ちゅる……ほふ。あ、伊い緒おもこたつ入りなよ。寒いでしょ？」

  「うん！　ふあぁ、あったかいねぇ」

  　そんな伊緒をうれしげに見つめる湊みなとに、伊緒は微ほほ笑えみを返した。

  「でもさ、じいちゃんも、正月くらい仕事休めばいいのになあ」

  「他ほかの人が急に風か邪ぜで入れなくなっちゃったんだって」

  「そっかぁ。でも、まあ、いっか。おかげで伊緒と二人きりになれたし」

  「……え？」

  「二人だけの正月ってのも、悪くないよね。なんかさ、これならだれにも気き兼がねしないで――」

  「み、みなちゃん！　な、ななななに言ってるの！」

  「テレビずっと見てていいし……って、どしたの、伊緒……ぼく、変なこと言った？」

  「み……みなちゃん？　そういうこと、あんまり無自覚に言わないほうがいいと思うよ？　わ、私は勘違いしないからいいけど、うん」

  「……勘違い？　なにを？」

  「……な、なんでもないです！」

  　伊緒は、湊からそっぽを向いてしまう。

  「ははっ、変な伊緒。ま、いいや。ねえ、伊緒、こっち向いてよ」

  「……なに？」

  「新年のご挨あい拶さつ。今年も、またよろしくねっ！」

  　湊は、にっと白い歯を見せながらＶサインをした。

  

  　伊緒は、こたつでテレビを見ながら眠りこけてしまった湊に、毛布を掛けていた。

  「みなちゃんの寝顔って……ほんと、見てるだけでしあわせになれそう」

  　なんとも無邪気で無防備な寝顔を愛いとおしそうに見つめながら、湊の頬ほおをツンとつつく。

  「い、伊緒ぉ……」

  「あ、ご、ごめん。お、起こしちゃった？」

  「もう……食べられないよぉ……」

  　むにゃむにゃと寝言を言ってから、湊はまた気持ちよさげな寝息を立て始めた。

  「……ばか」

  　湊が綺き麗れいに食べ終えた年越しそばの器を、伊緒は台所で洗い始める。

  　じゃー、かちゃかちゃ、ちゃぷちゃぷ。きゅっと水道の栓せんをしめた。

  「私、あと何回……みなちゃんにこうやって、年越しそばつくってあげられるのかな……」

  　ぽたりと一粒、水滴がしたたり落ちた。

  

  　起きたときには、いつも通りに笑っていたくせに。
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  　窓を開けた縁えん側がわのところから、風に乗った桜の花びらが部屋の中に舞い込んでいた。

  　中学校の入学式の朝。初めての制服に袖そでを通した日だ。

  「ねー、伊い緒おぉ。やっぱりさあ、この学ラン、袖ちょっと長すぎない？　なんか、ぶかぶかすぎて、格かつ好こう悪いや」

  　やたらと大きい制服に戸と惑まどい気味の湊を、伊緒は慈いつくしむように見つめていた。

  「いいの。どうせすぐ大きくなるから、最初はちょっと余ってるくらいのほうがいいって、お隣となりのおばあちゃんから言われたんだもん」

  「そっか。そうだよね！　はは、来年の今ごろには、だいちゃんも抜いちゃったりして！」

  「…………それは、無理なんじゃないかなぁ、うん」

  「えええ!?　ひ、ひどい！」

  「みなちゃん？　家いえ永ながくんを見習うなら、身長以外のことにしようよ。みなちゃんはね、身長よりも、もうちょっと色々なところで大人おとなになってください」

  「ぼくだって大人になってるよ！　あそこの毛だってこないだやっと生えてきたし！」

  「き、聞いてません！　みなちゃんのえっち！　もう、そういうところが子どもなの！」

  「そ、そんなぁ……」

  　がっくりとうなだれた湊みなとを見て、伊緒はくすりと笑った。

  「ふふ……でも、そんなみなちゃんが中学生かぁ。なんか信じられないなぁ」

  「なんだよ～、お姉さんぶっちゃって！　伊緒だって今日からだろぉ？」

  「え？　あ、そ、そうだったね、はは」

  「おーい、湊ぉ！　準備できてんのか!?　待ち合わせ時間すぎてるぞー」

  「あ、いけね。だいちゃんきちゃった！」

  　家の外から聞こえた橙だいの声に、ぱたぱたと玄関のほうに走っていく湊。

  

  「伊緒ー、はやくはやくー」

  「はーい、ちょっと待って～！」

  　伊緒は玄関のほうから聞こえる湊の呼びかけにそう応こたえてから、湊の両親の遺い影えいが飾られた仏ぶつ壇だんに歩み寄って、座った。

  「今日から、みなちゃんも中学生です……みなちゃんは、本当にいい子です。だから、見守って、あげてください。私はずっと、みなちゃんのそばにはいられない。お二人の代わりは、できないけど、もうちょっとだけ……みなちゃんのそばにいさせてください」

  

  　そう、祈るようにして手を合わせていた、神様のくせに。

  



  
    ★
  


  

  　そんな過去の光景が、次々と伊い緒おの視点で再生され続けた。

  　お花見しながら眠りこけ、鼻の頭に舞い降りた桜の花びらで、くしゃみをする湊みなとも。

  　梅つ雨ゆの雨がしたたる紫陽花あじさいの上をゆっくり歩くカタツムリを、じぃっと見つめる湊も。

  　七たな夕ばた祭りのあとにみんなで花火をしながら、今にも落ちそうな線せん香こう花火に見入る湊も。

  　ススキが揺ゆれる茜あかね色いろの帰り道で、無邪気に赤トンボを追いかける湊も。

  　白銀の雪をかき集めつくった雪ゆき兎うさぎを、誇ほこらしげに見せびらかす湊も。

  　自分のつくった夕飯を、毎日心底美味しそうに食べてくれる湊の笑顔も。

  　そのすべてを見つめる眼まな差ざしが宿す、あたたかさが、慈いつくしみが、愛いとおしさが。

  　本当に何なに気げない光景とともに、あふれかえっていた。

  　もちろん、湊を囲む三人の幼おさななじみたちの笑顔もたくさんあった。

  　みんなのことも、伊緒は本当に大好きだったのだ。

  　それでもやはり、そんな仲間をなにより大切にし、守ろうとする湊のことを、伊緒はどんなときでも一番に見つめてくれていた。

  　そして、伊緒は一人寝ね床どこにつくと、いつもただひとつのことを祈っていた。

  　春のあたたかな夜にも。

  　夏の蒸し暑い夜にも。

  　秋の涼しい風が吹く夜にも。

  　冬の凍こごえるような夜にも。

  　伊緒は、ずっとそうしていた。

  

  〝世界で一番大好きなみなちゃんが、どうか世界で一番しあわせになりますように〟

  

  　自分のためでなく、湊のために。

  　ただそれだけを、強く、強く、願っていた。

  

  　再生される記憶は、徐じよ々じよに幼おさないころのものになっていく。

  　それは伊緒が人間として成長していく過程を逆回しにしているかのようだった。

  　湊は、いつまでも、いつまでも、それを見ていたかったのに。

  　八歳の七たな夕ばたを境さかいに、それは急に途と絶だえ、真っ暗になった。

  

  （い、伊い緒お！　伊緒……まだ行かないで！　いやだよ！）

  

  　星形の石。この石は伊緒の記憶……いや、伊緒の意思そのものだったのだ。

  　石がそんな形になっていたのは、本当にただの偶然、自然の産物だった。

  　それでも、その石の形は幾いく多たの願いを、想いを集め、やがて偶然の奇跡が、感謝に、信じる心に連つらなった。ただの石だったはずのそれは、七夕に願いを叶かなえる信仰の対象として、人々に奉まつられることになった。

  　そうして、長い時間をかけ、本物の意思と力を宿した。

  　伊緒は、邪よこしまな願いや、死者の復活をのぞき、多くの人々の信じる心を力にして、願いをたしかに叶えていった。だが、次第に願いをかける人が増えていくと、それを叶える〝信じる心〟を集めるのに長い時間が必要となった。

  　そのために伊緒は七夕に雨を降らすことにしたのだ。

  　七年に一度だけ願いを叶える神様は、そうして生まれた。

  　しかし、七年という月日は、人々の信心を薄れさせるのに十分な長さだった。

  　また時代と共に、石に宿る神への信仰そのものが徐々になくなっていき、やがて伝でん承しようとしてのみ残る忘れられた存在となり、伊緒は孤独になった。

  　ずっと、ずっと、気が遠くなるほどの長い時間を、伊緒はひとりぼっちで過ごしていた。

  　孤独とは、寂しさを越えると、恐怖や絶望にさえなることを伊緒は知った。

  　また、人々の信じる心を失い、必要とされなくなった神様である自分の存在そのものが、もうすぐ消える運命にあることもまた、認識していた。

  　それは、人が恐れる死というものなのか。

  　それとも、まったく別の恐ろしいことなのか。

  　自分がこの世で意思を宿した意味は、なんだったのか。

  　伊緒は、長い時間、延々とそんなことを、ひとりぼっちで考え続けていた。

  

  　そこに現れた一人の少年が、幼き日の湊みなとだった。

  　少年は、無邪気に、まっすぐに、なんの疑ぎ心しんもなく自分の存在を信じてくれていた。

  　それが、ずっと孤独だった伊緒にはなによりもうれしかった。

  　そして、少年が自分と同じように孤独を感じ、それを恐れていることを知った。

  　だから、伊緒は決めたのだ。

  　少年が、自分のことを信じてくれる限り。

  　自分の存在が、この世に許される残りわずかな時間を、この少年が自分と同じ孤独を味わわないように。ひとりぼっちにならないように。

  　人として、共にあろうと。

  　視し覚かくでも、聴ちよう覚かくでもなく、そんな伊い緒おの意思だけが、流れ込んできた。

  

  　そして、唐とう突とつに、真っ暗な視界に、新たな光景が広がった。

  　だけどそれは、湊みなとの知らない――あるはずのない光景だった。

  （これ……）

  　すこし大人おとなになった湊と伊緒が、見つめ合っていた。

  　周りに冷やかされながら、恥ずかしそうにキスをした。

  　湊と恋をして、結ばれて、祝福されて、夫婦になった証あかしの結婚式。

  　想像すらしたことのなかった伊緒のウェディングドレス姿は、とてもとても綺き麗れいだった。

  （……もしかして、伊緒の、願い？）

  　やがて、伊緒は子を宿した。生まれたばかりの赤ん坊を初めて抱きあげた湊は、滑こつ稽けいなほどはしゃぎまわっていた。

  （そんな……そんなの）

  　その子どもが成長し、小学校の入学式。見ていて恥ずかしくなるくらいに号泣していた湊に、伊緒がハンカチを渡していた。

  （伊緒……こんなこと、想像してたのかよ……ひ、ひどいなぁ）

  　そして、二人は、おじいさんとおばあさんになっていた。

  　それでも、手をつなぎ笑いあいながら、縁えん側がわで夜空を見あげていた。

  （全部……叶かなえて、あげたかったよ……伊緒）

  　そんな、本当に笑ってしまうほどありふれた、しあわせな未来。

  　なのに、けっして、ありえない未来を。

  

  　こんなにも伊緒が願ってしまっていたことを、湊は知らなかった。

  



  
    ★
  


  

  「湊！　湊ってば！」

  　うっすらと目を開けると、夜空に瞬またたく星が、ひどくぼやけて見えた。

  「……あ、あかり？　ぼ、ぼく」

  　気がつくと、湊はあかりに膝ひざ枕まくらされている格かつ好こうになっていた。

  「大丈夫か？　湊……」

  「湊みなとさん……いったい、どうしたんですか？」

  　橙だいも、鈴も、湊を本当に心配そうな顔で覗のぞきこんでいた。

  　でも、そこにはやはり伊い緒おはいなかった。

  「石を握にぎったら急に気を失うんだもん。びっくりするじゃない……」

  「……伊緒に、会ったんだ」

  「……え？　ど、どういうこと!?」

  「このペンダントが、伊緒そのものだったんだ……伊緒は、いる……ここに……でも、もう。き、きっと……あ、会えないんだ……」

  「湊……」

  　あかりは、湊の柔やわらかな髪をゆっくりとすいた。

  「湊……泣き方、思いだせたんだな」

  　橙に言われ、はっとした湊は自分の目め尻じりを触さわってみる。

  　しっとりと、たしかに濡ぬれていた。

  「は……はは、どうしようだいちゃん。神様との……伊緒との約束やぶっちゃった……」

  　湊はそのときようやく、湊は自分が涙を流せなかった理由を悟さとった。

  　涙を流してしまえば、伊緒がいなくなったことを認めてしまうから。

  　それが、伊緒と自分を結んでいた約束だったから。

  「うくっ……伊緒……うぁっ、と、とめられ、ないよ。……とまって、くれないよ」

  　涙を流してしまえば、本当にもう二度と、伊緒と会えなくなる。

  　それがなにより、怖こわかったから。

  「えぐっ……い、いやだよ、伊緒……伊緒おおおおおおおお」

  　張り詰めていた糸が切れたように、湊は泣きじゃくった。

  　そんな湊を、三人は優しく包み込むように、ずっとずっと、見守ってくれていた。
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  エピローグ　夜が明ける、そのあとに

  

  「こんちにはー、院長先生」

  「こんにちは。って、あら？　秋あき坂さかくん、今日は遅番じゃなかったかしら」

  「へへ、ちょっと大学だと落ち着かなくて。職員室で勉強してていいですか？」

  「もちろん。どうぞどうぞ」

  「あ、みなちん先生だ！　あそぼ！　あそぼ！」

  「はは、あとでねー。って、そんなに服引っ張らないで、のびちゃう」

  「ねー、せんせー！　彼女できたー？」

  「で、できてないよ！　ほっといてよ！」

  「にしし、やっぱしなー。じゃあさ、ぼくが今年の七たな夕ばたに、みなちん先生に彼女ができますよーにって短たん冊ざくに書いてあげるねっ。みなちん先生、今年の七夕会きてくれるんでしょ？」

  「……ん～、ごめんっ！　今年の七夕は予定あってさ」

  　湊みなとはにかっと、年齢にそぐわない子どもっぽい笑顔を浮かべた。

  「え～～～!?　じゃあ、お願い書いてあげないっ！」

  「はは、いいですよーだ。じゃあ、またあとでね！」

  　湊はもうすぐ二十二歳になる。

  　あれから必死に猛勉強して、東京の大学に滑すべり込んだ。

  　祖そ父ふの稼かせぎだけでは学費をまかなうことができないので、奨しよう学がく金きんをもらって、バイトしながら心しん理り学がくと、福ふく祉し関係の勉強をする毎日。

  　バイトしているのは、様々な事情でひとりぼっちになってしまった子どもたちが集まっている養よう護ご施し設せつ。今は非常勤のバイトだけれど、来年の春からはここで正式に働くことが決まっている。最近はレポートやら卒そつ論ろんやらで徹夜続きなこともあって、バイトをこなすのはきつかったが、この仕事自体は結構自分に合っているのかな、と思っている。

  　がむしゃらに過ごした大学の四年間は、あのころに比べて、やけにあっけなく過ぎ去った。

  　自分はあれから変わったのだろうか。すこしは大人おとなになれたのだろうか。

  　正直、よくわからない。ただすくなくとも、自分が昔想像していた二十二歳の自分よりは、ずっと子どものままで、拍子抜けするくらいだった。

  （ふぁ……ねむ……）

  　湊はあくびをかみ殺し、職員用の机に腰を降ろす。鞄かばんから参考書やノートパソコンを取りだした。そして、伊い緒おの星形ペンダントを、おもむろに傍かたわらに置いた。

  　あれからずっと、湊はお守りのようにして、それを持ち歩いているのだ。

  　と、ぶるるっとズボンのポケットでケータイが震ふるえた。

  （……あ、だいちゃんだ。日本についたのかな）

  　メールを開くと〝ついたぞ〟とだけ件名に書いてあり、本文は空からだった。

  　なんとも橙だいらしい簡素なメールで、思わず笑ってしまう。

  　一週間後は、七月七日。今年は〝晴れ七たな夕ばた〟にあたる年だ。

  　だけど、星ほし無な町が〝洒さい涙るい雨うの町〟と呼ばれることは、今はもうない。

  　伊い緒おがいなくなってから、七夕の日に雨が降ることはなくなった。

  　だけど、今でも大切な日であることに変わりはないから。

  　晴れ七夕に久しぶりに集まって、伊緒に会いに行こうと、みんなに呼びかけたのだ。

  　そして、湊みなとはそのとき、このペンダントをあの祠ほこらに返すつもりでいた。

  （さ、レポートの残り仕上げなきゃ）

  　湊はノートパソコンを起動し、携帯音楽プレイヤーのイヤホンをつけると、参考書に目を落とした。

  

  「あ、いけねーんだ。みなちん先生、居眠りしてるー」

  （……んん？）

  「げんぽーだ！　いんちょーせんせーに、い～ってやろ、いってやろ～！」

  　湊に特になついてくれている男の子たちが、机の横ではやしたてながら走り去っていった。

  「……あ、い、いけね。寝ちゃってた……！」

  　がばっと身を起こすと、院長先生がかけてくれたのだろうタオルケットがはらりと落ちた。

  　窓の向こう側にひろがる空は、もうすっかり暗くなっていた。

  　湊は寝ぼけた頭を覚まそうと、がらりと窓を開けてみる。

  　暗幕をひいたようなほとんど真っ暗なだけの夜空には、まばらな一等星だけが、その強い輝かがやきを示していた。東京の空には、星があまりにもすくないことに最初は驚いて、すこし寂しくもなった。

  　けれど、たったひとつだけ、うれしかったことがある。

  　それは、織姫ベガと彦星アルタイルを分かっていた天あまの川がわが、この空には存在しないこと。

  　ここではきっと、二人はいつでも会えるんじゃないか、そんなふうに思えるから。

  

  （どうか、伊緒が……世界で一番しあわせになりますように）

  

  　湊はあれから夜空の星を見あげると、きまってそんなお願いをしていた。

  　伊緒が、いつも願ってくれていたように。

  　それは、けっして叶かなわない祈りなのかもしれない。

  　無駄なことなのかもしれない。

  　神様が生まれ変われるのかなんて、湊にはわからない。

  　でも、もし伊緒の命を宿した子どもが、この世界のどこかに生まれ落ちていたなら。

  　どうかひとりぼっちになんか、ならないように。

  　自分がそうであったように。

  　大好きな人に、出で逢あえるように。

  

  　時間がたった今だから、湊みなとは心から言える。

  　伊い緒おに出会えて、伊緒を好きになって本当によかった、と。

  　自分の道がこれからどう進んでいくのか。

  　伊緒が願ってくれたように、自分がしあわせになれるのかも、わからない。

  　不安がない、と言えば嘘うそになるけれど――。

  　伊緒と、橙だいと、あかりと、鈴すずと、五人で過ごした時間はたしかにあって。

  　それこそが、きっと、かけがえのないものだから。

  　もう、変わりゆくことを怖こわがったりは、しない。

  

  　湊は星形ペンタゴンの石を握にぎりしめながら、エイエンの恋人たちを見あげていた。

  



  
    七たな夕ばたペンタゴンは恋にむかない　完
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